
近畿で初めて車いすマーク駐車場の適正利用を促す
パーキングパーミット制度を導入（平成２３年９月～）

府におけるユニバーサルデザインに係る具体
的な事業をあったか京都推進会議で検討

第一弾

ガイドラインの作成に至る背景

京都府が実施するユニバーサルデザイン推
進事業について、学識経験者、関係分野の専
門家等からなる委員から幅広く意見を聴き、府
の施策に反映させるもの。

「あったか京都推進会議」とは

○ 入江 美津子 （社）京都府建築士会
○ 岡本 民夫 同志社大学名誉教授 （座長）
○ 小谷 節子 （社）京都ボランティア協会相談役
○ 関根 千佳 （株）ユーディット会長兼シニアフェロー
○ 谷口 明広 愛知淑徳大学教授
○ 奈良 磐雄 （社）京都デザイン協会理事長
○ 宮本 隆司 （福）京都府社会福祉協議会常務理事

委員

○ あったか京都推進会議での検討を中心に視覚
障害者協会など各当事者団体にから直接話を聞く

○ 東日本大震災等の事例や情報だけでなく、一般の人
にもわかりやすく、誰でもちょっとした気遣いや工夫で、
できることを盛り込む

「福祉避難コーナー設置ガイドライン」策定
※平成26年3月に「概要版」作成

平成２５年３月

そこで、京都府では

避難所約１，５００箇所
をユニバーサルデザイ
ン化するため

京都府の避難所について

4

○ 一般避難所 約１，５００箇所

○ 福祉避難所 ４５５箇所（全２６市町村）

○ 要配慮者約１２万４千人に対して現在の福祉

避難所ではすべて受け入れることは不可能

○ 入所施設が多く、十分に対応できない場合も

○ 混乱時、要配慮者だけでなく一般の人も来所

する可能性がある（断ることが困難）

東日本大震災時、障害者の死亡率が
健常者と比較して2.5倍

京都府では避難所支援に着目

中・長期的な福祉的な支援の不足

要配慮者の6割が避難所に行かず
（設備、人材不足の課題により）

要配慮者支援の課題

3

東日本大震災

• 平成23年3月11日14時46分頃に三陸
沖を震源とするﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ9.0（最大震
度７）

• 死者19,225人、行方不明者2,614人、
負傷者6,219人（平成27年3月1日消防庁発表）

• 建物被害は全半壊合わせて40万戸、
一部損壊を含めると117万戸以上の住
宅が被害

2

資料１

京都府の災害時要配
慮者支援対策について

平成２８年２月１７日
京都府健康福祉部
介護・地域福祉課

1
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マンホールを通じて直接下水につながる仮設トイレを設置

様々な要配慮者が利用できる
仮設トイレを設置

○ トイレを工夫する

車いすでトイレを利用できるか
段差や幅を確認

和式から洋式へ ⇒
多くの人が利用可能

急なスロープには手すりを取り
付け、滑り止め取り付ける

数センチの段差が残る場合は、
注意を促すシール（色覚障害の
ひとにもわかりやすい明暗の
はっきりしたもの）を貼る

○ 障壁（バリア）をなくす

スロープ板を使って段差を解消 穴などをふさぎ、杖や車いす
の前輪がはまるのを防ぐ

避難所の環境整備ガイドラインのポイント①
避難所の環境整備

○ 避難所の障壁（バリア）をなくす

○ 避難所のレイアウトを工夫する

○ 要配慮者のニーズに対応したコー
ナー（静養室やベッドコーナー等）を設
置する

避難所のユニバーサルデザイ
ン化を支援するための取組に
着手（H２４年４月～）

第二弾

「福祉避難コーナー設置ガイドライン」
を作成

避難所のユニバーサルデザイン化

「市町村は、避難所のユニバーサルデザイン化や要
配慮者の避難スペース及び介助に必要な人員の確
保、等要配慮者の避難生活の支援に努める」と規定

避難所のユニバーサルデザイン化
をどのように進めるのか

京都府地域防災計画
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その施設を本当の意味で

ユニバーサルデザイン化させるには

要配慮者のニーズに対応した
避難所を整備できたとしても

「マンパワー」
が必要です

府内のコーナー設置運営訓練の様子

福祉避難コーナー

授乳室 育児室

プライバシーに
配慮

居住スペースより
離れて設置

福祉避難コーナー

静養室 ベッドコーナー

落ち着ける
スペース

歩行困難者など
幅広く対応

・ 要配慮者相談窓口

・ 静養室（短期、長期）
・ 授乳室や更衣室
・ ベッドコーナー
・ 育児室
・ 補助犬コーナー

○ 福祉避難コーナーを設置

要配慮者のニーズに対応するコーナー

（間仕切り資材が大活躍！！）

○ 要配慮者の居場所を工夫する

・車いす利用者 ⇒ 通路にすぐにでやすい
通路側に

・視覚障害 ⇒ 自分の位置が把握しや
すい壁際に

・認知症・自閉症⇒ 静かで落ち着ける場所に

・聴覚障害 ⇒ 掲示板の近くなど視覚情
報が入手しやすい場所に

○ 通路は視覚的にわかりやすくし、通路幅は

車いすが通れる横幅110センチ程度が望ましい

レイアウトのポイント

○ だれもが通れるように通路の確保
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○ 災害時の避難所において、要配慮者に適切に

支援する福祉専門職からなるチームを創設し、避難所
等における二次被害を防ぐ

趣旨

○ 要配慮者の状態・ニーズ把握、相談支援
○ 関係機関へのコーディネート（トリアージと移送）
○ サポーターやボランティアへの専門的指導
○ 避難所（福祉避難所）の運営支援

主な役割（リーダーと連携）

京都府災害派遣福祉チームの編成

32

災害時に
対応できる知識

避難所の
運営知識

福祉避難サポーター

京都府で養成する人材

福祉的な知識
の連携知識
関係団体と
の連携知識

福祉避難サポートリーダー

災害派遣福祉チーム

31

福祉避難サポートリーダーの役割

－ 平常時 －

○ 地域でサポーターやサポートリーダーの
養成に参画し、地域の養成の取組の中核
となる。

○ 地域で防災の取組に参画し、「要配慮者」
を防災の枠組みに含めるように取組む。

４

福祉避難サポートリーダーの役割
－ 災害時 －

ユニバーサルデザインの視点から避難所開
設を支援する。

要配慮者班と連携し、避難所において要配
慮者の相談、支援を実施する。

避難所で活動する災害ボランティアに対して
福祉的な見地からアドバイスし、連携する。

１

２

３

○ 地域における要配慮者支援について考える

研修内容（１日研修）

○ 災害時要配慮者支援対策
○ 要配慮者支援へのプロセスと概要

１ 概論（講師：行政職員・学識経験者）

○ 障害者その他への支援（福祉避難所）
○ 高齢者その他への支援（一般避難所）

３ 演習（講師：学識経験者）

２ 各論（講師：東日本大震災時支援経験者2名）
○ 市町村職員・社協職員・教職員
○ 社会福祉施設職員 等（社協・ケアマネージャーなど）

対象者

○ ２８年度までに１，０００人養成
※２８年２月現在までに６２５人養成（府内６箇所で研修）

養成目標

福祉避難サポートリーダー養成

○ 災害時に要配慮者を適切に支援し、サポーターを
取りまとめ、平時に「要配慮者を含む地域づくり」を
リードする者

リーダーの役割

27

災害時に
対応できる知識

避難所の
運営知識

福祉避難サポーター

京都府で養成する人材

福祉的な知識
の連携知識
関係団体と
の連携知識

福祉避難サポートリーダー

災害派遣福祉チーム

26

○ 地域住民を対象に要配慮者支援に理解のある人
材を養成（市町村が実施）

ガイドラインのポイント②
人材の確保と養成

福祉避難サポーター

○ 災害時要配慮者の存在を気にかけ、必要な配慮
について発信する。

○ 避難時や避難所等で要配慮者に寄り添い、必要
に応じお手伝いする。

○ 要配慮者を含む地域づくりの推進に参加・協力す
る。（避難所内の要配慮者班のメンバーなどになって
もらうなど）

活動内容
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40

訓練内容等

○内容：
要配慮者支援を踏まえた避難所のレイアウトを

考えるワークショップ
① 資器材の組立
② 要配慮者の特徴について
③ 紙上シュミレーション
④ グループ発表共有
⑤ 検証（避難所のレイアウトの実演）
⑥ まとめ

（１）避難所開設及び運営に関する講義

（２）要配慮者支援を考慮した避難所開設訓練

○平成２７年１０月１８日 １０：００～１２：００
○山城総合運動公園 体育館（サブアリーナ）

○参加者： ６３名

※府内市町村の避難所開設・運営に関係する職
員や要配慮者支援に関わる方々
○講師： 華頂短期大学介護学科 教授

武田 康晴 氏

京都府総合防災訓練

避難所開設・運営訓練（研修）
日時・場所

参加者・講師

要配慮者支援に向けた
実践的な取組み

37

○ 京都府災害時要配慮者避難支援センターが実施
する研修に参加

○ 地域で実施するサポーター、サポートリーダー養
成研修等への参画

○福祉的相談体制の確立（避難所内相談窓口の支援等）

○重度要配慮者を関係機関（病院・福祉避難所等）へ
搬送支援

○避難所のユニバーサル化支援
○サポーターやボランティア等への専門的指導
○行政、関係機関（ＤＭＡＴ、保健師チーム、災ボラセン
ター等）との連絡調整

具体的な活動内容
平常時

発災時

36

○ 各福祉関係団体から、各地域ごとに１～2名
を選出（京都府災害時要配慮者避難支援センター参画団体）

35

選出方法

○ 全１３チーム編成（各地域ごとに編成）
・本部1隊（先遣隊）、府内7隊、京都市 5隊

○ 1チーム４～6名

チーム内容

チームについて

大規模災害時

京都府

被災市町村

34

丹後
（8人）

中丹西
(7人）

中丹東
（9人）

南丹
（8人） 京都市

5チーム
（36人）

京都市
5チーム
（36人）

京都市
5チーム
（36人）

京都市
5チーム
（36人）

京都市
5チーム
（38人）

山城北
（14人）

山城南

（6人）

乙訓
（6人）

災害派遣
福祉チーム
（１２チーム）

※ 災害救助法（昭和
22年法律第118号）が

適用され又は適用さ
れる可能性があると
認められる規模の災
害（大規模災害）

大規模
災害発生

派遣要請

派遣協議

京都府災害時要配慮者
避難支援センター

計96名

派遣命令
（編成）

派遣
要配慮者支援
避難所支援

発災直後に想定される「災害による直接的な被災」から命を守る
（一次被害の防止）

1. 消防・自衛隊等による救出
2. DMAT等、緊急災害時医療に専門性の高い組織による救命
3. 消防団、民生委員、福祉関係者等による避難支援、安否確認

一次被害の防止

避難生活以降想定される「災害による間接的な被災」
から命を守る（二次被害の防止）

1. 福祉専門職による実態とニーズの把握
2. 生活環境の向上、福祉サービスの提供支援

二次被害の防止 福祉チームの目的

33
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48

アセスメント

47

設営～受付

○【想定】
１月27日に、太平洋を震源とするＭ8.5の地震が発
生。京都府南部は震度6で、4万人以上が避難して
いる。発災2日後、宇治市が不動園に対し、福祉避
難所の開設及び身体障害者15名の受け入れ要請
を行うことを決めた。

○開設訓練
① 宇治市からの福祉避難所開設依頼
② 福祉避難所の設営
③ 避難者受入運営訓練
④ 情報収集，物資要請，避難者への対応等

訓練内容等

（１）福祉避難所の開設に関する課題を抽出を目的

（２）自発的に要配慮者への対応を考えてもらう
ことを主眼にして、詳細な訓練シナリオを作
成せず

（３）災害福祉広域支援を主とするＮＰＯ法人サン
ダーバードの協力を得て、福祉避難所として指定
されている、福祉施設の全面協力のもと実施

訓練の趣旨

○平成２８年１月２９日 １３：００～１７：００
○社会福祉法人不動園 天ケ瀬寮

○参加者： ６５名
※京都府宇治市内の福祉避難所指定施設職員
関係福祉施設職員、宇治市、京都府 等

（要配慮者役１５名（身体障害））
○協力： ＮＰＯ法人

災害福祉広域支援ネットワークサンダーバード

福祉避難所開設運営訓練

日時・場所

参加者・講師

43

検証

42

紙上シュミレーション・設営

41

講義～演習
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要配慮者を支援する体制を整備

オール京都での要配慮者の安心・安全の構築へ

避難所の
ＵＤ化

サポーター
リーダー
チーム

避難所の整備
（ハード）

人材の養成
（ソフト）

京都府人材養成イメージ

50

京都府

災害派遣福祉
チーム養成

13隊・登録100人・福祉専門職

サポートリーダー養成
28年度末までに1,000人養成

福祉施設・行政・社協・学校職員

連
携

市町村

サポーター養成
地域住民

民生児童委員
災害ボランティア等連携

○養成担当者養成支援
○研修への助言、協力
○研修プログラム提供
○講師の派遣
○その他必要な支援

要配慮者

バックアップ

支援

支援

連
携

49

避難者への対応
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・福祉避難所は、要配慮者全員が避難するところではない！
⇒ 災害時の要配慮者避難支援計画と連携が必要

（ ※ 要配慮者避難支援計画：対象候補者の把握と名簿等の管理等 ）

・福祉避難所で避難者のお世話をする「介助員（生活相談
員）の役割は重大！

・福祉避難所へ避難するためのルール作り（使用書式含む）
とそのコーディネート機能を位置付けることが重要！

・福祉避難所の設置・運営については、ひとつの「事業を経
営」するようなもの！

ここまでのまとめ

★福祉避難所でのポイント事項を整理してみると ・・・

７６

（福祉避難所を理解するうえでとても「大切」なこと！）

★ Point ： 「③最重要:コーディネート役（連絡員） 」
１．このことについては、災害救助法による明確な位置づけはないが・・・

①本来は、災害救助事務は、都道府県が行うべき【災害救助法で位置づけ】
②災害救助法第３０条では、「救助を迅速に行うため必要があると認めるときは

・・・「その権限に属する救助の実施に関する事務の一部を市町村長が行う
ことができる。」という規定。

③現実は各自治体の地域防災計画で、避難所等の設置・運営の手順を規定。

２．こうやって設置した「一般の避難所」や「福祉避難所」をうまく運営するには・・・

① 「一般避難所」の場合 ・・・ 多くの自治体で「規定あり」
職員等を張り付けたり、責任者にしたりと、ある程度の「コーディネート
権限」をその者に付与。

②「福祉避難所」の場合 ・・・ ほとんどの自治体で「規定なし」
一般避難所のように、「コーディネート権限」を誰かに付与するような規
定を作成しておくことが不可欠。

【本市は、福祉避難所設置・運営マニュアルで、市職員が担うことを明記！】
例）高齢者は介護保険担当職員、妊産婦・乳幼児は母子保健担当職員

５
（福祉避難所を理解するうえでとても「大切」なこと！）

★ Point ： 「②介助員（生活相談員）とは？」
３．災害救助法による救助の実施について（S40.5.11）（抜粋）

■福祉避難所における特別な配慮のために必要となる費用とは、概ね１０人の対
象者に１人の相談等に当たる介助員等を配置するための費用・・・。

■ ・・・相談等にあたる職員は、避難者生活状況等を把握し、・・・避難者が必要な
福祉サービスや医療サービスを受けられるよう配慮すること。
○能登半島地震時の対応・・・避難者を無料でデイケアサービス提供

■常時の介護や治療が必要となった者については、速やかに特別養護老人ホー
ム等への入所や病院等への入院手続きをとること。（等々）
○能登半島地震時の状況・・・病院入院１名、特養ｼｮｰﾄ１名、養護ﾎｰﾑ２名

○福祉避難所と介護保険施設との人員基準の比較（参考事例）

福祉避難所 特別養護老人ホーム

対象者 特養に入所するまでに至らない方 要介護認定者（原則要介護３以上）

人 員
基 準

１０人（利用者）対１人（介助員） 【多床室】 ３人（利用者） 対１人（介護職員）

【個 室】 ２．５人（利用者）対１人（介護職員）

４

（福祉避難所を理解するうえでとても「大切」なこと！）

★ Point ： 「①避難対象者はどんな方？」

１．災害救助法による救助の実施について（S40.5.11）（抜粋）
・・・「福祉避難所」の対象者は、身体等の状況が特別養護老人ホーム又は老人

短期入所施設等へ入所するに至らない程度の者であって、避難所（一般の）
での生活において特別な配慮を要する者。
○能登半島地震時の避難者・・・服薬管理が疎かになる方、トイレまでの移

動が大変な方、軽い認知症状のある方

２．災害において被災した要介護高齢者等への対応について（H27.9.10）（抜粋）

・・・介護保険施設（特別養護老人ホーム等）、短期入所生活介護（略）等について
は、災害等による定員超過利用が認められているところ。
（略）利用定員を超過した場合でも、特例的に減算を行わない・・・。
（略）介護保険法に基づき、市町村の判断により利用者負担を減免できます。

■ 福祉避難所の設置準備から閉鎖までの取組経過
日 付 経 緯

H19. 3. 25 能登半島地震発生（9時41分）

3.26 国災対本部設置（市役所）・・・厚生労働被害関係取りまとめ役を任される。

3.28 内閣府から福祉避難所設置運営の依頼（口頭）
～当時の(県・市)防災計画に福祉避難所の位置付け「なし」

3.29      福祉避難所の概要の作成
市内高齢者２施設へ福祉避難所設置の打診

3.30 ≪ 設置・運営のための「独自・統一」ルール作り ≫
委託契約書および各種様式の整備と関係者への周知
①避難者選定（状況把握）様式 ②利用届出様式、
③人件費・食費基準単価設定様式 ④介助員等勤務表
⑤食事提供管理様式 ⑥各種請求様式など

4.  2 医療法人社団輪生会と福祉避難所設置運営委託契約締結

4.  4 福祉避難所開設（事業開始）

4.20頃 選挙投票事務中に過労によりダウン「病院」直行（２日後復帰）

6.  5 福祉避難所閉鎖（開所延べ日数：６３日） ※一般避難所の閉鎖は５月３日

３

「備え無
し」は
大変！

■ 能登半島地震：福祉避難所となった施設紹介（百寿苑）と実績等について

【通常業務】
■ 介護老人保健施設
■ 短期入所療養介護
■ 通所リハビリテーション
■ 訪問介護
■ 居宅介護支援
入院治療をするほどではないがリハビリを中心とした看護、介
護を必要とするお年寄りに福祉、医療、保険サービスを一体的
に提供するタイプの施設

【 従業員 】 約100名
通所リハ畳の間(30畳)を福祉避難所に！

【 利用実績 】 ■ 利用実人数 １３名
■ 利用開始 平成１９年４月４日

閉鎖 平成１９年６月５日
（一般避難所は５月３日閉鎖）

■ 利用実日数 ６３日（最長利用６２日）
■ 利用延日数 ３２０日
■ 最多利用日 ４月１７日の１１名
■ 経費合計 1,440,806円

（内訳） 人件費 529,000円
食 費 419,420円
その他雑費等 492,386円

２

「能登半島地震」から学んだこと。

★ 能登半島地震時において、災害救助法関係法令・通知
における記載内容を、そのまま実行に移した「福祉避
難所の設置・運営」の経験を踏まえて、おさえておく
べき「Point」を整理する。

第１部

１資料２

【 第３回個別性に配慮した福祉避難所のあり方に関する研究会 】

輪島市における福祉避難所
運営体制の事前整備について

石川県輪島市

河﨑 国幸

平成 2 8年 2月 1 7日 (水 )
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○ 特徴的な事項
① 介助員相互派遣協力体制 ② 看護師常駐事業者と締結
③ 対象者（高齢者・障害者・妊産婦と乳幼児）ごとの協定

※ ①と②は妊産婦と乳幼児福祉避難所には適用せず

福祉避難所の概要
１５

「 ② 福祉用具優先供給」（介護保険福祉用具取扱3事業者）

供給（購入）物資

日用品・設置物品等

紙おむつ、紙ﾊﾟﾝﾂ、尿とりﾊﾟｯﾄﾞ等

腰掛便座、パーテーション

特殊尿器、入浴補助具等

貸与物資

設置物品等

車いす、特殊寝台、寝具一式

床ずれ防止用具、歩行器、歩行補
助つえ 等

１．協定の締結

「 ① 設置・運営協定 」 （20事業者:定員200名分）

15

日 付 取 組 み 内 容

【H19年度】

2007. 12～
福祉避難所設置・運営協定締結
【 2015.11時点：20事業所 】

（内訳）高齢者13事業所・障がい者3事業所
妊産婦乳幼児4事業所

【H23年度】

2012.3～
福祉避難所設置・運営マニュアル策定
【 2015.11 第5回目のマニュアル見直し完了】
※妊産婦・乳幼児用の福祉避難所をより具体的に、動きやすく！

【H24年度】

2012.  9～
福祉避難所設置・運営訓練実施
【 2015.11 通算5回目の訓練実施】

※ 「高齢者及び妊産婦・乳幼児」訓練実施

【H24年度】

2013.  3～
福祉用具物資供給・貸与協定締結
【 2015.11時点：3事業所】

※市内介護保険福祉用具貸与・販売事業所
（家電製品等の一般物資優先供給協定は「防災対策課」が実施）

★ 「３本の柱」の取り組み状況
福祉避難所の概要

協定及びﾏﾆｭｱﾙは市HPで公開： 【手順】HP(くらしのｶﾞｲﾄﾞ)防災・救急⇒福祉避難所

１４

そこで・・・（異動等で関われなくなってしまう前に）

「やっておきたくなったこと！」 ３本の柱

福祉避難所の概要
１３

１．協定の締結
【種類】 ①福祉避難所の設置と運営

②福祉用具の優先供給

２．マニュアルの策定
【特徴】災害時に実用できる「簡単」なもの

３．訓練の実施
【特徴】みんなが主体的に行えるようなもの

気合を入れる 「その前に」・・・

福祉避難所の概要
１２

市役所職員 人事異動あり！
短期決戦！

広範囲な取組み不可

○ポイントを絞って「効率的」に！

とりあえず「独力作成」

【 さいごくらい「他力本願」でいいんじゃない！】
訓練を通じて、必要ヵ所は修正してもらえればＯＫ！

ここまで「やり切る」覚悟

○自分の取組実績を「ルール化」！

「連携」概念排除！
Do it myself !

さあ、「誰がするか？」

① 福祉避難所の設置・運営の実体験
② 災害時要配慮者避難支援計画を主管
③ 高齢者施設等との日頃からの繋がり
④ 防災対策業務の範囲の広範性

（隣町に原発もあるので）

高齢者福祉（対象者数が最大）の主管課である
「健康推進課」でするべき！

福祉避難所の概要
１１

◆本題に入る前に ・・・

①災害の規模について整理する。

Point ： どのレベルまで対応できる対策を講じるのか！

②災害救助法の適用基準（国2分の1・県2分の1の負担）を整理する。
【例】住家の滅失基準 ：これ未満のとき「当該自治体が費用全額負担」

超広域災害 東日本大震災 複数の都道府県

広域災害 阪神淡路大震災 ひとつの都道府県が中心

局地災害 能登半島地震など ひとつの市町村が中心

限定的局地災害
広島市土砂災害
群馬栃木水害 市町村の特定の地区が中心

少

多

１０

市町村人口 滅失数

～ 5,000人未満 30世帯

～ 15,000人未満 40世帯

～ 30,000人未満 50世帯

～ 50,000人未満 60世帯

～ 100,000人未満 80世帯

～ 300,000人未満 100世帯

300,000人以上 150世帯

◆１世帯カウント
◇ 全壊(50%以上)等

◆１/２世帯カウント
◇ 半壊(20%～49%)等

◆１/３世帯カウント
◇ 床上浸水等で一時的に

居住できない等
【 能登半島地震では？ 】

全壊約500＋半壊約1,100
⇒ 住家滅失約1,050棟！

輪島市における福祉避難所設置・運営への
取組み

【 第1部のPointを具体的なものに！】

（実際に動ける福祉避難所を目指して！）

※ 災害発生時に「最初から始める」のはタイヘン！

第２部

９

・福祉避難所は、要配慮者全員が避難するところではない。
⇒ 要介護の認定を受けた多くの方は、どこへ行く？
⇒ 特養等で定員超過で受入ＯＫ！（減算なし）

⇒ 特養等は、通常の利用料金を徴収！ ← 「不公平でないか？」
⇒ ① 輪島市では、介護保険条例に「市町村特別給付」を位置付け

(1) 在宅サービス（支給限度額内）と施設サービスの介護費は利用者負担「ゼロ」
(2) 在宅サービス（支給限度額超）の介護費は利用者負担「ゼロ」
(3) 食費・居住費（ショートや施設入所）は利用者負担「通常の２分の１」

② 災害発生時に「○○災害における利用料減免実施要綱」をその
都度制定「（内容）軽減の内容については、介護保険条例第●条を適用する」

など軽減が簡単にできるような工夫が必要。

・福祉避難所（一般避難所も同じ）での物品等調達ルール
⇒ レンタルが原則

⇒ 購入した場合：換価処分（競売）して得た額を除いた額が災害救助費
として国・県から支払い！

・社会福祉法人が「協定書」に基づき設置運営したときの会計処理
⇒ 通常は「公益事業（非課税）」に計上すべき。（受託事業に準ずる為）

⇒ 最終的には税務署等へ問い合わせることが適切！

★福祉避難所に関係するお金まつわる 「裏ポイント！」
８
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２ 「連絡員」の業務 : 最重要ポイント！
（１）避難者を受入れるまでの間に行うべき業務 ⇒ 【 体制整備業務 】
① 福祉避難所設置・運営事業者（以降、「事業者」）に必要様式（様式6～9）

の配布【人件費・食費等の単価決定！】
② 介助員の確保 ・・・ 事業者内で「日勤」介助員の確保を要請

事業者内で「宿直」介助員の確保を要請
→ 不可能時、他の協定締結事業者に要請
※ 必要に応じて、看護協会に直接「災害支援ナース」派遣依頼

★ 「妊産婦・乳幼児」用の連絡員は、母子保健推進員等の専門的家を直接「一本釣り」する！

③ 介護職員ボランティアの要請（対県）
・・・ 設置運営のために、職員を介助員に充てたことにより、介護職員が不足した場合。

④ 必要物資の確保・・事業者と協議し、必要物資ﾘｽﾄｱｯﾌﾟ（物資協定参照）
■ 一般物資・・「総務班」に依頼（様式12-①）
■ 福祉物資・・「直接」業者依頼（様式12-②）
□ 物資の検収及び管理

⑤ 避難者の選定等 ・・・ 要配慮者リストを一般避難所等へ緊急配布
■「避難支援班」が福祉避難所利用が適切と認めた方の情報入手

（様式1～4）
■「避難支援班」と協議し、避難先の決定及び利用開始日等を調整
■「福祉避難所利用届」の受理 ⇒ 事業者に情報提供

２３
■ 事業者における取組み ・・・ 難しいことは「させない」

※ 避難所は行政機関が責任をもって「設置」 ⇒ 災害救助法等に規定あり

１ 職員の理解促進及び場所の特定
○ 介助員の相互派遣（除：妊産婦乳幼児）及び協定内容の理解促進。
○ 協定締結事業者ごと → 福祉避難所開設場所の特定

２ 訓練の実施
○ 市の防災訓練に合わせて実施
○ 介護保険法等に基づいて行う訓練に合わせて実施
○ 研修会の実施（訓練実施前には必ず）

２２

「 第３章：災害時における対応 」

■ 市の対応 ・・・ ﾌﾛｰﾁｬｰﾄ26頁

１ 福祉避難所の開設
① 「本部長」命令 ⇒ 「班長」が「連絡員」指名
② 「班 長」 ⇒  災害の様態、二次被害の危険性を考慮しつつ、ＧＩＳマップ

を活用し、「開設福祉避難所」及び「設置予定期間」決定
⇒ この旨を「総務班」に報告⇒ このことを「連絡員」に指示

③ 「連絡員」 ⇒ 「福祉避難所」開設要請

Point ：「連絡員」制度実行！

４ 周知
○ 災害危険区域については、「可視化」しておくことが必要なため、ＧＩＳ

マップに危険区域を当てはめたものを事前配布。（次頁参照）
○ 本マニュアルを協定締結事業者へ配布。

５ 福祉避難所設置・運営体制の事前準備
○ 輪島市地域防災計画との整合性確保及び２次避難所の位置付け

（災害時要配慮者避難支援班の分掌事項に規定）

・「連絡員」の位置づけ（新しい考え方）

連絡員とは・・・福祉避難所の成否を左右する存在であり、設置・運
営におけるコーディネーター的役割を担う。
⇒ 高齢者福祉避難所：「介護保険担当市職員」

障害者福祉避難所：「障害福祉担当市職員」
妊産婦・乳幼児福祉避難所：「母子保健担当市職員」

・関係職員及び協定締結事業者向けの制度理解の研修会を開催するととも
に、福祉避難所設置・運営訓練を計画・実施し、マニュアルの検証を実施。

災害時(パニック時)は強力な「旗振り役」が不可欠！

２１

GIS災害マップ

21

マップは、市内全
介護サービス事業
者に配布済

※協定締結済みの福祉避難
所はいずれかの介護サービス
事業所に属している

２０

４ 周 知

（前頁の続き）○「大型家電」優先物資供給(貸与)協定の締結。（未締結）
※ 家電製品を含む優先物資供給協定は締結済（購入専用）

○ 福祉避難所への移送は、原則、避難者家族負担を明記。
（災害発生時、公用車は物資運搬や罹災調査でフル活用されているため使用不可）

② 「介助員の役割に着目し、地元を熟知した専門職を配置すべき」
③ 高齢者用又は障がい者用の介助員は、「協定締結法人間における

介助員派遣相互協力体制の確保」を協定書で位置付け。
④ 妊産婦・乳幼児用の介助員は「地域の母子保健推進員、主任児童

委員又は福祉避難所の保育士の確保」を位置付け。
○ 福祉避難所避難者想定数（定員確保目標数）の明記

◇ 能登半島地震での住家被災率（半壊以上）約15％
被災高齢者数（半壊以上）約10.5％
【 高齢者12,000人のうち1,265人が半壊以上 】

⇒ マニュアルでは「その２倍の約21％」を想定

◇ 基本数値 ： 要支援者(370名)と２次予防者(400名)の合計770名
◇ 目標数値 ： 770名×21％＝160名（達成済）

※ 妊産婦・乳幼児用の定員確保目標数は旧輪島で5名・旧門前で5名の合計10名。

３ 物資・器材、移送手段の確保（考え方：市地域防災計画準拠）
○ 防災訓練等を通じ、「必要物資の洗い出し」と本市が締結している優先

物資供給協定による「供給可能物資一覧」との照合。
○ 「福祉関連用具」に関する優先物資供給協定締結。

→ H25.3.21に市内福祉用具販売・貸与事業者と協定締結！
（貸与と購入の両面での協定） 【 締結物資の内容は15頁参照 】

１９

■ 趣旨や位置付け、指定条件や量的確保など、原則論を記載。
■ 能登半島地震の際の福祉避難所設置・運営の経験を生かす。
■ 災害救助法・輪島市地域防災計画・福祉避難所設置運営に関するガイド

ライン等の根拠法等に準拠すべき。
→ 輪島市地域防災計画の福祉避難所の位置付け「２次避難所！」

「 第１章：基本的な考え方 」
１８

「 第２章：平常時における取組み 」

■ 市における取組み
１ 福祉避難所の対象となる者の把握
○ 災害時要配慮者のデータを福祉避難所の「対象候補者」とし、災害時等

における、一般避難所等へ当該データの提供が行える状態を確保。
⇒ 毎年４月１日現在での紙ベース名簿作成（１７地区別）

２ 福祉避難所の指定
○ 高齢者・障がい者・妊産婦乳幼児用それぞれの福祉避難所が必要。
○ 福祉避難所指定のための要件として、

① 「避難者の状態急変に対応すべく看護師が常駐する事業者との協定
締結」（妊産婦乳幼児用は別途）

○ あり方（方針）

■ 災害規模の想定・・・能登半島地震（市全体の１５％が被災）の「２倍」を想定

① 簡潔な構成 【★Pointとして掲げた「介助員」と「連絡員」に要注目！】

第１章 ： 基本的な考え方

第２章 ： 平常時における取組み (「市と事業者」)

第３章 ： 災害時における対応 (「市と事業者」)
様式集

② 「マニュアルをそのまま実行」⇒「福祉避難所設置運営ＯＫ」
（必要様式はすべて様式集に掲載）

③ 設置・運営訓練により、「マニュアル」を常に検証し、必要に
応じ修正。

福祉避難所の概要
１７

２．マニュアルの策定 【2012.3～】 （基本は単純であること！）

行政が責任をもって！

■協定締結だけでは、実際の設置・運営は不可能！
■現場では、ヒト・モノ・カネの連動 ⇒ 整理が必要！
■みなさんの「タタキ台」になればいい！

１６
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32

介助員への引き継ぎ

■高齢者の福祉避難所

福祉避難所設置運営及び災害時要配慮者の避難支援訓練
３１

■訓練の様子

31

自宅から一次避難所へ

一次避難所の状況

福祉避難所へ移動

福祉避難所設置運営及び災害時要配慮者の避難支援訓練
３０

30

【 ねらい 】

① 理解促進と周知

・・・協定を締結していても、理解している者は、実際に福祉避難所の設置
・ 運営経験のある市職員や事業者職員に限定される。
設置・運営訓練を実施することにより、福祉避難所への理解及び周知
の促進を図り、災害発生時における対応が迅速に行えるようにする。

第１段階周知 ・・・ 市職員、協定締結事業所職員や民生委員、防災士
第２段階周知 ・・・ 一般市民

② マニュアル検証 【マニュアルの事前整備が不可欠！】

・・・訓練は、全てマニュアルに規定された方法及び様式を用い、訓練直
後に「何が不便であったか？ どこを修正すべきか？」という意見を
聴取しながら検証を実施し、即効性のあるマニュアルに進化させる。

福祉避難所設置運営及び災害時要配慮者の避難支援訓練
２９

３．訓練の実施 【 2012.9～：これまでに５回実施】３．訓練の実施 【H27.11時点：これまでに５回実施】

福祉避難所設置運営及び災害時要配慮者の避難支援訓練
２８

１．理想
参加者みんなが、手・足・頭を使える
ような（面白い）訓練にしたい！

２．理解と周知
福祉避難所を多くの方に知ってもらい、災
害時にすぐに立ち上げできるようにしたい。

３．マニュアルの検証
反省会を実施し、みんなで「役に立
つ」マニュアルに進化させたい。

数多くの事業所と協定締結
⇒みんなで共通理解促進！

福祉避難所で使用する「様式集」（マニュアル掲載）福祉避難所の概要
２７

番 号 名称 目的 使用者（受け渡し）

様式１ 実態把握票 ①対象者選定 避難支援班→連絡員・介助員

様式２ 生活機能詳細ﾁｪｯｸ表 ①対象者選定 避難支援班→連絡員・介助員

様式３ 健康相談票 ①対象者選定 避難支援班→連絡員・介助員

様式４ 経過記録表 ①対象者選定 避難支援班→連絡員・介助員

様式５ 利用届出書 ②対象者報告 避難者(避難支援班)→連絡員(事業者)

様式６ 介助員・宿直者勤務表 ③運営管理 事業者→連絡員

様式７ 食事提供表 ③運営管理 事業者→連絡員

様式８ その他直接支払表 ③運営管理 事業者→連絡員

様式９ 請求書 ③運営管理 事業者→連絡員

様式１０ 介護(看護)職員派遣要請申請書 ④運営補助 連絡員→石川県

様式１１ 災害支援ﾅｰｽ派遣要請申請書 ④運営補助 連絡員→看護協会

様式１２ 物資(一般・福祉用具)依頼書 ④運営補助 連絡員→総務班・事業者

様式１３ 調達物資の備品台帳 ③運営管理 事業者→連絡員

様式１４ 福祉避難所状況報告用紙 ③運営管理 事業者→連絡員

協定２条 介助員人件費・食費・設置場所届出 ⑤基本届出 事業者→連絡員

～～ （ﾁｪｯｸ！）みなさんの自治体では、どのあたりまで「様式」整備されてますか？ ～～

27

27

介助員

福祉避難所の概要 ２６
～ 【ﾁｪｯｸ！】みなさんの自治体での体制をあてはめると？ ～

２ 準備と避難者受入れ
① 介助員・宿直者の勤務表管理（様式6）
② 調達物資の備品台帳管理（様式13）
③ 避難者の個別ファイル管理（様式4）に追記
④ （特に必要がある場合）送迎車の準備

３ 避難者の支援
① 相談受付・福祉サービス利用に対する支援

（特に必要がある場合） 通所介護などの介護サービスを事業者の
判断で受給させることも可能

② 利用者減に伴う、福祉避難所スペースの再検討

４ 請求等
① 毎日の状況報告の実施（様式14）
② 必要経費の請求（毎月20日〆）（様式6～8の写しとともに）
③ 資料の返還

→ 統廃合・閉所に伴い、福祉避難所設置・運営に関して
作成したすべての資料（原本）等を市へ返還

２５

（２）避難者を受入れてから行うべき業務 ⇒ 【 円滑運営補助業務 】
① 介助員からの相談受付 （避難者の次の移動場所や処遇等について）

※ 特に「妊産婦・乳幼児」については、介助員任せにするのではなく、 「連絡員が主体
的に行動」することが求められる！

② 事業者からの各種実績・請求の取りまとめ（及び支払い）
③ 追加必要物資の検討
④ 「班長」とともに、統廃合及び閉所に向けた検討
⑤ 閉所後の残務整理

２４

■（災害時）事業者の対応

１ 福祉避難所の開設
① 「連絡員」の要請に基づき「必要スペース」を確保

⇒ 「連絡員」へ報告
② 「介助員」確保の検討 ⇒ 「連絡員」へ確保状況の報告
③ 通常の介護サービス利用者等との調整
④ 「協定書の別記様式」記載の人件費・食費等の単価の設定

⇒ 「連絡員」へ報告
⑤ 調達が必要な物資を「連絡員」と検討
⑥ 至急、必要な物資は「連絡員」と相談し「直接購入」

※ 請求書を連絡員に渡すこと！（立替は行わないこと）
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【 実施結果 】⇒ マニュアルの修正へ！

① １度目の修正（平成24年9月修正）○訓練・・・福祉の杜・百寿苑・みんなの詩
【修正内容】 (1) 福祉避難所での看護体制の強化

～石川県看護協会への協力要請体制の位置づけ～

② ２度目の修正（平成25年11月修正）○訓練・・・ゆきわりそう・あての木園
【修正内容】 (1) 妊産婦・乳幼児用の位置づけ（ﾌﾛｰﾁｬｰﾄ等）

(2) 物資依頼書様式の種類分け（一般と福祉用具）

③ ３度目の修正（平成26年4月修正）
【修正内容】 (1) 妊産婦・乳幼児協定締結に伴う必要ヵ所修正

④ ４度目の修正（平成26年10月修正）○訓練・・ひなたぼっこ・わじまミドリ保育園
【修正内容】 (1) 緊急必要物資の直接購入方法の位置づけ

(2) 法人所有送迎車利用時の燃料代支給位置づけ
(3) 様式の区分け（高齢者・障がい者用と妊産婦・乳幼児用）
(4) 様式の追加（毎日の避難者数報告用紙）

⑤ 5度目の修正（平成27年11月修正）○訓練・・楓の家・くしひ保育所
【修正内容】 (1) 妊産婦・乳幼児用フローチャート変更（保育士Ｖｏ要請対応）

(2) 様式は、ＦＡＸを原則とし、連絡員指導のもとの作成を位置づけ
(3) 地域の主任児童委員を妊産婦・乳幼児用福祉避難所に登用
(4) 妊産婦・乳幼児用の福祉避難所の介助員は「当該保育士」も

対応可能とする位置付け
(5) 食費・直接請求・一般物資・福祉用具物資の書式一部修正

福祉避難所設置運営及び災害時要配慮者の避難支援訓練
３９

【 実施方法 】
⑤ 訓練当日の動き Ａ．タイムスケジュールに沿って実施

Ｂ．以下の２種類の訓練を同時に実施

【 ① 要配慮者の避難訓練 】
・自宅（避難準備情報発令） → 一次避難所 → 福祉避難所
・（一次避難所で）避難者の状態の把握と記録
・（福祉避難所で）避難者の引継ぎ（避難支援班→介助員）
・（福祉避難所で）避難者の身体状況把握
・（福祉避難所で）避難者の状態に応じた次の移動場所の検討

【 ② 事務手続きの訓練 】
・連絡員 ⇒ マニュアルの連絡員業務の流れに沿った動き確認
・事業者 ⇒ 連絡員・介助員との間で行う事務手続き（様式）及

び電話等でのやりとりの確認

【 ③ 訓練終了「直後」、反省会の実施 】
・これをしっかりと行うかどうかが、災害発生時の円滑な福祉避
難所の立ち上げに少なからず影響を及ぼすことに繋がる！

実は・・・

このような
訓練と反
省会が大
切です！

福祉避難所設置運営及び災害時要配慮者の避難支援訓練
３８

38

【 実施方法 】
① 訓練日等 ・・・ 市の防災総合訓練に合わせて実施（年１回以上）

② 事前準備 ・・・ 訓練未経験の協定締結事業者に協力依頼
訓練概要及びタイムスケジュールの作成と提出
地域包括支援センターと連携し、実際の要配慮者へ訓練
参加（協力）要請
市防災総合訓練主管課（防災対策課）と打ち合わせ

③ 説明会等 ・・・ 事前説明会の実施（訓練の約１週間前に約2時間）
【 配布資料 】

◇ マニュアル（含：全様式）
◇ 福祉避難所の概要
◇ タイムスケジュール

※ 【Point】 マニュアルを配布し、これをベースに説明を行うことで、
福祉避難所の理解・普及と、その保管につながる！

④ パネルの掲示 ・・・ 訓練実施日までの期間中、訓練実施事業所に福祉
避難所概要パネル掲示（別添写真参照）

福祉避難所設置運営及び災害時要配慮者の避難支援訓練
３７

37

福祉避難所の玄関

パネルで周知（事業所）

配置図等
福祉避難所設置運営及び災害時要配慮者の避難支援訓練

３６

36
市役所職員の事務風景

事業所職員の事務風景

福祉避難所設置運営及び災害時要配慮者の避難支援訓練
３５

移動先の検討 事業所職員の事務風景

介助員への引き継ぎ

(H26)妊産婦・乳幼児の福祉避難所

福祉避難所設置運営及び災害時要配慮者の避難支援訓練
３４

34

（Ｈ２５）妊産婦・乳幼児の福祉避難所

介助員への引き継ぎ

移動先の検討

福祉避難所設置運営及び災害時要配慮者の避難支援訓練
３３

次の行き場所検討中

事業所職員の事務風景

■ (H26) 高齢者の福祉避難所

３２
福祉避難所設置運営及び災害時要配慮者の避難支援訓練
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・協定作成

・協定締結

・マニュアル

・訓練

・人間関係

・顔なじみ

・連携確保

・協力体制

円滑な設置・運営への「理想的」な姿

自治体（市町村）

協定締結事業者・市民等

フォーマル インフォーマル
最
も
機
能
す
る
状
態
！

◆ Point：フォーマルな部分とインフォーマルな部分が「融合」して初めて、円滑
な避難体制の構築が可能に！（フォーマルだけではダメ！）

４１

【おわりに】

ありがとうございました。

４．会計処理 【 福祉避難所の経費の支払い方法 】

【 H28.1時点：マニュアル未掲載（今後、掲載に向けて要検討）】

① 福祉避難所設置・運営協定や物資優先供給協定との関係
・・・協定締結済であっても、それは単に「受託先がその業務を優先的に行う。」とい

うことを約束しただけ。したがって、協定書に明記された人件費や食費につい
ては、行政における会計処理に即した方法で支払わなければならない。

② 支払 ： 「防災対策主管課の災害救助費」から

③ 実際の支払方法
■ 設置・運営協定における介助員人件費（宿直含む）（協定締結事業所直接雇用）

と食費（直接支払を行ってしまった消耗品等の場合は領収書添付必要）等
⇒ (1)「委託契約」締結

(2)「委託料」で支払い。
※ 介助員をボランティアの方が務めたときや、一般避難所併設の福祉避難所

スペース活用時、市町村直接雇用（臨時職員）したときは、委託契約不要。

■ 物資優先供給協定におけるレンタル物資
⇒ (1)「使用貸借契約（リース契約）」締結

(2)「使用料及び賃借料」で支払い。
■ その他の請求書付の物品購入等（優先供給協定の購入物資やガソリン代等）

⇒ (1)「消耗品費や備品購入費」などで支払い。（委託契約締結不要）

４０
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人と防災未来センター

第４回個別性に配慮した福祉避難所の在

り方研究会

日時：平成２９年１月１２日

○司会　では、早速お話を頂戴したいと

思います。本日の予定ですがまず、宝塚

市役所から健康福祉部安心ネットワーク

推進室介護保険課の浅井課長と、それか

ら同じく宝塚市にあります特別養護老人

ホームのあいわ苑のほうから長尾様と阪

本様にお越しいただいてお話を伺います。

　それではまず、浅井様からお願いいた

します。

○浅井氏　皆さん、こんにちは。宝塚市

役所から参りました介護保険課課長を

やっています浅井です。よろしくお願い

します。

　簡単に自己紹介をしますと、介護保険

課に来ましたのが２８年の４月からで、

福祉の経験もあまりないですし、もとも

と入庁、市役所に入ったのが平成元年で

今２８年目になりますが、ほとんど財政

課ということで管理部門、予算の関係を

やっていました。福祉は、その前３年

ほどやっていましたが大分前の話で、介

護保険が始まる前の話になります。今日

は福祉避難所の関係、介護保険課が担当

しているのですがそんなに専門的な話と

いうのはあまりないと思っていただいて、

これまで宝塚市で取り組んできた内容と、

介護保険とは直接関係ないのですが、す

ごくこの話は今、活発になっている状況

で、その関係の施設の方だとか地域の方

との話ということで今取り組みが結構活

発な状況であるので、その取り組みの説

明をさせていただこうと思います。

　宝塚の福祉避難所のこれまでの取り組

みは平成２４年の１月から協定を結んで

きていまして、今、福祉避難所の施設は

１７施設ですが、市の直営の施設とかが

ありますので協定を結んでいるのは１４

施設になっています。基本的には、この

ひな形（別紙参照）の形でやっていまし

て、この中で改めて見てみますと、第１

条のところで本市の区域において大規模

な地震、風水害、その他の災害となって

います。ここのところでポイントは、「本

市の」と書いてあります。熊本の地震や

２２年前の阪神・淡路大震災のようなも

のは想定外の大規模災害になっています。

想定は災害救助法が適用されるような地

震というのを想定しています。例えば他

市のほうで被災があって広域的な連携と

かいうのが必要になるときには、「本市

の」という表現はちょっと若干問題があ

るなというのは感じています。

　参考資料の中でも第５条の４ですが移

送の関係について、これも後ろのほうで

課題に上げますが移送の問題というのが

あって、協定の中ではまず家族とか介護

者、介護者が要配慮者、援護者の方を福

祉避難所まで移送するとなっていますが、

それができなければ市がやる、最後は乙

ということで事業者、施設になります。
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しかし、これも本当にできるのかと、庁

内的にも議論というか、市のほうでもそ

んなにマンパワーあるわけでもないので

移送の問題も課題かなと思っています。

　こういった形で、協定は結んでいまし

て、その後に協定を結ぶに当たってのマ

ニュアルが要るでしょうということで、

福祉避難所の設置運営マニュアルを作り

まして、最初２４年１月に作りましたが、

やはり細かいことができていなかったと

いうことで２６年３月に福祉避難所等設

置運営マニュアルを改訂しました。これ

も作ったのが２６年３月になりますから、

その当時の多分、国とかのガイドライン

を基にしたと思いますが、また今２８年

４月に内閣府のほうからガイドラインが

出ており、修正すべき点もあるのかなと

は思っています。

　資料のほうのマニュアルで要援護者と

なっていますが、今は国のほうは要配慮

者になっています。対象はあまり変わら

ないのかなとは思っていますが、その辺

のところの名称も変わっていますし、対

象となる方の把握の方法というのは国の

ほうのガイドラインに載っていますが、

市のマニュアルでは対象者の把握という

のはできてない状況です。そういった形

でマニュアルについて一応定めています

が、随時見直しは要るかなと感じていま

す。

　要援護者リストの把握はどうしている

のかということで、市のほうでは要援護

者は災害時要援護者リストというのを

作っています。ただ、これは今要介護度

が３以上の方と障害者１、２級の方、こ

ちらの方を要援護者としてリストにして

おり、その人が個別の避難計画を作ると

いうことで市は取り組んでいますが、実

際に福祉避難所の対象者というのがそん

なに重度の方を対象にしていないという

こともありまして、その辺のずれがある

なと思っています。要介護１、２の方ぐ

らいが今福祉避難所の対象というふうに

考えていまして、３以上の方は緊急入所

とか緊急ショートステイという形になる

と思うので、実際に行けない人はどうと

いうふうに把握するのかということも議

論になっています。

　取り組みの中に書いています福祉避難

地域連携会議の開催とか連絡会議の開催、

２５年からやっているのと２７年から、

これは後ほど説明します。

　こちらは、宝塚市における災害時の避

難関連資料の体系です。一番上に地域防

災計画があり、先ほど説明しました避難

者支援指針とか行動マニュアルがあっ

てそういう個別支援計画の作成とかそ

ういったものをやっていくのですが最後

の一番下のところで福祉避難所等の設置

運営マニュアルがあります。これが市の

ほうで作ったものの位置づけでして、全

体の災害の関係の体系からしたら最後の

最後というか本当の個別というか本当に

限定したところのマニュアルという形に

なっています。このマニュアルは市のほ

うで作っていますが、後ほど宝塚あいわ

苑さんのほうで説明がありますけれども、

個別のまた施設ごとのマニュアルという

のはこの市のマニュアルとか、あと施設

に依頼しています施設ごとの共通的なマ

ニュアルを作ってくださいよと言ってい

ますので、そういったところを受けてあ
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いわ苑さんはマニュアルを作っていると

いう形の位置づけになります。

　次が施設、地域、市の関わりというこ

とになりますが、特別養護老人ホーム宝

塚あいわ苑さんと協定を結びました。結

んだのは平成２５年ですが、そのときに

もう少し詳細なマニュアルが必要ではな

いかという話があり、それについて作成

していこうという形になり、今回のマ

ニュアルができました。そのマニュアル

を作成するに当たりまして、福祉避難所

地域連携会議というものでやっています。

これが地域との関わりというか、施設と

地域と市とが一緒になって話をしていま

して、その構成員としましては宝塚あい

わ苑さんと、第５地区になっていますけ

れども第５地区というのは宝塚市には７

つの日常生活圏域というのがあり、その

中の１つです。そこの地区の民生児童委

員の会長、それと市は福祉部門と防災部

門そういった方がメンバーになって、ア

ドバイザーとして佛教大学の後藤先生に

アドバイスをいただきながらマニュアル

を作りに３年半ぐらい取り組んできまし

た。行政側と施設と地域がこういった形

で一緒にやっているというのはなかなか

ないと思います。あとやはり地域のほう

とか施設の方のほうからそういう疑問や

課題、そういったものがどんどん投げか

けられていくこともあって、市側のほう

がどちらかというと後から付いていく

みたいな感じでしたので、課題解決に向

かって地域は動いている、施設もそれ

に協力しているという状況であったので

動いたと思います。この辺のところ、行

政側にしたらやはり縦割りで考えるとこ

ろがあり、回答が遅いこともありました。

全てがこの会議でうまくいったかという

と、それは違うのかなというような捉え

方もいろいろあると思います。行政側は

地域の課題解決について、やはり取り組

まないといけないなというのは感じると

ころで、そういうところの体制づくりと

いうかそういったものはしないといけな

いなというのは感じました。個人的な４

月からの感想で、いろんな協働のあり方

というのはそれぞれ地域によってありま

すし、行政にとっても行政内部で意見は

あると思いますけどそういったことを感

じています。

　こういった取り組みというのが宝塚市

全域でできていることではないです。５

地区というところだけができています。

このあいわ苑さんも５地区にある特養で

して、地区ごとに特養があるかといった

ら、そういうわけでもないので、たまた

まそういった地域の力と施設側の協力で

できていると。やはり地域によって特性

がありますので、その辺のところはその

地域、地域に応じたやり方が出てくるの

で、話し合いをするなどして地域の方が

やりやすいやり方でやるのが大切かなと

思っています。

　地域との関わりというのはそういった

形でやっていまして、次に福祉避難所連

絡会議、これまた地域ではなくて協定施

設というのがあるのですが、１４施設あ

ります。福祉避難所は１７ですけど、そ

こで情報共有とか意見交換を目的として

いまして、平成２７年から始まっていま

す。年２回から３回、２７年に３回やっ

て２８年は１回、この間１２月にやりま
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した。そういった形で、今、ここのとこ

ろでやっているのは情報共有とか意見交

換ですが、協定施設編というマニュアル

があり、会議の中で、これを投げかけま

して、それとあいわ苑さんが作っている

マニュアルを参考に、これで施設ごとに

マニュアルを作ってくださいと投げかけ

ています。これが平成２８年度、２９年

３月までにそれぞれ作成する取り組みを

今やっているところで、この会議の中で

はそのマニュアルづくりの他に、福祉避

難所対象者の共通認識ということでトリ

アージのスクリーニングを共有したりし

ています。どうしても高齢者福祉施設が

多いので、この中でも障害者対応という

のは少し問題というか、個々の障害の特

性に応じた形の福祉避難所対応を求めら

れているのは課題になっています。身体

の障害者の方であればいいですが、精神

とか知的の障害者の方の対応というのは

また別で考える必要があるのかなという

ことは考えているところです。福祉避難

所の中にも障害者施設もありますが通所

施設になっていますので、泊まりの施設

ではありません。ただ、通所施設でもス

タッフはなれていますから、そういった

対応になれたところで受けるのが一番い

いのかなとは思っていますけれども、な

かなかそういうふうにはまだ増えていな

い状況になっています。

　次が福祉避難所の主な課題です。課題

はたくさんありますが、今特に言われて

いるのが熊本の地震の時に機能しなかっ

たというのが課題になっています。福祉

避難所は二次避難所であり、一般の方

は対象外だということが周知できていな

かったり、市が決めたトリアージした人

だけが行けるというところが徹底できて

いなかったりしたことが課題になってい

ます。そういったところは事業者もよく

分かっていないところもあって、福祉避

難所に行けば全て解決するようなことを

思っている、福祉関係の事業所があった

ようで、そうではなくてあまり介護はい

らない、ある程度自立というか、見守り

程度の人が対象であるといったことの事

業者への周知も大事でした。

　協定施設のマニュアルですが、こちら

は今この間の連絡会の中でお願いをして

いて、それぞれのところで取り組みを

やっています。やはりこれはマニュアル

がないと災害時に行動ができない、さっ

きのイメージができないというのも同じ

ようにそういったことの訓練も必要です

し、そういうふうな引き継ぎにも使える

ということでマニュアルというのは大切

なことかなと思っています。

　次の障害者対応については、先ほど

ちょっと説明をしました個別性の配慮の

問題で課題かなというふうに考えていま

して、ここは障害者の関係の施設をふや

していくことを考えています。

　要援護者の輸送、輸送についても先ほ

ども少し触れましたが、やはりこの辺の

ところは市ではなかなかマンパワーがな

い中でということになりますと、事業者

と協定などを結んでやっていくのが一番

いいのかなと思っています。そういう輸

送を担っていただける事業者に協力を求

めていくのも方向として考えられるのか

なと思っています。

　あと収容人数の限界というとこも、こ
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れも人数的なところで今、宝塚市は福祉

避難所で１９１人になっていまして、プ

ラスアルファありますが、やはりトリ

アージして優先順位を決定しなければな

らない。地震だけではなく、水害や他の

災害もありますからそういったときの

規模によってやはりどのような形でスク

リーニングするかということは課題です。

その辺のところの対象者を判別するよう

な考え方もしないといけないですし、規

模が大きくなりますと、やはり福祉避難

所では対応できなかったとしたら指定避

難所に福祉スペースを設けるというのも

一つ考えないといけないという話をして

います。

　収容人数の限界の中では広域連携の必

要性というのを書いていますが、やはり

広域的な連携ができてないと受け皿とし

ては全然足らないと思うので、そういっ

たところで広域的に連携をとるような形

で協定を結ぶというのも必要かなと考え

ています。

　対象者区分ですが、今宝塚市のほう

でイメージしているのは緊急ショート、

ショートステイ、ここが要介護３以上で

す。今の特養入所に至らない人が福祉避

難所の対応になるので、要介護１、２ぐ

らいかなというふうに考えていまして、

特養の中でも緊急ショート、緊急入所、

それと福祉避難所としての対応という形

に考えています。

　最後になりますが、地域と事業者と行

政の連携が大事だと考えていまして、こ

の協定というのはやはり地域と事業者、

地域と行政、事業者と行政、広域的な

行政と行政、いろいろな形がありまして、

行政と行政の災害時の協定を宝塚市は結

んでいますし、事業者と行政との連携と

いうか協定は結んでいます。そういった

ことをやりながら、広げていかないと実

際に確保というのは難しくなってきます

し、施設においても施設と事業者、事業

者同士そういったことの協定も結ぶ動き

はありますのでそういったものも必要か

なと思います。

　あと地域の防災訓練の行政と事業者の

参加、こちらも宝塚市のほうでは訓練を

するときに、この間１２月に中山台とい

う所があり、広域訓練というのを実施し

まして、特別養護老人ホーム、これはま

た違う特別養護老人ホームですが、ここ

に地区災害対策本部を設置しまして訓練

をしました。また５地区、今回あいわ苑

さんが５地区では１月２２日に長尾地区

の地域の合同防災訓練をやりますが、そ

のときに合わせて福祉避難所の開設訓練

とか、地域は地域のほうで避難所の開設

訓練こういったものをやる予定になって

います。

　その次の定期的な情報交換の会議とい

うのは、先ほど宝塚市でもやっているよ

うな地域との連携会議、これは５地区だ

けになりますけども、あと福祉避難所の

連絡会議、こういったものも必要かなと。

こういったことで顔の見える関係が構築

されていくと思います。会議もしなかっ

たら何を考えているかわからないとなる

ところが、会議をすることによって一定

進んでいくのかなというふうには思って

います。

　次に書いています地域包括ケアシステ

ムの進化とか地域共生社会の実現という
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ところですが、これは介護保険の関係で

今地域包括ケアシステムと言われていま

して、全ての人たち、高齢者の方が年

をとられても地域で住んでいけるよう目

指す包括システムです。それが進化す

るような形で今は国のほうが１億総活躍

社会の中の取り組みとしてやろうとして

いまして、その中で地域共生社会、我が

ごと丸ごとで取り組んでいこうという動

きもあります。宝塚市はその中でこのエ

イジフレンドリーシティという取り組み

をやっており、これが地域包括ケアシス

テムの取り組みとよく似ています。お互

いさまがあふれるまちということでサー

ビスを提供する側と受ける側、これが画

一的に決まるのではなく、お互いに助け

合っていきましょうという取り組みをや

ろうとしています。

　最後ですが広域的連携というのも同じ

ように、これまで説明しましたように大

規模災害に備えての他の市の福祉施設と

の連携、これは、今は具体的にできてい

ませんが、例えば、同一社会福祉法人、

大きな社会福祉法人であれば兵庫県だけ

ではなくても大阪などにもありますから、

そういったところの福祉法人内での例え

ば受け入れという連携ができたらいいの

かなと個人的に思ったりしています。

　こういった形で宝塚市では取り組みを

しています。市がお願いしたからではな

く、宝塚あいわ苑さんが詳細なマニュア

ルを作られたのは、やはり必要性がある

と感じられたからでございます。地域の

住民の皆さんの力というのも関係してい

ます。こういったところで、災害対応の

中では福祉避難所というのは一つのパー

ツというか小さいことの一つになります

が、この５地区の中ではそういう取り組

みというのはすごく進んでいる。行政が

全てをすることはできないですから、や

はり地域と一緒に考えて行動して協働し

ていくとそういったことが大切かなと思

います。

　どうもありがとうございました。以上

でございます。

○司会　ありがとうございました。

　続きまして、社会福祉法人愛和会の特

別養護老人ホーム宝塚あいわ苑の長尾様

と阪本様から、福祉避難所の開設運営マ

ニュアル作成の取り組みについてお話を

いただきたいと思います。

○長尾氏　皆さん、こんにちは。宝塚あ

いわ苑の施設長の長尾と申します。

　私のほうからは、福祉避難所の開設運

営マニュアルのポイントとなった部分と、

地域とのつながり、また法人の支援など

を重点的にお話させていただきたいと思

います。よろしくお願いいたします。

　まず、法人のほうの説明をさせていた

だきたいと思います。社会福祉法人愛和

会は社会医療法人愛仁会を母体法人とし

て、平成１１年１１月に創立いたしまし

た。愛仁会グループ初の社会福祉法人と
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して宝塚で事業を開始しまして、愛仁会

グループのほうは１９５９年（昭和３４

年）に中小企業の多い大阪市西淀川区で

診療所を開設したところから始まってい

ます。現在は千船病院や高槻病院、明石

医療センターといった急性期病院を中心

としながらも複数の老人保健施設や在宅

サービスを大阪府と兵庫県で展開してい

る社会医療法人です。

　愛和会は愛仁会のトータルヘルスケア

の実現のための一役を担う役割と期待さ

れて創立されました。

　社会福祉法人愛和会は兵庫県宝塚市に

あって、先ほど浅井課長からも説明あっ

たように宝塚市は日常生活圏域ごとに７

地区に分かれておりまして、愛和会は第

５地区に属しております。

　宝塚市の人口は約２３万４，０００人

で、高齢化率は２６．３％です。第５地

区はといいますと、人口は約４万３，０

００人で高齢化率は１８．３％と非常に

低い高齢化率になっています。理由です

が、昔から造園業で栄えた地域ですが、

阪神・淡路大震災で壊滅的な被害を受け

たということで家業を廃業される方が多

く、その後に新しく住宅が開発され、子

育て世帯が多く暮らし始めたことが高齢

者率を低くしている理由です。

　愛和会の現在の職員数は約２３０名で

す。県内で初めて特養と保育園と児童館

を複合させた施設です。

　特別養護老人ホームのところに地域サ

ポート型特養と載せていますが、これは

御存じの方も多いと思います。県の認定

を受けて高齢者の在宅生活を支援するた

め、生活援助員（ＬＳＡ）を配置して、

地域住民を対象に２４時間体制で見守り

サービスを行うものです。宝塚あいわ苑

では、定期訪問と緊急通報システム、配

食サービスを実施しております。ほかに

も保育園と児童館が併設されているとい

うことで、特養とかデイサービス、グル

ープホームなどに利用者等の交流と保育

園児や児童館に訪れた幼児との交流が盛

んということが愛和会の特徴でもありま

すし、強みでもあると考えております。

　ここから本題に入らせていただきたい

と思いますが、福祉避難所の開設運営マ

ニュアルのポイントとなった３つを説明

させていただきます。以下の３点になり

ますが、協定を結んだということと佛教

大学の後藤先生と出会ったということに

よって３つ目の地域防災に向けた愛和会

の取り組みというのが加速していったよ

うに感じております。

　まず１点目ですが、先ほど浅井課長の

ほうからも説明がありましたように宝塚

あいわ苑では平成２５年３月に協定を宝

塚市と締結いたしました。１７の施設が

福祉避難所として協定を取り交わしてい

ますが、協定を取り交わした受け入れ側

の施設の立場となると、先ほど浅井課長

が示していただいた協定書やマニュアル

で通常の入所の利用者を介護しつつ、福

祉避難所を開設するということは現実問

題として無理かと思っておりましたし、

それに対して若干の不安を感じておりま

した。

　２点目ですが、佛教大学の後藤先生と

の出会いになります。宝塚あいわ苑では

平成２５年３月に協定を結びましたが、

それよりも１カ月ほど前に宝塚市には宝
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塚市の介護保険事業所協会というのがあ

りまして、そこでの全体研修会で「災害

時における事業者の役割」というふうに

題して後藤先生が講演されていました。

１カ月前なので協定を結ぶことが決まっ

ておりましたし、東北の地震からまだ２

年しかたっていないということで興味深

くその話を聞かせていただくことができ

ました。そのお話を聞いている中で、こ

れはマニュアルをつくらないと受け入れ

態勢を整えることは無理だなと感じまし

た。

　それから私の場合は、ほかにももう一

つ理由があり、地域との関係というとこ

ろで、先ほど説明がありました第５地区

の地域ですが自治会連合会とまちづくり

協議会、それから民生児童委員協議会の

３つの団体が連携を持って積極的に災害

が起こったときの取り組みというのを平

成１９年からされておられました。避難

所運営マニュアルも２４年３月には地域

の方々が作っておられました。このマニ

ュアルを地域の方が作っておられるとい

うことを私のほうでは知っていたのです

が、このマニュアルに関してあいわ苑が

何か関わっていたかというと、そういう

関わりは一切持っていませんでした。

　このマニュアル以外にも、第５地区を

「長尾地区」とまちづくり協議会の方々

は表現されていますが、避難所運営委員

会行動マニュアルですとか災害時民生児

童委員行動マニュアル、それと圏域内に

３つの小学校がありますが、これは長尾

南小学校編の避難所施設利用計画ですと

か、これに関しては他の丸橋小学校です

とか長尾小学校がありますが３パターン

を作っており、指定避難所の避難所開設

訓練手順書、１９年からそういった取り

組みを始められて２４年に最初の避難所

マニュアルを作られた後もどんどん行動

マニュアルづくりに励んでおられました。

そういった取り組みを私が知っていたと

いうことで、第５地区にある特別養護老

人ホーム宝塚あいわ苑としては連動しな

いわけにはいきませんでした。ここで一

緒に手を組んでやっていかないとそこで

社会福祉法人としての役割を果たせない

といいますか、福祉法人の在り方検討会

というものも今示されておりますし、平

成２４年からは地域包括ケアシステムと

いう言葉も出ておりましたし、そういっ

たものに対応していこうと思ったらこう

いう取り組みを積極的にやっていかない

といけないなと思い、誰に頼まれたわけ

でもありませんがマニュアルを作ろうと

思ったのがきっかけになっています。

　地域の諸団体の方々が指導を受けてお

られた後藤先生を紹介していただいて、

福祉避難所の開設運営マニュアルの作成

を職員と一緒に手がけ始めたのが平成２

５年の７月になります。

　この協定書の締結と後藤先生の出会い

が愛和会の地域防災の取り組みに対する

きっかけとなって、さまざまな活動へと

発展していったようにも思います。

　この後、説明させていただく地域連携

会議、それから地域で行われている防災

訓練への参加で私どもが作っている福祉

避難所マニュアルの訓練、そういったも

のを通して法人としての地域の防災力だ

けではなく福祉力の向上の貢献のために、

地道にお互いが顔の見える関係を作って
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いける関係に自然になっていったように

思っております。

　地域連携会議は愛和会のマニュアル作

成に関して２カ月に１回、後藤先生をは

じめ地域の諸団体の方々、それから宝塚

市の介護保険課、高齢福祉課、地域福祉

課、総合防災課などの方々に集まってい

ただいて、盛り込む内容の検討とか宝塚

市との連絡調整、それからあいわ苑を利

用されている利用者とか職員の安否確認

と福祉避難所の開設訓練の打ち合わせな

ど、盛りだくさんの協議事項を話し合う

場となっております。

　今年は要援護者リストに基づく地域住

民の安否確認について、民生委員、それ

から私どもで委託を受けております地域

包括支援センターから行政間で要援護者

リストをどのように活用して実施してい

くかの議論が具体的に行われているとこ

ろです。

　第５地区における防災の取り組み参加

ということですが、毎年この時期１２月、

１月ですが圏域内の３つの小学校で防災

訓練が実施されております。この写真は

先月、地元の長尾南小学校で防災訓練に

参加してきたものです。圏域内の小学校

の訓練に参加させていただくことで、地

域住民の方や次世代の防災の担い手とな

る子供たちとの交流が図れるということ

と、いざというときのための顔の見える

関係というものに繋がっていると思って

おります。社会福祉法人愛和会と背中に

表示したオレンジのジャケットを着て参

加をしているのですが、最近は毎年、防

災訓練で小学校に訪問させていただくの

でオレンジのジャケットは自分たちの圏

域内にある福祉の施設のおじさん、おば

さんたちだということをかなり小学生に

も浸透してきているように感じておりま

す。

　これが今年度４月から参加させていた

だいた主な地域活動への参加状況になり

ます。見ていただいたらわかりますよう

に、防災訓練だけに参加しているわけで

はなくて地域主催のイベントですとか行

事とかにも積極的に参加をしています。

複合施設、先ほどもご説明させていただ

いたように愛和会は児童部門と高齢部門

両方の複合施設になりますので、そうい

ったメリットをフルに生かさせていただ

いて、他職種の連携の場とか看護師、介

護福祉士による出前講座、児童館の利用

者と地域の小中学生の交流など、この７

月から数えて６０回を超える活動を実施
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しております。

　参加する職員は日々の業務もあります

し、特養の職員もいれば居宅のケアマネ

ジャーからデイサービスの職員など、本

当にいろいろな部署から出てきて地域活

動に参加をしますが、社会福祉法人の法

人職員としてもこういう地域活動に参加

することの大切さを理解してもらって、

活動を継続することでその重要性を説明

して理解してもらうような取り組みを普

段からさせていただいております。

　こういった取り組みに関して、法人も

支援は行ってきました。活動を進めてい

く上で必要な備品がやはり出てくるわけ

です、あれが欲しい、これが足らない、

こういったものが訓練のときに必要だと

いうことで、そういった備品を買い、設

備投資したのが３年間で１００万円を超

えております。こういったものは助成金

が出るものではなくて、施設で整備して

いくものなのですが、そういったことは

地域に目を向けなければ購入することは

恐らくなかったと思います。これらの備

品というのは大切な愛和会の財産でもあ

りますが、地域でもこういった防災活動

を積極的に行われておりますので地域の

方とも共有させていただいて活用もして

もらっております。炊き出し釜の「まか

ないくん」というのがありますが、これ

は「愛和の集い」という地域向けのイベ

ントを愛和会では年２回実施させていた

だいており、このときには毎回使用して

おりますし、定期的な行事とかイベント

で使うことで操作方法も身について忘れ

ないというメリットもあると思っており

ます。

　いろいろな大災害時が起こった場合の

備えという形で取り組んできていたので

すが、具体的に支援という形になったの

が去年４月に発生した熊本地震への専門

職の派遣でした。３年間の月日をかけて

作成してきたマニュアルですが、２５年

の６月ぐらいからあいわ苑の中では福祉

避難所ワーキング委員会というのを立ち

上げまして、三十数名の職員が手挙げで

そのマニュアルづくりに取り組む協力を

してくれました。後からマニュアルの説

明をさせていただく阪本が中心になって

それを作ってきてくれたのですが、その

マニュアルは大体２５年の６月から作り

始めて、まちづくり協議会の防災防犯部

会の会合とかにも参加させていただいて、

大体１年ぐらいで大枠はでき上がってい

ました。あとは１年かけてその中身を充
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実、訓練を何回かすること、それから研

修訓練を数カ月に１回、新入職員を対象

に行ってくることででき上がってきてい

て、熊本地震の前にはもうこれで完成だ

というところまででき上がっていました。

ところが熊本地震が起こったということ

で、その支援をお願いしていた後藤先生

がみなみ阿蘇ボランティアネットワーク、

災害救援ボランティアネットワークとい

うＮＰＯの立ち上げをされまして、こう

いう専門職の派遣というのをマッチング

システムよりも前に行われていました。

そこからの応援要請が入ったために、そ

のマニュアルづくりを完成させるのが少

し遅れたことになるのですが、それでも

現地に直接支援に繋がったというところ

では本当に困っている人たちへの支援に

繋がることができました。

　後藤先生からの第一報で、南阿蘇村に

ある社会福祉法人順和会さんという法人

でしたが、そこは福祉避難所ではなくて

特養、グループホーム、それから地域密

着型の特養に対しての直接支援になった

のですが、発災からちょうど２週間後の

４月２８日の午後１０時に派遣依頼要請

がかかって、それからわずか４３時間後

の３０日の午後５時には現地での支援が

開始されると、驚くほど迅速な意思決定

がされたのも法人の理解があったからこ

そだと思っております。

　現地での活動は４月３０日から６月１

日までで一旦終了しましたが、その後、

梅雨に入りまして、また土砂災害が起こ

って、せっかく１カ月半かけて復興に対

して動いていたのに、また支援が必要な

状態になられたということで再度７月１

日から１４日まで、合計１５名の職員が

支援活動に赴き、後から報告させていた

だく阪本も第１班として現地支援に参加

しました。

　この現地支援で得た気づきや学びがマ

ニュアルを見直すきっかけとなりまして、

さらに追加修正が加えられ、今皆さんの

お手元にあるマニュアルが最終で一応の

完成に至ったというところであります。

　また、あってはならないのですが今後

大災害が発生した場合にこのような看護、

介護職の支援依頼がある可能性を想定し

まして、法人のほうでは公務出張規程の

改定も行いました。先ほども言いました

ように、マッチングシステムでの派遣依

頼ではなかったので、後藤先生からは災

害救助法の適用はないと言われました。

兵庫県から熊本まで行く交通費、その間

の職員にかかる経費全て法人持ちですと

言われていました。それでもよければ支

援に来ていただきたいという依頼があっ

たのに対して、愛和会は応じて行った訳

ですが、それに伴って今後もそういう依

頼があった場合に愛和会は「行く」とい

う結論を出しまして、公務出張規程の見

直しを行いました。この規程の適用には

法人が依頼された分、それから本人の申

し出によるものということにしまして、

現地での休日とか活動期間は不明瞭であ

ることから活動中の土日に関しては休日

扱いとするかわりに出張手当は派遣期間

日数分を支給することとして、現地に向

かう職員が安心して活動に専念できる体

制をつくりました。公務出張扱いにする

ことで単なるボランティアとして行くの

ではなくて専門職として支援に行くとい
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う派遣職員への意識づけもなされたと感

じております。

　まとめですが、職員の努力というもの

と法人の支援、それから地域との連携、

この３点を上げさせていただきました。

　職員の努力については、さきにも申し

上げましたとおり、日常の業務に加えて

法人活動に取り組んでいることを忘れて

はいけないと法人のほうでは思っており

ます。こうした地域活動が社会福祉法人

の求められている役割の一つでもありま

すし、日々のコミュニケーションから伝

えていく必要があると思っております。

　職員が頑張ってくれていることに対し

ては法人の理解と支援が必要になります。

その一つになりますけれども、先ほど説

明させていただいたような備品購入など

は活動へのモチベーションの維持とか向

上に繋げていけるだろう、必要なものだ

と感じております。

　それから最後は地域との連携になりま

す。やはり顔の見える関係というのは全

ての土台になるのかなと思っております。

地域を知ろうと思ったら、やはり地域に

出ていかないとそれを知ることができな

いと考えておりますし、社会福祉法人が

取り組むべき課題は地域にあるというこ

とを認識して活動を継続していくことが

今後も大切だと思っております。

　こうした活動や熊本支援での貴重な経

験は福祉避難所の開設運営マニュアルに

生かしていくこと、それからより多くの

法人や施設の方々が災害に対して備えて

いく取り組みを始められるのであるなら

ば、それに対して先にマニュアルを作ら

せていただいた愛和会としても協力を惜

しまないということが愛和会にとっての

地域包括ケアの確立にも繋がっていくの

ではないかと感じておりますし、私たち

の役割だとも感じております。

　以上で私の報告は終わりたいと思いま

す。ご清聴どうもありがとうございまし

た。

○司会　長尾様、ありがとうございまし

た。

　続きまして、阪本様のほうから詳しく

マニュアルの中身について御紹介をいた

だこうかと思います。よろしくお願いし

ます。

○阪本氏　皆さん、こんにちは。社会福

祉法人愛和会特別養護老人ホーム宝塚あ

いわ苑の阪本です。よろしくお願いしま

す。

　私は特養に現在勤務をしておりまして、

入職今９年目になります。私はマニュア

ル策定についてのポイントと具体的なと

ころを報告できたらと思いますのでよろ

しくお願いいたします。

　では、福祉避難所設置運営マニュアル

策定についてということで、あいわ苑は

この活動を佛教大学の後藤先生、先ほど

長尾のほうから説明がありましたとおり、

御教示いただきながら進めてきました。

　災害支援においての取り組みとして、
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行動指針を含めたマニュアル作成は職員

の協力なくしては成り立たないと思って

います。その中でも必要となってくるの

が人と時間と労力になります。

　なぜ必要かという理由ですが、幾つか

上げられますが、大きく分けて施設の災

害対策本部はこの後ご説明いたしますが、

細かな動きやルール作りや、地域や行政、

ボランティア受け入れといった外部との

情報共有、連携など、決定事項は多岐に

わたります。

　あいわ苑では全体を把握する、この分

は私になるのですが、それと各班、この

後ご説明するところの中心人物が各班で

１人ずつ配置するということで活動を進

めてきました。

　このマニュアルはまず作るときにどの

時間帯を想定して作っていけばいいのか

ということがまず議論がありまして、日

中でしたら職員がたくさんいるのでその

ような心配はないのですが、私どもの法

人は夜間帯、特養２４時間稼働している

ところ通常は４人で対応しているのです

が、そのときに地震が起こったら、どう

するのかというところで夜間想定のマニ

ュアルを作成しています。

　次、フェーズにより５つの章立てをし

ております。発災から福祉避難所開設中

長期の受け入れから撤収までの期間をわ

かりやすくするために分類のほうをして

おります。

　これは職員の中長期のケアで、精神的

にも疲弊してくるというところで離職に

繋がるとかいうこともありますので、ゴ

ールラインも見えるようにというところ

でこのフレーズのほうを設けて、職員の

モチベーションというのをある程度保つ

という意味合いを持っています。

　具体的には、一番上の暫定期です。こ

れは災害発生直後から６時間経った混乱

状態の中のことを指しています。入所利

用者の所在確認や安全確保を優先すると

いうところがこの暫定期に当たります。

ほかには、居室の環境整備であったりと

か施設のほうで備蓄食料を置いているの

ですが、それの確保であったりとかとい

うところもあわせて行うというところで、

主に入居者の方の命を最優先に守るとい

うところになっています。

　２番目の初動期です。ここは発災６時

間から３日目まで。３日というのは福祉

避難所開設する日になるのですが、そこ

までの期間を初動期というふうにしてい

ます。これは開設に向けての準備であっ

たりとか、あとは行政との連絡調整であ

ったりとかいうところ、あとは後の施設

の事業所の利用されている方の安否確認

を行ったりというところもこの中でして

いくようになっております。

　３番目の展開期です。これが福祉避難

所をいよいよ開設するというところで、

一応めどが２週間程度となっておりまし

て、日常生活を確立する時期になってい
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ます。

　４番目が安定期です。これは開設して

ある程度避難されてきた方の日常生活が

確立されて安定してきたというところで、

廃用症候群や、精神的なフォローという

ところを柔軟にしていくということです。

この間に退所されていく方も、ご自宅に

戻られたりとかほかの施設に行かれたり

っていう方もおられますので、そちらの

支援というのもこの安定期のほうで入っ

てきております。

　５番目が撤収期です。これは福祉避難

所を閉鎖していく、退所支援を同時に行

っていくっていうところです。あとはう

ちのその施設の事業所の再開に向けてこ

こで行っていくようになっております。

　１番目から５番目まで今ご説明させて

もらいましたが、体制を整えるというと

ころも含めてですが、この１番と２番の

暫定期、初動期というところに一番リス

クがあり、迅速な対応というのは求めら

れるかなと思っています。

　次、このスライドが発災から日数カウ

ントってなっているのですが、例えば今

日の２３時３０分に地震が起こりました。

３０分経ったら１日経つのかという話に

なりまして、それは違うかというとこで

ルール決めをさせてもらいました。うち

の場合は１７時に発災した場合はその当

日を１日というふうにカウントして、１

８時以降に発災があった場合は翌日の０

時から１日にカウントするということに

しております。

　これはなぜこういう設定にしたかとい

うと、先ほども説明しましたが、行政と

の連絡調整とあと福祉避難所を開設する

に当たって環境設定など、いろいろなと

ころの調整が必要になりますので、一応

このような形で日数のほうを分担してお

ります。これも行政の方と一緒に検討し

て決めております。

　ここからがマニュアルの詳細について

説明いたします。

　１暫定期、入所者の命を守れというふ

うにありますが、先ほど説明したとおり、

一応各時期にキャッチコピーをつけて優

先項目を意識づけするようにしておりま

す。

　ポイントですが、発災が夜間の場合は

夜勤リーダー、日中は本部長が指揮命令

をとるということにしております。

　先ほども言ったように夜間帯の想定で

作っておりますので、夜勤職員４名が中

心となって動くということになります。

　２番目です、初動対応バックを作成・

設置というところで、このマニュアルが

完成しているのですが、そのマニュアル

が、どこにあるのかという話からになり

ます。初動対応バックというのがあり、

これが職員の出勤したときの通用口、玄

関みたいなところがあり、そこをあけた

らすぐバックがあり、マニュアルとあと

それに関わる様式集がたくさんあります。
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この後、説明をしますが総務班、食物班

とか設備とかいろいろな班があり、これ

に全て入っていまして見れば順を追って

対応できるというふうになっています。

　次に、施設に参集してくる職員は到着

順によって役割が振られることになって

います。これは夜間帯に地震が起こった

場合、ルールとして震度６以上になると

役職、一般職に関わらず全員施設のほう

に向かうことになっています。１番に参

集した職員は、この先ほど説明した初動

バックを持って参集、到着順のリストみ

たいなものがあり、それに記入していく

という形になっています。

　１番は３階利用者対応、２番が４階、

３番が３階利用者対応と到着順に役割が

決まっています。その横にその職員が到

着した時間と部署、名前と、家族の安否、

参集手段、どのように来たのかというこ

とを書くようにしています。

　なぜ書くようにしたかというと職員も

被災者になりますので、家族の安否状況

や、そういうのも含めて対策本部のほう

で把握して、その後の勤務調整を考える

ためのシートにしています。

　ここでのポイントは、下のほうで見え

にくいですが２３番目から２５番目に来

た職員、これが一時避難者対応となって

おり、１番から２２番までが施設内の利

用者とか環境整備における対応になるの

ですが、２４、２５に関しては一般住民

の方です。福祉避難所施設に避難されて

きた場合の対応というところで３人対応

にしているのですが、基本的には福祉避

難所に一般の方は入ってこられませんの

で、小学校とかの避難所に案内するとい

う対応をここでさせてもらっています。

　これは東北とか熊本でもあったようで

すが、収拾がつかなくてどんどん人が入

ってくるというのがあり、ここはすごい

キーポイントだと思っています。

　次が４番目、参集する職員は防災マッ

プに知り得た被害状況を記入していくと

いうところで、これは後に総務班が情報

収集係なので、その地域に出てインフラ

とか、あと商店が開いている、開いてい

ないというのを調べていくのですが、参

集してきた職員が苑に到着するまでにそ

の情報をある程度把握して、二度手間に

ならないように情報を蓄積させていくこ

とを目的にシートに書いていくというこ

とを行っております。

　５番目、とりあえず利用者の命優先な

ので１カ所に集めて適宜対応をとってい

くというところです。熊本へ実際行かせ

てもらい、１カ所に集めても認知症状が

ひどい等、そういう方に対応する人間と

見守りがそう要らないという方を１カ所

に集めてというのは実際難しいかなと感

じており、２フロアで分けたりしていか

ないといけないかと思っています。

　あと、地域住民の方との結びつきも強

くなっているので、夜間帯ですぐに参集
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職員が来られない場合は、地域住民の方

にも支援、避難誘導や対応をお願いする

ことにもなるかと思います。

　これが先ほどから説明している参集職

員の役割についてです。食料品であった

り、環境整備であったりを職員が担って

いくことになっています。

　うちは複合施設なので保育園も併設し

ています。１番から４番に保育園の職員

が来て高齢者の方を介助する、そのうち

に３０番とか３１番で本来の高齢部門の

職員が来た場合はここで柔軟に配置転換

をするとなっています。

　次が初動期です、これは先ほど言った

とおり、６時間から２日目を想定してい

ます。キャッチコピーは「迅速に体制を

整える」としています。ここでのポイン

トは、災害対策本部の立ち上げと本部長

を決定していきます。参集状況にもより

ますが、長尾の家は施設からかなり遠い

ので、なかなか来られないのですが、僕

は結構都市部のほうに住んでいるのです

ぐ来ることができます。優先順位を１５

番までつけていて、長尾が来られなくて

も近い者が行って本部長の役割をすると

いうところになっています。これがその

図です。青枠で囲ってあるところが優先

順位になりここには１２までしか書いて

いませんが、実際１５番目まであります。

右側の大枠の図はこの後ご説明させても

らう各班の図になります。

　各班の役割です、総務班、食料班、設

備班、安否確認班、これは事業所の利用

者の安否確認になります。あと入所受け

入れ班、特養班ということで６つの班が

あり、総務班だけ４つに分かれています。

職員管理は、福祉避難所開設前とその後

のシフト調整やボランティア対応を担っ

ていきます。渉外係は行政や業者との連

絡調整になります。あとはマスコミ対応

もここに入ってきます。情報収集は先ほ

ども言ったとおり、インフラ情報とかを

施設内にどんどん発信していくという役

割です、経理はその名のとおりです。

　次に利用者職員の安否確認を開始とい

うところで、先ほどは利用者の安否確認

のお話をしましたが、職員の安否確認を

ネットで確認するようにしています。ス

マホのＬＩＮＥのような仕組みになって

おり、発信したら職員全員に一斉送信さ

れ、職員はそれを見て開封したら既読の

ようなものがつき安否確認がとれるよう

になっています。

　利用者の安否確認は、これも別冊で先
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ほどのバックの中に入っているのですが

確認をとっていきます。まず電話です、

電話で出なければ訪問して安否確認を行

っていきます。利用者の中でもご家族と

住まわれている方とか夫婦で住まわれて

いる方はいいですが、独居高齢者や自力

で避難できない方に関しては優先的に安

否確認を行うようなシステムになってい

ます。訪問に関しては、施設で所有して

いるバイク、車があれば車、自転車等を

活用して確認を行っていきます。

　補足で４月から９月は、日がある程度

長いので朝の９時から夕方の５時半まで

確認作業を行う。１０月は少し早目に４

時に切り上げるようにしています。これ

もインフラ状況が暗くて見えない、そこ

で職員が事故を起こしたり、けがをした

りしないように、このような基準を設け

ています。

　このスライドが、当施設が所在する第

５地区の安否確認の仕組みになっていま

す。あいわ苑で集約した情報をほかの施

設、事業所、さらには自治会、まち協、

民生委員の方のとられた安否確認情報を

うちの併設している地域包括支援セン

ターで集約し、これをまとめたものを宝

塚市、行政のほうと連携をとっていくシ

ステムになっています。

　３日目まで職員の安否がとれない、電

話も出ない、ネットでも反応がないとい

う場合は自宅のほうに捜索にいく。いな

かった場合は警察のほうに捜索願を出す

という対応もルール化しています。

　３番目に、福祉避難所緊急入所の立ち

上げ準備開始というところで、開設の事

前準備が、かなりたくさんあります。一

番ネックになるのがライフラインの確認

であったり、インフラの把握をしたり、

緊急シフト、職員の労務管理というとこ

ろになるかと思っています。

　東北の施設で直接お話をお伺いしたの

ですが、２日、３日は施設に缶詰状態に

なったと。かなり精神的にもやられてし

まってどんどん施設のほうを離れていか

れたということを聞いていますので、熊

本も同様で、あそこは少し特殊だったか

と思いますが、交通状況が寸断されてし

まい、どんどん離職されたというとこも

含めて、このシフトの管理が一番ネック

になってくるかなと思っています。

　あと食事です。備蓄で施設である程度

用意はしていますが、職員分の食料も必

要ですので場合によっては１日１食しか

提供できない場合もあるというところが

問題かと思っています。救援物資に関し

ても早ければ３日目ぐらいから来るかも

しれないしそれ以降かもしれないという

ところがありますのでここも一つ課題で

す。

　一番問題なのが経口摂取できない方で

す。お口から食事がとれない方に関して

は栄養補助食材、ラコールとかエンシュ

アとかというジュースみたいな甘いのが
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あるのですが、それをいかに確保してい

くかというところも含めて課題になって

います。あとは専門ボランティアの受け

入れをどうしていくかということです。

宿泊先をどうするのかとか、食料をどう

するのかなど課題の一つに上げられてい

ます。

　４番目が行政、業者との連絡調整です。

これもルール化しており、うちに関わる

設備会社は発災後すぐに点検するように

連絡をとるという取り決めになっており

ます。

　次５番です、職員間の情報共有のため

に掲示板を設置するようにしています。

先ほど言った情報収集係がいろいろな情

報を集約してくるのですが、各階にその

情報が行き渡るようにリアルタイムで更

新していくことになっています。

　３番目の展開期、ここがいよいよ福祉

避難所を開設するというところです。こ

のマニュアルのポイントですが、先ほど

言った専門ボランティアの受け入れとい

うところで、うちの職員だけで対応する

のでしたらこんな細かいマニュアルは必

要ないのですが、専門職の方の支援がど

うしても必要になってくると思いますの

で、誰が見てもわかるようにしています。

　日課表になりますが、各班でまた違う

のですが０時から何をしていくかという

ことが書かれています。０時におむつ交

換、担当班が特養班、その横に項目、そ

してその後のマニュアルに何をして必要

なものは何かというところをかなり細か

く書かれていますので、専門ボランティ

アが来られてもある程度はすんなり入っ

ていけるのかなと思っています。

　あとは、通所サービス、うちデイサー

ビスとあと保育所、児童館があるのです

が、できるだけ早期に事業を再開したい

と思っています。地域住民の方も同じく

被災者になりますので、できるだけ早く

日常生活に戻すような支援が重要かなと

思っています。ただ、うちの施設は余り

大きくないのでスペース的に厳しいとこ

ろがあります。だから避難されて来た方、

一応５６名のキャパがあるのですが行政

とかあと居宅のケアマネさんとか、それ

以上の受け入れのお願いと、既存の事業

所の再開がバッティングしてしまうと、

うちの施設の場合は厳しいものがあると

思っています。

　次は福祉避難所の入所受け入れ手順に

なります。市役所から開設要請が発災か

ら１日目か多分２日目になるかなと思う

のですが開設要請が入って、こちらのほ

うで検討して受理するという形になって

います。そこで受け入れ人数の確認をし

て、ここで福祉避難所と緊急入所の受け

入れ、あと定員超過の人数の調整も含め

てここで確認をとります。受け入れが決

まり次第、搬送方法の確認が２日目まで

の作業になります。受付設置が３日目に

なり、トリアージされた方がぞくぞくと

入ってこられるという形です。全身状態

の確認や、お部屋に案内して個人ファイ

ルをここでつくって退所支援計画、プラ

ンに基づいてケアをしていくというふう

になっています。

　このプランに関しても、既存の入所の

プランにするとかなり細かくなってしま

うので、できるだけ簡素化されたプラン

が必要になってきます。これは今からの
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課題でもあるかなと思っています。

　ここからは日常生活上の管理について

ご説明させていただきます。衛生管理と

食品の管理です。先ほど言った特別食の

準備です。あと入浴も、寝具の管理に関

しても物がないとどうしようもないので

救援物資に頼らざるを得ないのが現状で

す。

　そして健康管理です。ここでは感染防

止です、特に今の時期でしたらインフル

エンザ等の問題がありますのでうがい、

手洗いの対応です。あと、そういう症状

のある方に関しては個室に隔離や、エリ

アを区分する必要性があります。

　健康管理としてはできるだけ自立を促

すということが必要ですので、展開期受

け入れてから安定期です、ある程度馴染

んできたところで役割を持ってもらって、

例えばお皿洗いであったりとか御飯を一

緒に作ったりとかしていただきます。こ

れも東北の方が言われていたのですが、

何もしなくなってしまうので、どんどん

レベルが落ちてしまうということがあっ

たみたいなので、ここにも配慮していく

ようにしております。

　そして、安定期です。キャッチコピー

は「心身機能低下に留意せよ」というこ

とで、レベルダウンしないようにと念頭

に置いています。このころは退所に向け

て自宅であったり仮設住宅、仮設は難し

いかもしれませんが、特養、うちであっ

たり他所さんに出たりとか施設の入所を

生活相談員が中心になって行っていくと

ころになっています。

　マニュアルですが、簡単に説明しまし

たので、ご期待に沿えているかどうかわ

かりませんが、生かすようにするために

は定期的な訓練が必要で、何もしなけれ

ばただの紙切れになってしまうのでそこ

は継続してやっていきたいと思っていま

す。

　先ほど長尾から説明、浅井課長からも

ありましたが年に１回訓練を、地域の方

と合同でやっています。

　このスライドが実際の合同訓練のとき

の写真ですが、夜間を想定して真っ暗な

状態でやっています。停電を想定してや

っているのですが、来た職員がいろいろ

な部署があるのでその人の名前もわから

ない、夜勤職員の名前もわからないとい

うこともありますので、一応このように

アンブルボードというものを使って夜で

も発光するようなボードですが、この職

員に声をかけてくださいという訓練です。

　これはうちの施設の１階部分の地域交

流スペースになるのですが、こちらに１

５名の方の福祉避難所の避難者を受け入

れるようになっています。段ボールベッ

ドを組んで、葉っぱの色のついたパーテ

ーションを配置する。マニュアルを見て

ああでもないな、こうでもないなと言い

ながら最初はやっていたので、かなり時

間もかかっていました今はもう何も言わ
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ないでもできるようになりました。

　こちらが福祉避難所３日目の開設から

受け入れるとこです。このオレンジジャ

ンパーを着ているのが職員で入所受け入

れ班になります。その横におられるのが、

車椅子に乗っておられる方と押している

方、地域住民の方です。民生委員の方と

住民の方です。こういうのも地域の防災

訓練に参加したりして、関係性がすごく

いいので協力関係が保たれているのかな

と思います。

　こちらの表が、実際に受け入れる方が

来て初めてわかるということがあります

のでこのようなマップを各階に掲示して、

どのお部屋にどなたがおられるかという

ことがわかるようになっています。各階

で隔離のスペースも設けています。実際

の訓練では咳込んで、この人風邪ではな

いかといった人がおり、その人をこっち

でいち早くキャッチして、隔離の部屋に

行きましょうとかリアリティーを持たせ

るためにやっています。

　これが実際に訓練で入られた地域住民

の方です。ここは４人部屋になるのです

が、今ベッド２つ並んでいます。個室の

場合、開設後は２人部屋になったり、２

人部屋のところが４人部屋になったり、

４人部屋のところは６人部屋というふう

に居住空間を少し持たせるようにしてい

ます。

　これが先ほどの１階部分です。１５名

の受け入れのとこです。この写真では段

ボールだけですが、実際はここにマット

レスを敷いて、布団も敷くところです。

　あと、この合同訓練のほかに班別で総

務班、設備班、食物班と先ほど説明させ
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てもらった班ごとの訓練も実施していま

す。これは班にもよるのですが月１回、

長くても３カ月に一回は訓練の実施をし

ております。

　炊き出し釜の設置や使用訓練であった

り、先ほどの段ボールベッドの組み立て

の訓練であったりをやっています。これ

をやることによって、職員もかなり意識

づけがされまして以前よりは早目に、迅

速に動けるようになってきています。

　まとめですが、職員の有志でこのワー

キングチームは結成されました。最初は

見本もなくて宝塚市からもらった本から

ある程度は理解できたのですが、自分た

ちの施設用にと組み立てていくのはかな

り大変でした。熊本県の行政のマニュア

ルを見たりしながら参考にやっていたの

ですが、冒頭でも説明したとおり、職員

の協力がないとできないと思います。あ

とはいろいろな部署が、垣根を超えて活

動できたのでかなり仲よくなったと思い

ます。災害の備えというのは体制化する

ことができたので、地域の防災関係者、

携わっている方とお互いに密に関係がと

れるようになりました。それが一番良

かったかなと思うのと、ここまで大変な

思いをしてマニュアルを作成したのです

が、第５地区と言われるとこ以外でも波

及できるように尽力していきたいと思っ

ています。

　では、これで終わります。御清聴あり

がとうございました。

○司会　ありがとうございました。

　前半、浅井様から宝塚市の取組みを御

紹介していただきまして、後半はあいわ

苑のほうから具体的にどういう風にマニ

ュアル策定に取り組んできたかというお

話でした。やはり当事者、ある意味若手

の方がやらないといけないと思っても理

解がないとなかなか物事進まない部分も

あるかと思いますし、予算の措置などの

部分でトップが、臨場していただけるよ

うな部分が非常に重要だったのかなと、

お話を聞いて思った次第でございます。

皆様のほうから何か質問、確認したいこ

と、コメント等何かございますでしょう

か？

○質問者　宝塚市の報告の中で、地域連

携会議、施設とかありましたがそこに地

域住民が入るということで進められてい

るとお聞きしましたが、例えば川西市の

場合、避難訓練要支援者の安否確認等を

住民がやっていただくということを各地

域にしていただいていまして、福祉避難

所の運営まで住民に課するのは負担過重

かなという気がするのですが、その辺は

いかがでしょうか。

○浅井氏　福祉避難所の運営について、

福祉避難所ではなくて通常の指定避難所

の運営は各地区でやってくださいと宝

塚市は言っています。しかし、福祉避難

所は施設になりますから、それは違いま

す。
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○司会　他にいかがでしょうか。

○質問者　課題に上げられているように

このトリアージの問題です。対象者区分

として福祉避難所、予備避難所、指定避

難所というように行く方々が分けられて

はいるのですが、実際に災害が起こった

場合、多くの方々が近くの避難所に行く

ということが起こります。または公民館

などにも近い方は行かれるでしょうが、

その場合、スクリーニングをしてあなた

はこちらですよ、あなたはこちらですよ

というふうに行政の方が実際にそういっ

たトリアージをされるのでしょうか。ま

たは、こちらの施設さんのほうでも受け

入れは３日目からということを何度か

おっしゃっていたと思うのですが、実際

に何か起こった場合、地域の方々はそう

いった福祉避難所の存在を知っていれば

あなたはあっちに行ったほうがいいよと

いうことで１日目、もしくは発災直後か

らそういった方々がどんどん来るという

ことが起こり得ると思うのですが、そう

いったときの対応というのはどのように

なっているのか、もし決まっていればお

教えいただければと思います。

○司会　浅井さん、お願いします。

○浅井氏　福祉避難所の対象者区分とい

うのは、病気というかそういう医療的ケ

アが必要な、医療機関に行かないとい

けない人、この方は病院、医療機関で

す。要介護度が３以上の方というのはト

リアージでできるかどうかということな

のですが、基本的に市の専門職、保健師

などがやっていくという形では考えてい

ます。しかし、実際言われるとおり、本

当にできるかというのは非常に心配なと

こでもありますし、その福祉避難所とい

うことが、あいわ苑さんが避難所だから

押し寄せるというとこに関しては、そこ

はやはり周知をしていかないと機能して

いかないということもあるので、福祉避

難所というのは二次避難所ですよと周知

をしていくという形になっています。

　実際地域の方が、５地区に関しては

「それ行ったらだめよ」というのが地域

内で周知されていて、福祉避難所だから

そこに通常の人は行ってはいけないと

いうことはすごく理解されているのです

が、それ以外のところでも福祉避難所は

ありますから、そういうとこに押し寄せ

るというのは確かに心配なとこはありま

す。連携会議の中で話があったのは、例

えば、デイサービスをやっているときに

そこで地震起きました、家潰れましたと

いう状況になったら帰せないじゃないか

という話もありました。実際そういうと

きは、やはりその場その場で対応しない

といけないのかなと思っています。これ

はまだ市は示していないので判断難しい

かなというのは思っています。こういう

家が潰れていたらその場合は帰せないか

らしばらくは福祉避難所１日目から開け

るという対応も必要かなといった話があ

りました。ただそれはかっちりしたもの

が今できているわけではなくて、そう

いったことも検討していかないといけな

いなというのはあいわ苑さんや５地区の

中の連携会議の中では出ていまして、非

常に今後の課題になっています。

○司会　あいわ苑のほうからコメントあ

りますか。

○長尾氏　先ほど浅井課長がおっしゃっ
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たように、５地区の中では先ほどの私の

スライドの中にもあったように親子防災

教室や年に１回地区での防災訓練という

のは行われています。その中で避難する

のは指定避難所であって、福祉避難所に

は行ってはいけないということは民生委

員さんが中心になって、普段の見守り訪

問のときから発信してくださっているの

で、そういった中で私たちが一番心配し

ているのは、やはり宝塚では元々使って

おられる利用者さんが駆け込んでくるの

ではないかというところを心配しており

ます。

　先ほど阪本のほうからも報告があった

ように、参集職員の後半の部分の３名が

それの対応をしていくということになっ

ているのですが、指定避難所のほうにこ

ちらのほうから移送しないといけないか

もしれない、また一時的に休んでいただ

いてそういったそれなりのうちの空きス

ペースでとどまっていただく、もしくは

市の行政のほうにかけ合ってトリアージ

なくしての福祉避難所での受け入れであ

ったりとかというのはまさに今連携会議

で、議論しているところです。実際に起

こった場合にどのように受け入れていく

か、また理解を示していただいて一時休

息していただいた後に指定避難所のほう

に移動していただくかということを地域

の方々と協力し合ってやっていきたいな

と考えております。

○司会　ありがとうございます。

○質問者　機材、物資の準備ですけど、

段ボールベッドとか簡易トイレとか福祉

用具、それから物資ですが、これは備蓄

されておられるのでしょうか、それとも

業者と協定を結んでおられてその災害時

に持ってきていただくという協定を結ん

でおられるのでしょうか。

○長尾氏　ありがとうございます。宝塚

市のほうから協定を結んでいる施設とい

うことで、段ボールベッドに関してはい

ただいております。それと毛布のほうも

いただいております。それから、今回も

地域の防災訓練に連動した福祉避難所の

開設訓練ということを１月２２日に実施

するのですが、それで地域住民の方対象

に炊き出し訓練も行うということで御飯

のアルファ化米２００食分の申請を出し

ていただくことにもなっておりますし、

また地域が、先ほどからお伝えしている

ように本当に防災活動を活発に１９年か

らされておられるということでいろいろ

なところから助成金を頂いていろいろな

物資、備蓄物資を持っておられます。ビ

ブスも各小学校に本当にたくさん持って

おられ、それをお借りしたりしながら賄

っています。

○司会　ありがとうございました。今の

お話、訓練をする上でいろいろと既存の

ものを活用している部分もありながら、

市のほうに予算を請求するというかお願

いをしてアルファ化米をもらうというお

話でしたが、多くの自治体で思いがあっ

てやりたいと思っていても予算がないと

いうところも結構あるかなと思いますが、

予算的なところで、宝塚市でそういうの

は何か特別に持っているのでしょうか。

もしかしたら室長さんのほうでフォロー

していただければと思うのですが。

○中谷氏　宝塚市の福祉部安心ネットワ

ーク推進室の中谷といいます。
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　私も正確には予算は把握していないの

ですが、福祉部でこういったところを業

務として携わっているのですが、総合防

災課というところがありまして、そこは

日常的に備蓄をしている。その備蓄につ

いては、先ほどの訓練の際にはアルファ

化米みたいなところですが、食料品とか

を備蓄すれば当然期限が毎回来ますので、

その期限分はもう定例的にお出しをして

いるというところで、そこは特別に買っ

ているというよりも正規の備蓄でそれの

順繰りの中で期限切れのものを皆さんに

提供しているというところで恐らく回し

ているという感じです。

　ただ、先ほども段ボールベッドであっ

たり毛布であったりというところも一応

用意はしてはいるのですが、ただそれが

絶対数として足りているかというとそこ

は足りてはいないというふうに思ってい

ます。ただかさ張るものですからたくさ

ん買えばいいというものではなく、その

辺は少しずつ何か玉突きをしながらやっ

ているのかなという状況です。

○司会　ありがとうございます。アルフ

ァ化米についてはいわゆる流通備蓄と言

えますね。自宅でもお味噌とかそういう

ものをストックしておいて備蓄して使っ

ていくと、順繰りに使っていくと、それ

が行政の中で同じように食料の備蓄をし

ておいて定期的に期限が切れそうになっ

たら訓練用にどんどん出していって活用

するというところです。

○長尾氏　先ほど阪本のほうからも備蓄、

食料品に関してはそこ課題だと言いまし

たが、宝塚あいわ苑の場合はすぐ裏にス

ーパーがあります。そこと提携を結ばせ

ていただいて、様式集の中で最低これだ

けの、例えば卵１５０個、牛肉のスライ

ス７キロ分、無洗米を３０キロ、これを

優先的に購入させてほしいということで

内諾いただいています。普段からこうい

ったところで調達は行っております。

　それと、今言われませんでしたが、そ

の協定を結んでいる会議の中で、福祉施

設なので福祉避難所を開設しなくても入

所者の方がおられると。やはり３日目ぐ

らいまでは自分の施設で何とかしてくだ

さいということを言われました。その３

日間に関しては何も届かない可能性も十

分あるわけですから、福祉施設としてそ

こに関しては自分たちの努力を普段から

しておかないといけないなと感じました。

○司会　ありがとうございます。基本的

な行政との連携の中で備蓄を提供しても

らうという仕組みのほかに、施設として

のＢＣＰとしての備えというのも重要だ

というとこですね。

　段ボールベッドの話がちょっと出まし

たが、いざというときの避難所で段ボー

ルベッドを使うということは、大分と言

っていいかわからないですけど登場する

機会がふえてきたかなと思います。普段

の訓練の中でも段ボールベッドを使うと

いう機会も増えてきているかなと思いま

すが、今日はメーカーの方が来られてい

るので一言、どうでしょうか。訓練で段

ボールベッドを使っていくというような

ところで予算的なところなど。

○水谷氏　ジェイパックスの水谷と申し

ます。

　段ボールのベッド、東日本のときに考

案してその仕組みを行政とともに防災協
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定という形でやっています。

　たまたまですが、宝塚市と協定を結ん

だときに、市長の主導で５００台を指定

避難所に、そして一部の福祉避難所に配

るということで、たまたま私自身が全部

の避難所を回りました。そうしたら、ト

ラックが入れない避難所とかありました。

そういうことで宝塚市さんは積極的にや

られています。

　ただ、先ほどローリングストックです

が、ベッドに関してはやはり場所を取り

ますので全ての人を対象として備蓄する

のは難しいと思います。

　企業と防災協定を結ぶことで、具体的

に７２時間以内に必要数を届けるという

仕組みができ上がっていますので、それ

をまず活用していただくということが一

つある。

　それと備蓄、段ボールベッドは結構丈

夫です。ですから１０年ぐらいは軽くも

ちますので、実際に私が確認した中では

東日本でも４年以上仮設住宅で使っても

らったりしています、強度があります。

例えば避難訓練で使っていただく、特に

子供たち、小学生や中学生とかの避難訓

練でさわっていただく、つくっていただ

く、触れていただくということが大切で

す。災害なんてすぐに起こるものではな

いかもしれない。５年後、１０年後、い

つ来るかわからないけれど、その間に手

にとった子供たちが大きく育ち、周知さ

れると、着実に広がっていくということ

がありますので、とにかくベッドに関し

ては雑魚寝をさせないという避難所運営

をお願いしたいと思います。そういうふ

うに回していく、余りお金をかけないで

周知していくということができるのでは

ないかと思っています。

○司会　本日はお忙しい中、お越しいた

だきましてありがとうございました。こ

れで第４回の個別性に配慮しました福祉

避難所に関する研究会を終了したいと思

います。

　どうもありがとうございました。
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地域と事業者と行政の連携が必要
要援護者の移送、食料、物資の確保など

地域の防災訓練への行政と事業者の参加

定期的な情報交換会議の開催

地域包括ケアシステムの深化、「地域共生社会」の実現
エイジフレンドリーシティの取組「お互いさまがあふれまち」

広域的連携が必要
大規模災害に備えて他市町の福祉施設との連携

同一社会福祉法人内での相互連携など

まとめ
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福祉避難所等の対象者区分

対象者

医療機関
身体状況の悪化により、医療処置
や治療が必要な要援護者

介護保険法に基づく入所介護や療
養等が必要な要援護者

福祉避難所

指定避難所や予備避難所での避難
生活が困難であり、何らかの特別な
配慮が必要で 24 時間の支援体制が

必要な要援護者

総合福祉センター
老人福祉センター
養護学校

指定避難所や予備避難所での避難
生活が困難であり、何らかの特別な
配慮が必要な要援護者

予備避難所
公民館
共同利用施設等

高齢者や障がい者、その他一定の
配慮が必要な要援護者

指定避難所 小・中学校等 一般市民

避難所等の区分

特別養護
老人ホーム等

入院加療

緊急入所
ショートステイ

避
難
所

要介護３以上

要介護１,２

福祉避難所についての住民及び事業者周知

2次避難所であり一般避難者は対象者外

各協定施設ごとのマニュアルの整備

障がい者対応について

要援護者の移送について

収容人数の限界

トリアージ（スクリーニング）について

広域連携の必要性

福祉避難所の主な課題について

6

福祉避難所の円滑な開設・運営に向けて課題の整理
とその対応について情報交換や協議を行い連携を図
るために設置（平成27年）

構成員：協定施設、市

主な取組項目

各協定施設ごとのマニュアルを施設の実情に応じて整備
（参考資料３）

福祉避難所対象者の共通認識

福祉避難所連絡会議について

5

特別養護老人ホーム宝塚あいわ苑と協定締結を契機
に施設、地域、市とが連携し、詳細な「開設・運営マ
ニュアル」の作成に取り組む

マニュアル作成にあたり「福祉避難所地域連携会議」
を開催

構成員：宝塚あいわ苑、第５地区民生委員会長、市

アドバイザー：佛教大学 後藤先生

地域の防災訓練に併せて福祉避難所開設訓練を実施

施設、地域、市のかかわりについて

43

平成24年1月～

社会福祉法人と福祉避難所に関する協定書（参考資料１）を
締結、現在、福祉避難所は17施設

平成24年1月 福祉避難所等の設置運営マニュアル作成

平成26年3月 マニュアル改定（参考資料２）

平成25年～ 福祉避難所地域連携会議の開催

平成27年～ 福祉避難所連絡会議の開催

これまでの取組について

2

福祉避難所に係る宝塚市での
取組について

宝塚市役所 健康福祉部 安心ネットワーク推進室

介護保険課 浅井 伸治

1２０１７年１月１２日
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参考資料１

宝塚市福祉避難所の指定、開設及び管理運営に関する協定書

 宝塚市（以下「甲」という。）と社会福祉法人 ○○○（以下「乙」という。）

は、福祉避難所の指定、開設及び管理運営に関し、次のとおり協定を締結する

ものとする。 

 （趣旨） 

第 1 条 この協定は、本市の区域において大規模な地震、風水害その他の災害

（以下「災害」という。）が発生した場合に乙が所有し、又は管理する施設を

甲が福祉避難所として指定し、開設することに関し必要な事項を定めるもの

とする。 

 （福祉避難所） 

第２条 この協定において、福祉避難所とは、原則として、災害時に身体等の

状況により通常の避難所における避難生活が困難である者（災害時に居所から

の避難を必要とする者であって、避難生活に特別の配慮を要する高齢者、障が

い者及びこれらに準ずる者をいう。以下「要援護者」という。）の支援のため

に開設する避難所をいう。 

２ 福祉避難所の業務内容は、福祉避難所の開設、維持管理及び避難した要援

護者に対する日常生活上の支援（相談支援等を含む。）とする。 

 （福祉避難所の指定） 

第３条 甲は、乙の所有又は管理に係る次の施設を福祉避難所として指定し、

乙はこれを承諾する。 

  （1）所在地 宝塚市○○○○○○  

名 称 特別養護老人ホーム ○○○○○○

 （福祉避難所の開設の要請） 

第４条 甲は、前条の施設において福祉避難所を開設する必要があるときは、

乙に対し、これを要請することができる。この場合において、乙は、できる

限りこれを受け入れるよう努めるものとする。 

 （福祉避難所の開設等） 

第５条 乙は、第３条の施設において福祉避難所を開設することが可能と判断

参考資料１

したときは、前条に規定する甲の要請を承諾し、速やかに要援護者の受入体

制を整えるものとする。 

２ 甲は、前項の乙の承諾に基づき、第３条の施設において福祉避難所を開設

する。 

３ 甲と乙は、福祉避難所へ避難させる要援護者に関する連絡及び避難後の要

援護者の状況報告、必要な処遇の協議等を行うものとする。ただし、緊急を

要する場合は、この限りでない。 

４ 福祉避難所への要援護者の移送については、原則として、当該要援護者を

介助する者又は甲が行い、乙は、可能な範囲でこれに協力するものとする。 

５ 乙は、要援護者を介助する者を当該要援護者が避難する福祉避難所に避難

させることができる。 

（開設期間等） 

第６条 福祉避難所の開設期間は、災害発生の日から起算して７日以内とする。

ただし、必要に応じ、甲と乙が協議の上、これを延長することができる。 

２ 乙は、前項の開設期間中、福祉避難所の施設管理のため、当直者を可能な

範囲で配置するものとする。 

３ 乙が前項の当直者を配置できない場合、甲は、適切である者を選定し、そ

の職に当たらせることができる。 

 （必要な物資の調達等） 

第７条 甲は、避難した要援護者に係る必要な物資の調達に努めるものとする。

２ 甲は、要援護者の生活支援、相談支援等が実施できるよう、介護支援者等

の確保及び配置に努めるものとする。 

３ 乙は、第 1項に定める物資の調達及び前項に定める介護支援者等の確保に

ついて、甲と連携の上、可能な範囲でこれに協力するものとする。 

 （費用の負担） 

第８条 甲は、乙に対し、災害救助法（昭和 22年法律第 108号）その他関連法

令等の定めるところにより、福祉避難所の開設及び管理運営に係る所要の実費

を負担するものとする。 

 （有効期間） 

第９条 この協定の有効期間は、協定を締結した日から平成２６年（2014年）

３月 31 日までとする。ただし、有効期間の満了日の１か月前までに、甲又は

乙のいずれからも書面等による協定終了の意思表示がないときは、協定期間

参考資料１

は更に１年更新されるものとし、その後もまた同様とする。 

 （協議） 

第 10条 この協定に定めるもののほか、この協定に関し必要な事項は、甲と乙

が協議して定める。 

 この協定の締結を証するため、協定書２通を作成し、甲と乙が記名押印の上、

各自１通を保有する。 

平成２５年（2013年）３月  日 

     甲  兵庫県宝塚市東洋町 1番 1号 

宝塚市 

宝塚市長 中川 智子  

      乙  兵庫県宝塚市 

社会福祉法人  

理事長    
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4-3．地域防災にむけた愛和会の取り組み
福祉避難所の協定締結、後藤先生との出会いによって、法人内における地域防災にむけ
た取り組みも活発化

地域での防災訓練にも積極的に参加し、顔の見える関係に構築が加速していった。

第5地区の
防災訓練参加 地域連携会議の開催 福祉避難所

マニュアル訓練

地域住民、地域団体、社会福祉法人職員の顔の見える関係

それぞれを連動させ、一体的に実施

『地域の防災力・福祉力の向上』への貢献

4-2．佛教大学 後藤至功先生との出会い

宝塚市介護保険事業者協会の研修会において、
「災害時における事業所の役割」と題して講演さ
れたことがきっかけとなる。

（佛教大学HPより）

①第5地区の災害時における取り組みから愛和会は大幅に出遅れている
②圏域内に所在する社会福祉法人として、何の関わりも持っていない

愛和会が抱いた『危機感』

①地域で取り組んでいる活動に参加し、
地域の諸 団体と連携をもっていくこと

②愛和会が実施している介護保険等のサービス
以外でも、社会福祉法人としての責務を遂行し
社会貢献していく必要がある

地域に向けた『行動』へ

（熊本での撮影）

4-1．宝塚市との設置運営に関する協定書締結

平成25年3月27日に福祉避難所の設置運営に関する協定書を
宝塚市と締結。現在、宝塚市では、17の施設が福祉避難所として協定を取り交わしている。

4．福祉避難所開設・運営マニュアル作りのポイント

4-2．佛教大学 後藤至功先生との出会い

4-3．地域防災に向けた愛和会の取り組み

4-1．宝塚市との設置運営に関する協定書締結

3．社会福祉法人愛和会の介護・福祉事業

高齢部門

特別養護老人ホーム
（入所６０名、ｼｮｰﾄｽﾃｲ１０名）

地域サポート型特養
（平成２６年１月事業開始）

通所介護
（定員４５名）
訪問介護
訪問看護

居宅介護支援
地域包括支援センター

児童部門
保育園

（定員１２０名）
児童館

平成２８年１月開設平成１２年１０月開設

地域密着型サービス事業

認知症対応共同生活介護
（ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ）

（２ユニット１８名）
小規模多機能型居宅介護

（定員２９名）
認知症対応型通所介護
（定員１２名）

（法人の設立）平成１１年１０月（職員数）２３０人（正職員・非常勤）
（法人の特徴）兵庫県下で初めての高齢・児童の複合施設

宝塚市の人口は約２３万４０００人、高齢化率は２６.３％。
第５地区の人口は約４万３０００人、高齢者率は１８.３％。

2．社会福祉法人愛和会の立地状況

宝塚市

宝塚市

1．愛仁会グループについて
高槻病院

愛仁会
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ
病院

愛仁会
看護助産専門

学校

老健ケーアイ

老健しんあい

しんあいｸﾘﾆｯｸ

しんあい病院

愛仁会
総合健康ｾﾝﾀｰ

井上診療所

老健ひまわり 老健つくも

社会福祉法人
愛和会（豊中）

医療法人
蒼龍会
井上病院

社会福祉法人
愛和会（宝塚） 千船病院

千船病院付属
千船腎臓・透析

ｸﾘﾆｯｸ
老健ユーアイ

おかじま病院

有料老人ﾎｰﾑ
ｽﾛｰﾗｲﾌおかじま

愛仁会本部
杏和総合医学
研究所

明石医療ｾﾝﾀｰ

明石医療ｾﾝﾀｰ附
属看護専門学校

尼崎だいもつ病院

大阪府 豊中市
吹田市

兵庫県 宝塚市・尼崎市

大阪府 高槻市

大阪府 大阪市

社会福祉法人愛和会

福祉避難所開設・運営マニュアル作成の取り組みについて

社会福祉法人愛和会
特別養護老人ホーム宝塚あいわ苑
施設長 長尾 雅子
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ご清聴ありがとうございました。

『職員の努力』

『法人の支援』

『地域で活動している諸団体との連携』

6．まとめ

三位一体となって活動することが重要

地域団体との連携法人の支援

職員の努力

5．熊本地震での災害派遣へ②

・公務出張として災害派遣ができるよう、第1班派遣
から2週間後の運営会議にて、公務出張規程を改訂。

公務出張扱いとする災害ボランティア派遣について、

①公務出張扱いとする場合
②派遣期間中の旅費・手当に関する取扱い
③休日に関する取扱い

を定め、「法人が依頼されたもの」、「本人からの申
し出によるもの」、「派遣中の土日は休日として取
り扱う」こととした。

派遣を行った社会福祉法人順和会（熊本県南阿蘇村）

5．熊本地震での災害派遣へ

・4月28日（木）午後10時ごろ
後藤先生より専門職の現地支援要請

・4月29日（金）未明
法人本部との調整（本部局長・統括部長）
職員との調整

・4月29日（金）午前11時
派遣承認

・4月30日（土）午前0時
第1班出発

要請からわずか2日で現地入りし、支援を開始

・4月30日（土）午後5時
現地での支援（夜勤）開始

法人の迅速な意思決定が支援を後押し

• 第1班 4月30日 5月10日 3名
• 第2班 5月10日 5月21日 3名
• 第3班 5月21日 6月01日 3名
• 第4班 7月01日 7月07日 3名
• 第5班 7月08日 7月14日 3名

熊本への現地支援の実績

ボランティア保険にも加入し、現地で登録

4-3-4．法人の支援

まかないくん

アンブルボード

炊き出し用機器の「まかないくん」や、アンブルボードなど災害時の必需品となる備品の整
備にも取り組み、3年間で約100万円の設備投資を行った。こうした備品は地域とも共有し、
地域の資産として活用している。

ポータブルガス発電機

暗闇で発光します

トランシーバー、保存食

近隣小学校の防災訓練や避難訓練だけでなく、地域団体主催のイベントや行事にも積極的
に参加をし、交流を深める良い機会をつくっている。

4-3-3．法人の地域活動への参加状況

「民生児童委員定例会」へ継続的に出席し、情報共有を行い、地域包括
支援センターと連携して地域ケア会議を開催。

定例で開催している「地域つながる会議」内でも情報共有があり、地域課
題の抽出や分析を実施。

多職種連携や協働を目標にした試みとして、第5、第6地区合同で、「医
師・歯科医師を含む専門職の交流会とケース検討会」を行った。

訪問看護ステーションによる、「インフルエンザの理解」、「タオル体操」などの
「ミニ講座をサロンで実施」した。

デイサービスでは、地域のサロンへ出向きクイズやレクを取り入れたミニ講座
を開催した。また、「自治会の防災訓練に参加し、車いす移動についての
説明や実施」を行った。

「赤ちゃん学校へ行こう」のプログラムで、近隣の中学・高校へ児童館利用
者の親子が出向き、中高生と交流を行った。

親子防災教室

地域つながる懇談会

平成28年度も、延べ60回以上の地域活動に参加。
こうした活動が「もしも」のときに生きてくることを自覚し行動。

4-3-2．第５地区における防災の取り組み参加

圏域内の小学校における避難訓練に参加。土のうの作り方や段ボールベッド・仕切り板や炊き
出しなどの訓練に、小学生や地域住民と共に参加し、交流を深める良い機会となる。

長尾南小学校での防災訓練の様子（2016年12月13日）

4-3-1．地域連携会議の開催

実際の災害発生時に、スムーズに行政や地域と災害支援活動ができるよう、
宝塚市と地域団体、佛教大学の後藤先生、愛和会による「地域連携会議」を開
催。具体的な訓練のシミュレーションや、災害発生時のそれぞれの行動について意
見を出しあい、日常から「不測の事態」に備える仕組みを検討している。

地域連携会議の様子（2016年11月15日）
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Ⅰ暫定期 （入所者の命を守れ！）

○時期：発災～６時間を想定
○ポイント
①発災が夜間の場合は夜勤リーダー、日中は本
部長が指揮命令をとる （Ｐ9～10）

②初動対応バックを作成・設置 （表紙）
③参集職員は到着順によって、役割がふられる
（初めに到着した職員が記録用紙・物品を準備）

④参集する際、職員は「防災マップ」に知り得た被
害状況を記入していく （Ｐ17）

⑤入所者をひとまず1か所に集め、適宜、対応を
開始する

Ｐ．８～２２Ⅰ暫定期 （入所者の命を守れ！）

○時期：発災～６時間を想定
○ポイント
①発災が夜間の場合は夜勤リーダー、日中は本
部長が指揮命令をとる （Ｐ9～10）

②初動対応バックを作成・設置 （表紙）
③参集職員は到着順によって、役割がふられる
（初めに到着した職員が記録用紙・物品を準備）

④参集する際、職員は「防災マップ」に知り得た被
害状況を記入していく

⑤入所者をひとまず1か所に集め、適宜、対応を
開始する

Ｐ．８～２２
24：00標記で記入

到着順 役割 到着時間 部署 氏名 家族の安否 参集手段

例） 23:30
ヘルパーステーショ
ン

愛和　花子
夫が足を負傷。他全
員無事

自転車

1 3Ｆ利用者対応

2 4Ｆ利用者対応

3 3Ｆ利用者対応

4 4Ｆ利用者対応

5 設備復旧

6 設備復旧

7 3Ｆ利用者対応

8 4Ｆ利用者対応

9 3Ｆ利用者対応

10 4Ｆ利用者対応

11 3Ｆ利用者対応

12 4Ｆ利用者対応

13 3Ｆ利用者対応

14 4Ｆ利用者対応

15 生活環境の整備

16 生活環境の整備

17 生活環境の整備

18 生活環境の整備

19 備蓄食料の準備

20 備蓄食料の準備

21 備蓄食料の準備

22 備蓄食料の準備

23 一時避難者対応

24 一時避難者対応

25 一時避難者対応

※　原則7.5時間勤務で1時間の休憩を必ずとる。
参集①番目の職員から記入。

Ⅰ暫定期 （入所者の命を守れ！）

○時期：発災～６時間を想定
○ポイント
①発災が夜間の場合は夜勤リーダー、日中は本
部長が指揮命令をとる （Ｐ9～10）

②初動対応バックを作成・設置 （表紙）
③参集職員は到着順によって、役割がふられる
（初めに到着した職員が記録用紙・物品を準備）

④参集する際、職員は「防災マップ」に知り得た被
害状況を記入していく

⑤入所者をひとまず1か所に集め、適宜、対応を
開始する

Ｐ．８～２２発災からの日数カウント

○17時に発災の場合 → 当日を1日とカウント

○18時に発災の場合 → 翌日から1日とカウント

Ｐ．8

本運営マニュアルの骨子

○主に休日・夜間における大規模災害を想定
○フェーズ（時間経過）により、５つの章立て

：

Ⅰ 暫定期 災害発生直後から６時間経った混乱状態の中で
法人災害対策本部が立ち上がるまでの期間

Ⅱ 初動期 発災６時間～３日目までで法人災害対策本部を
立ち上げ、安定した体制を整える期間

Ⅲ 展開期 福祉避難所開設 おおよそ災害発生3日後～約
2週間程度までの期間（日常性を確立する期間）

Ⅳ 安定期 おおよそ災害発生3週間目以降の時期（被災者
の多様なニーズへの対応が求められる期間）

Ⅴ 撤収期 周辺のライフラインが回復し、被災者にとって本
来の生活が再開可能となる時期

Ｐ．7マニュアル作成において必要な事

地域 行政

施設
（災害対策本部）

ボランティア

全体の把握 各班の核

マニュアル作成において必要な事

人 時間 労力

職 員 の 協 力

福祉避難所設置・運営
マニュアル策定について

報告者 長尾 雅子 ・ 阪本 大地

（特別養護老人ホーム宝塚あいわ苑

施設長 ・ 特養介護主任／兵庫県宝塚市）

平成２９年１月１２日
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職員の安否確認

○「よい子ネット」（インターネットによる安否確認）を
活用した安否確認を実施。全職員はメールの配信
を確認後、メールの開封確認を必ず行う

○安否確認を担当する者が既読者の確認を行う
○確認後、未読の職員が施設内に出勤していない
か、電話連絡が可能であれば電話連絡、出勤職
員の中で安否確認が確認できていないかを調べる

○上記の段階で確認が取れない場合、３日目まで
一旦保留とし、３日目以降に確認が取れない職員
を対象に自宅まで捜索に行く

利用者の安否確認の仕組み

Ａ事業所

Ｃ事業所

Ｄ事業所

Ｅ事業所

Ｆ事業所

あいわ苑

Ｂ事業所
地域包括支援Ｃ
（第５地区管轄）

地域、各事業所から
安否確認情報の報告

自治会、まち協、民協
（第５地区エリア内）

市役所
介護保険課

兵庫県

国

利用者の安否確認

○「安否確認マニュアル」を作成
○電話もしくは訪問にて安否確認を行う
○災害発生時、利用者の中でも独居高齢者や避難
所まで避難できない方等を優先的に安否確認を
行い、被災状況の確認と救助の要請を行い、利用
者が１日でも早く安心して生活できるように努める

○訪問に関しては、事前に把握しているバイク、自
転車等を活用する

○安否確認活動基準 （職員の安全保全のため）
４月～９月：９時～１７時３０分
１０月～３月：９時～１６時

Ⅱ初動期 （迅速に体制を整えろ！）

○時期：６時間～２日を想定
○ポイント
①災害対策本部の立ち上げと本部長（指揮命令
者）を１５位まで想定。優先順位の高い者が指揮
命令をとる）

②利用者・職員の安否確認を開始
（職員の安否確認はインターネットによる確認）

③福祉避難所、緊急入所の立ち上げ準備開始
④行政、業者との連絡調整を試みる
⑤職員間の情報共有を促すための「掲示板」を設
置（４箇所。同様の情報を掲示）

Ｐ．２３～７１

災害対策本部の役割

班 係 業務

総務 職員管理 職員緊急勤務管理、参集職員の把握
ボランティア対応、家族の安否確認

渉外 行政、業者、その他機関との連絡調整

情報収集 災害対策に関わる情報収集、記録

経理 必要経費、領収書管理

食料 食料・飲料水の確保、調理・食事提供

設備 居住スペース、生活物資等に関わる管理

安否
確認

本部連携 安否確認の集約、本部との調整

出動者 利用者の安否確認の実施・訪問

入所受入 福祉避難所、緊急入所等の調整

特養 特養・福祉避難所入所者等の生活支援

災害対策本部の機構図

本部長 副本部長

経理係

情報収集係

渉外係

職員管理係

総務班長

設備班長

食料班長

安否確認班長

特養班長

入所受入班長

本部長優先順位
①施設長
②援護科科長
③援護科主任
④事務主任
⑤援護科副主任
⑥援護科副主任
⑦事務副主任
⑧在宅支援科長
⑨訪問看護科長
⑩在宅支援ＣＰＣ
副主任

⑪在宅支援ＨＳ
主任

⑫在宅支援ＨＳ
副主任 ・・・

Ⅱ初動期 （迅速に体制を整えろ！）

○時期：６時間～２日を想定
○ポイント
①災害対策本部の立ち上げと本部長（指揮命令
者）を１５位まで想定。優先順位の高い者が指揮
命令をとる）

②利用者・職員の安否確認を開始
（職員の安否確認はインターネットによる確認）

③福祉避難所、緊急入所の立ち上げ準備開始
④行政、業者との連絡調整を試みる
⑤職員間の情報共有を促すための「掲示板」を設
置（４箇所。同様の情報を掲示）

Ｐ．２３～７１参集職員の役割

到着 業務

1～4 （入所者対応） 3階、4階の利用者への対応

5～6 （設備確認・交通状況確認） 警備員とともに館内の
ライフライン確認、施設周辺の交通不可箇所の確認

7～14 （入所者対応）入所者の安全確保・避難誘導

15～18 （居住環境整備）居室、廊下、デイルーム等の安全確
認及び環境整備

19～22 （食料確保）備蓄物資の確認、水分の確保

23～25 （一時避難者対応）地域住民が避難してきた場合、適
切な指定避難所、病院等への誘導説明

※暫時的に到着順の職員が役割を果たすが、入所者対応
等は専門職員が到着した段階で役割を入れ替える

Ｐ．13
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健康管理

○感染防止
手洗いの声掛け、介助 マスクの着用
定期的な換気

○生活不活病の予防
出来る人は身の回りのことは自分でしてもらう。
職員の手伝いなど、役割を持ってもらう。
簡単なレクや作業などを毎日の日課に取り入れる

○こころの健康保持
不安や、心配の訴えを傾聴する。

食事管理

○食品の衛生管理
持ち込みの食品や、配布した食品は早めに食べる
よう呼びかけ、残ったものは回収し廃棄する。

○特別食の準備
一般食が難しい利用者については、特養班がラコ
ールを手配し提供する。

衛生管理

○入浴及び清拭

○寝具の管理

○居住空間の衛生管理

○トイレの衛生管理

福祉避難所入所者受入れ手順

作業 内容

□市役所⇒開設要請 災害対策本部検討⇒受理

□受入人数の確認 この際、行政と福祉避難所受入れ／緊
急入所／定員超過の人数調整要

□受入者の状況確認 状況確認、搬送方法の確認等

□受付設置・開始 受付・看板を設置、アセスメントの実施

□全身状態の確認 確認後、フロア職員への引継ぎ

□居住場所での対応 バイタルチェック、施設の説明

□書類の整理・報告 避難者人数確認、総務班への報告

□個人ファイル作成 記録化、退所支援計画の作成（この時
点で無理であれば展開期より開始）

Ⅲ展開期 （福祉避難所を開設せよ！）

○時期：３日～１４日を想定
○ポイント
①行政から依頼を受け、福祉避難所を開設する
②外部支援者の受入れ準備および開始（厚労省
のマッチングシステムを想定）

③衛生管理・食事管理・健康管理の徹底
（特に心身機能の低下防止、自立支援を意識）

④職員の安否確認の完了および職員の労務管理
の徹底（通勤、勤務シフト、休暇、残業管理等）

⑤通所サービスの再開（デイサービス、保育所、児
童館等）

Ｐ．７２～８９Ⅱ初動期 （迅速に体制を整えろ！）

○時期：６時間～２日を想定
○ポイント
①災害対策本部の立ち上げと本部長（指揮命令
者）を１５位まで想定。優先順位の高い者が指揮
命令をとる）

②利用者・職員の安否確認を開始
（職員の安否確認はインターネットによる確認）

③福祉避難所、緊急入所の立ち上げ準備開始
④行政、業者との連絡調整を試みる
⑤職員間の情報共有を促すための「掲示板」を設
置（４箇所。同様の情報を掲示）

Ｐ．２３～７１

福祉避難所の開設準備
作業 内容

□ライフラインの確認 水道、電気、ガス等の再点検

□交通状況の把握 周辺の道路状況の確認（搬送確認）

□備品確認 備品の確認

□緊急シフトの作成 各班リーダー・３日目以降のシフト作成

□情報収集 宝塚市からの情報を収集、掲示

□開設の協力要請 各機関への当面の運営協力を依頼

□室内の安全確保 破損物の撤去、清掃

□食料・材料の把握 食事の準備、流動食等の確認

□機材・物資の準備 段ボールベット設置、簡易トイレ等準備

□居住スペースの確保 収容人員の確認、レイアウト変更

□専門Ｖ受入れ準備 外部支援者の受入れ体制の整備

Ⅱ初動期 （迅速に体制を整えろ！）

○時期：６時間～２日を想定
○ポイント
①災害対策本部の立ち上げと本部長（指揮命令
者）を１５位まで想定。優先順位の高い者が指揮
命令をとる）

②利用者・職員の安否確認を開始
（職員の安否確認はインターネットによる確認）

③福祉避難所、緊急入所の立ち上げ準備開始
④行政、業者との連絡調整を試みる
⑤職員間の情報共有を促すための「掲示板」を設
置（４箇所。同様の情報を掲示）

Ｐ．２３～７１
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本マニュアルを活きたものにするために

○訓練の実施

①年に1回、地域の防災訓練と連動した福祉避難
所開設訓練の実施

→発災時、参集職員の利用者対応や環境調整
3日目からの受入れ訓練等・・・

Ⅳ安定期 （心身機能低下に留意せよ！）

○時期：１５日～を想定
○ポイント
①日課については、できる限り、通常に戻す
②入所者の退所支援計画を策定（可能ならば展
開期～策定）

③避難者に役割を担ってもらい、自立を促す
④運営に係る経費等の出納チェック、精算作業
（レシート・領収書の回収）

⑤入所者の入退所調整の開始（自宅、仮設住宅、
特養入所等への調整業務）

※この後、撤収期 （Ｐ．108～124） に続く・・・

Ｐ．９０～107
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まとめ

※この３年半年を振り返って・・・

○施設職員の信頼関係構築

○地域関係者との関係強化

○自地区の防災力向上

本マニュアルを活きたものにするために

○班別訓練の実施

②月に1回（3ヶ月に1回）各班ごとの訓練の実施
食事に関わる設備操作や段ボールベッドの組み
立て。受入に際してのレイアウト変更訓練の実施
利用者の安否確認訓練

－ 140 －



人と防災未来センター

第５回個別性に配慮した福祉避難所の在

り方研究会

日時：平成２９年２月１０日

○司会　定刻になりましたので、第５回

個別性に配慮しました福祉避難所に関す

る研究会を始めさせていただきたいと思

います。

　まず、開会に当たりまして、研究部の

部長の芳永のほうから一言御挨拶申し上

げます。

○芳永研究部長　皆さん、こんにちは。

いつもお世話になります。今、御紹介い

ただきました人と防災未来センター研究

部長の芳永でございます。本日はお忙し

いところ、どうもありがとうございます。

　前回のこの研究会では、兵庫県内で福

祉避難所が何カ所あるとか、そういった

話を御紹介させていただきました。それ

で、実は私ごとで恐縮ですが、私、兵庫

県の職員ですが、災害対応とか防災の職

について、かれこれ１５年ほど経ちます。

それで、この１５年の間に、やはり皆さ

んと同じで、災害対応とか防災、そうい

った動きというものがなぜなかなか進ま

ないのかなと、常に自問自答しておりま

す。これは別にこういった災害対応のこ

とのみならず、普段の生活の中とか、仕

事、そういった中でどう改善していった

らいいかと、考えのその流れの中ですが、

個人的にいろいろそういったことを考え

たときに、こういった災害対応、防災活

動がなかなか進まないのは、少し言い過

ぎかもしれませんが、経済活動の原理原

則になかなかそういったベースに乗りに

くい部分というのが一つの大きなところ

かなと、なじまないと言いますか、そう

いったところが大きいと思います。

　これは行政の仕事というのは大体そう

いった利益追求とか、その辺から外れた

部分で進んでいますので、大きな課題、

行政的な問題というのは、当然そうなる

わけなのですが、さりとて環境問題です

とか、あと健康福祉、そういったものを

考えたときに、やはりかなり進んでいる

例えば環境問題を考えますと、昔は野放

し状態だったものが、最近ではエコカー

減税の導入ですとか、あと普通の経済活

動を照らし合わせたときに、例えば普段

の生活の中で詰めかえ用のボトルとかシ

ャンプーとかあります。そういった財布

に優しい、そういったものがどんどん進

んでいるのかなと思います。

　それをそういった経済活動になかなか

乗りにくいという部分について、果たし

て災害対策の状況はどうかと考えたとき

には、なかなか人々の意識といいますか、

最近では気象変動による極端現象が増え

ていたり、内陸型地震であったりとか、

そういった意味で人々のリスクに対する

認識というのは高まっておりますし、ま

た高齢者、少子高齢化、そういった社会

の中で、社会的にどうしたらいいだろう

かと、そういったことで福祉避難所をは

じめとする、高齢者とか災害時要配慮者、

そういった対応をどうしたらいいかとい

う皆さんの認識、課題認識というのはス

タートしたところではないかと思います。

　ただ、残念ながら、そういった課題の

認知は進んでいるのだけれど、まだまだ

そういう社会的な課題解決のプロセスの
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中ではスタートしたところにすぎないと

いう状況であると思います。

　例えば、阪神・淡路大震災のときを考

えますと、当時は収容者、避難された方

を収容するのに精一杯であったという状

況でしたが、昨今では要支援者のリスト

というのはほとんどの自治体で策定して

いる状況にあって、今年度中には大体９

９％全国の自治体で策定しているという

状況になると言われています。

　それで、今から我々は次のステップに

進んでいかないといけないわけですが、

行政が単にリストを持っているだけでは

なかなか災害対応というのは進まない。

これは当然のことです。普段からの平素

の訓練、そういったものを進めるには、

そういったリストを自主防災組織ですと

か、社会福祉協議会とか、また皆さん、

社会福祉施設とか、そういった方々と共

有して訓練を進めるとか、そういった次

のステージに進んでいるのかなと思いま

す。

　例えば、ここ地元の兵庫県でも１月１

６日に記者発表が行われまして、新たな

条例をつくる、あった条例を改正するの

ですが、県内の市町村、市と町ですが、

そういったところに要配慮者のリストを

共有する条例をつくるように進める、そ

ういった県の条例をつくるというか、改

正する。全国初ですが、そういった動き

もあります。

　ただ、そういったことをしているだけ

ではなかなか進まないということで、や

はり社会的な、社会、我々全員と新たな

動き、そういったものに変えていかなけ

ればならないということで考えているわ

けですが、今回、この研究会でお話しし

ています福祉避難所です。この福祉避難

所をどうするかということは、福祉避難

所は体に優しい施設となるわけで、この

研究会で議論されている運営のノウハウ

ですとか、新たなハード面の整備、そう

いったものはこういった福祉施設のみな

らず、一般の避難者、避難所の改善にも

必ずや繋がって、応急時を中心とした被

災者の生活改善にも大きく貢献すると

我々は考えております。そういった意味

では、人と防災未来センターの研究部で

もこの研究会の活動に非常に注目してい

るところであります。

　それで、本日は具体的な話について

我々、学んでいきたいということで、昨

年４月、熊本地震が発生したわけですけ

れども、そこの被災地からお二人、先生

をお招きして、新たな最近の動向ですと

か、御苦労された点、そういったことに

ついて情報共有とか図っていきたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。

○司会　ありがとうございました。

　申し遅れました。本日、司会進行を務

めさせていただきます研究部の高田と申

します。よろしくお願いいたします。

　本日は益城町から丸山様と、それから

特別養護老人ホームひろやす荘から永田

様にお越しいただきまして、昨年の４月

に発生しました熊本地震での御苦労や、

御体験をお聞きしたいと思います。

　本日はお話の後に意見交換をする時間

をとっていきたいと思います。

　お手元に意見交換に関する準備シート

をお配りしているかと思いますけれども、

これを前半の御講演の中で、こういうと
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ころをもうちょっと聞きたいとか、自分

のとこはこうだとか、何でもいいです、

いろいろとコメントとか、質問とか、そ

ういったものを書いていただければなと

思います。そうしましたら、時間も限り

がございますので、早速お話を伺いたい

と思います。

　まずは、益城町から丸山様に。よろし

くお願いいたします。

○丸山氏　皆様こんにちは。熊本県益城

町から今回お呼びいただきました福祉課

の丸山と申します。本日は、拙いながら

ですが、昨年の４月に起こりました熊本

地震における私が経験しました福祉避難

所の運営や、その他諸々について御説明

させていただければと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。

　それでは、本日の説明は、私の体験、

経験が中心となりますので、抜け落ちて

いる部分も多々あるかと思います。詳細

な検証というのは、今現状、町のほうで

進めているところになりまして、またそ

れが終わり次第、益城町のホームページ

等で御紹介できるのではないかと思いま

す。

　今回の熊本地震、４月の１４日に起こ

りましたが、４月の１４日前震、４月の

１６日本震、このころは福祉避難所に全

くかかわっておらず、町にある保健福祉

センター「はぴねす」というところで、

一般の避難所の避難者対応をずっと行っ

ておりました。発災から約半月後ぐらい

の５月のゴールデンウイークが始まる前

ぐらい、５月３日ぐらいから避難所対策

チームという特命チームに配属されまし

て、一般避難所の方が閉じる１０月３１

日までそちらのほうに在籍しておりまし

た。

　最初は避難所対応をしていたのですが、

そのような中であっても通常業務をしな

いといけませんでしたので、壊れた本庁

に仕事に戻ったら、他課の係長に突然

肩をつかまれて、「今からここでおまえ、

避難所対策チームをやれ」と急に言われ

ました。一回は「いや、そういうのはちゃ

んと上司を通してください」ということ

で抵抗したのですが、「いや、そういう

事態じゃないから」ということで、「しょ

うがないな、そういう事態なら、そこで

仕事をしなくちゃいけないのかな」とい

うことで、避難所対策チームで仕事をす

るようになりました。１０月末に益城町

の指定避難所の閉鎖をさせていただいて、

１２月７日ごろに福祉避難所を閉じるこ

とができました。それ以後、益城町の災

害救助法の精算業務や、取りまとめ業務

をさせていただいております。

　本日は、福祉避難所ということですの

で、避難所対策に肩をつかまれた５月３

日以降のお話が多くになるかと思います

が、よろしくお願いいたします。

　それでは、本当にお礼にはなりますが、

熊本地震では、本当に多くの、全国各地
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から被災直後から御支援、御協力、関西

からは関西広域連合という大きな団体や、

こちらの人と防災未来センターから、御

協力いただきまして、心からお礼を申し

上げます。被災した者として、また現場

のほうに携わったことができたというと

ころで、皆様にその体験を少しでもお伝

えできればと思いまして、本日お呼びい

ただいたところになります。

　まず、熊本県益城町の被害状況につい

て御説明をしたいと思います。次に、私

自身も５月３日になるまで指定避難所と

福祉避難所の違いを、また福祉避難所と

いう言葉自体、知らなかった状況にあり

ますので、そこの復習も兼ねて、簡単に

避難所の違いや避難者の推移等をまとめ

ておりますので、御説明したいと思いま

す。最後に、福祉避難所の取り組みにつ

いて、三つの時期、立ち上げ、運営、そ

して閉鎖時期についてお話できればと思

います。

　はじめに、益城町の概要ですが、熊本

県のほぼ中心のところにありまして、熊

本で一番大きい熊本市のすぐ隣に所在し

ております。去年までは少しずつ人口も

増えてきておりました。人口は３万４，

０００人程度、世帯数は１万３，０００

世帯です。主な公共施設というのが少な

くて、小学校５校、中学校２校、体育館

と保健福祉センターと交流情報センター

です。交流情報センターというのは図書

館になります。あとは公民館等がありま

す。

　熊本地震による益城町の被害状況です

が、前震は４月１４日、木曜日９時半ぐ

らいに起こっております。１回目は益城

町だけが少し被害があったかなというよ

うな状況であったのですが、この時点に

おいても益城町の避難所は多くできまし

て、避難所の外まで人が溢れるぐらいで

した。大体２８時間後ぐらいの１６日の

朝、未明に２回目の震度７、本震のほう

が起こっております。これ以後、多くの

避難者が、駐車場まで溢れるぐらいの方

が来られました。

　余震が多く震度１以上は４，０００回

以上、震度４以上も相当数来ております。

　こちらの図が益城町の震災後の被害状

況になります。左の図が、地震によって

益城町の地盤が沈下しております。少な

いところで３０センチ、大きいところだ

と１メートル近くの地盤沈下が起こって

おります。６月ぐらいに台風による水害

が起きまして、地震等災害が起こった後

は、引き続き異常気象が続けて起こるこ

ともあるので、避難所をつくる場所とい

う点から考えても難しいと感じました。

　右の図は家屋の被害状況となっており

ます。益城町の中心部というのは、全壊

の赤色が集まっている中心のところです。

緑と赤が多いところですが、そこに益城

町役場がありますが、その周辺地帯とい

うのは被害が大きくて、最近だと大分、
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公費解体も進んできまして、役場の屋上

から見るといろんなところが更地になっ

てきている状況です。

　こちらが益城町の被害状況になります。

人的被害、もちろんお亡くなりになられ

た方いらっしゃいますが、亡くなられた

方の人数が過去の災害に比べて少なく済

んだというのは、地域の消防団や区長さ

ん、いろいろな方が御協力していただい

たおかげだと思っております。

　ただ、家屋の被害はとても大きく、約

５，０００棟、６，０ ００棟、益城町の

家屋というのが大体１万棟ぐらいになり

ますので、ほぼ半数以上の家屋が半壊以

上となり、皆さん応急修理や、仮設住宅、

みなし仮設に移られたり、まだ修理をさ

れている方は多くおられます。それ以外

にも塀が崩れたり、壁にひびが入ったり、

そういう状況になっております。

　避難者の状況としまして、延べ避難者

数、約３７万人。最大避難者が４月１７

日朝、これは多分最初に人数を調べる

ことができたころなのかなと思います。

１万６，０００人。益城町の人口の約半

数の方が避難所に来られました。

　次に、こちらが写真になっております。

震災前は益城町のメインストリートとい

いますか、自動車が一番通るところです。

震災直後というのが、家屋が倒れていた

り、地面の隆起であったり、地割れで

あったりというのが起こりまして、歩き

や、パンクを覚悟しながらの車の運転と

いうのでなければなかなか通れないよう

な状況になっておりました。下の３枚が

益城町でも特に被害が大きかった役場周

辺になります。

　これは山間部や、役場の近くのところ

になります。道路等が地割れ、倒壊家屋

になっておりまして、多くの方は歩きで

避難されておられました。車で出られた

方は、道がまだ通れるようなところから

車を出されていました。また前震のとき

には車を動かせるぐらいの道路ではあっ

たので、そのころに車で避難された方と

いうのは、車で避難所に来られていたか
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と思います。本震になると車も動かせな

いような状況でしたので、皆様、歩きや

自転車で避難されていました。

　ここまで熊本地震における益城町の被

害状況のほうを御説明させていただきま

した。

　ここから一般避難所と福祉避難所等に

ついて御説明していきたいかと思います。

　この表は、福祉避難所や、一般避難所、

緊急入所、そして病院という四つの避難

場所について簡単にまとめたものになり

ます。多くの方が避難された一般避難所、

こちらが小・中学校になります。特に、

熊本、夏が暑かったので、一般避難所に

エアコンを後から入れました。ただ、エ

アコンを入れた上で、熱中症の方等も多

く出ております。つまり暑い地域におけ

る避難所というのは、冷房機能がない場

合を考えると、高齢者を簡単に受け入れ

られないのではないかと本当に思いまし

た。震災において、すぐに冷房が入れば

いいのですが、入らない場合は、そうい

うところまで含めて暑くなる前に考えて

おかねばならないと思います。

　２番目に福祉避難所ですが、福祉避難

所、益城町だとホテルも福祉避難所とし

て今回利用させていただきました。また、

特別養護老人ホームや、多くの福祉施

設を福祉避難所として利用しました。

　次に、ここからは災害救助法から外れ

てしまいますが、緊急入所という形で特

別養護老人ホーム、老人福祉施設等に多

くの介護度の高い方が入られました。

　最後は入院です。入院に関しましては、

多くは災害救助に来られました医療者の

方が判断されたことが多かったです。入

院の判断を町でするというのは難しかっ

たので、応援に来られた医療関係者の方

には本当に感謝するばかりでした。

こちらが一般避難所における避難者の推

移です。前震の４月１４日、その後に本

震の４月１６日、その次の日の朝、４月

１７日に数えたら１万６，０００人の避

難者がおられました。その数値の推移を

見ますと、１カ月経つごとに大体半数

になっていきました。５月中旬には７，

０００人程度。２週間で大体半数が減っ

ていくようなイメージです。そういう形

でどんどん人数は減っていくのですが、

大体６月に入ってきますと避難者の数が

著しく減らなくなります。このころにな

ると、仮設住宅とか、応急修理、みなし

仮設住宅、こういうところに入らない限
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りは、なかなか避難所から出たくても出

られない方が多く残られます。

　益城は余震も多くて、余震が怖いから

避難所におられるという方もおりました

が、避難所におられても、本人の体もき

ついというとこで、出て行ける方という

のは早々に出ていかれました。

　そのような形で少しずつ人数が減って

いきまして、みなし仮設、仮設住宅が建

ち上がってきたところで目をみはるよう

に人数が減っていきました。発災から６

カ月半後、１０月末をもって益城町の最

後の避難所である総合体育館は閉鎖をす

ることができました。指定避難所の最終

的な延べ避難者数というのが、先ほども

出ました３８万人程度となっております。

　次に、福祉避難所における避難者数等

の推移になります。震災前の避難所の協

定は益城町に５施設ございました。ただ、

５施設のうち、被災によって避難者の受

け入れ自体ができないところもございま

したし、一般の避難者の方が多く入り過

ぎて、要配慮者の方をなかなか受け入れ

ることができなかったところもあります。

こちら福祉保健センター「はぴねす」と

いう町の施設ですけれども、こちらは全

く福祉避難所としては機能しませんでし

た。

　ただ、そういう中にあっても多くの福

祉施設の方が要配慮者の方等を引き受け

ていただきまして、現在、精算を行って

いる段階ですが、このときから１６施設

増えて、全ての福祉避難所の数としては

２１施設の福祉避難所ができました。

　避難者の延べ人数としまして大体３万

５，０００人程度、およそ一般避難所の

延べ避難者数の約１割ぐらいに当たる方

が福祉避難所におられました。

このグラフで、５月末ぐらいから少し福

祉避難所における避難者数が増えており

ますが、益城町でトレーラーハウスによ

る要配慮者の受け入れを行いましたので、

こちらが大体６月頭、５月末から避難者

受け入れをできるようになりましたので、

そこから６月末まで避難者数が増えてい

ます。

　７月になってくると一般避難所と同様

に、仮設住宅や、みなし仮設に入居でき

る方が、どんどんそちらのほうに移動さ

れていきました。こちらについては、発

災から８カ月後の１２月７日をもって、

益城町の福祉避難所を全て閉鎖すること

ができました。

　一般的に、普通の指定避難所に比べて

福祉避難所、どうしても要配慮者の方が

入られますので、開所期間が長くなる傾

向にはございますが、多くの避難所、福

祉施設の方の努力によって、これだけ早

く避難所が閉められたことは本当にあり

がたかったです。町が全ての避難所を回

ることができない中、福祉施設の方に多

く御協力いただいたという結果だと思っ

ております。
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　それでは、次に、福祉避難所への町と

しての取り組みについて御説明していき

たいと思います。内容としましては、立

ち上げ時期、およそ立ち上げ時期という

のが大体４月末から５月いっぱいと思い

ます。２番目に運営時期。こちらが大体

６月、７月ぐらいです。最後の３番が８

月以降かなと思っております。

　それでは、まずは立ち上げ時期の取り

組みについて見ていきたいと思います。

立ち上げ時期の取り組みですが、まず町

として取り組んだこと４点挙げさせてい

ただいております。もちろんこれ以外に

も多くのことを取り組ませていただきま

したが、時間の関係上、４点にまとめさ

せていただきました。

　まず１点目。もともと指定避難所、ま

た福祉施設、福祉避難所になっていた５

施設というのが、先ほど申したとおり、

被災したり、施設の一部が指定避難所に

なったりしましたので、要配慮者の方を

受け入れる施設が足りなくなってしまい

ました。この点が町としては早い段階で

分かっておりましたので、できるだけ早

く新たな福祉避難所を開設・運営をす

る必要があるというところで、状況確認、

益城町の周辺の福祉施設であったり、介

護ができるところであったり、施設をい

ろいろ回らせていただいたり、お電話さ

せていただいて、受け入れ状況、受け入

れができるかどうかというところを５月

頭ぐらいにさせていただいております。

　二つ目に、福祉避難所につきまして、

いろいろな福祉施設の方に、福祉避難所

をお願いしますと言うことはできるので

すが、その費用はどうなるのかというこ

とで、これは多くの施設の方から御質問

いただきました。もちろん皆様、費用は

置いといて、受け入れはできるというこ

とでおっしゃってはいただけますが、今

後も同じような被災があった場合等を考

えると、施設に負担をかけることはでき

ませんので、その点を県や国と協議を行

わせていただきました。

　福祉避難所の費用というのが、人件費

は要配慮者１０人に対して１人、その１

人というのは２４時間で１人なのかとか、

例えば８時間の１人なのか、いろいろな

そういったことがありまして、元々福祉

避難所としての協定を結んでいればある

程度その協定に基づいてできるのですが、

益城町も多くの福祉避難所でお願いした

ところになりますが、そういうところは

まだ詰まっていませんでしたので、県の

ほうに御相談させていただきました。

　ただ、県の方でもまとまっておりませ

んでしたので、県の指示が出るまで待っ

てくださいというお返事が多かったです。

そんな中で、現状を町としてもお伝えし

ながら、ただできる限り負担はかけませ

んと、福祉避難所の方にはお願いをして

おりました。

　ただ、費用関係の面や、人員について

負担が出るのではないかという不安の中

で、福祉施設の方には御協力いただきま

したので、この点は本当に感謝しており

ます。

　３点目につきましては、この時期の益

城町の最大の課題というのが、全ての避

難所が予想の収容人数を、町の想定を大

きく上回っておりました。人口密度が非

常に高いような状況です。益城町の総
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合体育館は、人が重なり合って寝てい

るような状況です。少し歩くと人の足に

当たってしまう、避難経路もないような、

そういう状況でした。

　そのような１カ所に多くの人が滞在す

るという状況だと、やはり衛生面で、清

潔な生活環境を維持するというのが非常

に難しかったです。そういう中で、感染

症の発生や蔓延といった、健康上の被害

が出なかったのは、やはり多くの支援の

方が来ていただきまして、消毒薬であっ

たり、手拭きであったり、水の給水であ

ったり、そういうところに努めていただ

いたおかげで何とか起こらなかったのか

なと。本当に起こってもおかしくないよ

うな状況だったと思っております。

　また、感染症以外にも、スペースがな

いことから、生活不活性化のような事例

も挙げられております。

　ただ支援の方も多くこの時期にいただ

いておりましたので、そういう皆様が、

個別にいろいろな被災者に回られており、

情報は各団体にありますが、その情報自

体が全然まとまっていない状況にありま

した。そういう状況で何度も何度も避難

者の方に質問をしてしまうような状況は

好ましくないというところで、関係者に

よる調整会議、こちらは要配慮者の把握

のための関係団体調整会議を開かせてい

ただきまして、各避難所にいる要配慮者

の方や、在宅にいる要配慮者の方、また

福祉避難所におられる要配慮者の方とい

うのを調べていきました。こちらの会議

をしたことで情報の共有及び二重の質問

というのが、それ以後は減ったのかなと

は思っております、避難所の状況、情報

を集めさせていただいて、どのような対

策ができるかをその場で話して合ってい

きました。

　四つ目ですが、これは益城町内にある

福祉避難所については、一般避難者の方

が多く来られました。こちらは通常であ

れば福祉避難所なので、２次避難という

ところで要配慮者の方だけ入っていただ

くのが本来の姿ではあるのですが、一般

の方も多く入られましたので、なかなか

福祉避難所としての機能に特化できな

かったと思います。

　このような形になったので、福祉避難

所に入られている一般の方につきまして

は５月中旬ぐらいで一般避難所のほうに

お戻りいただいたり、移動のほうをお願

いしたりしました。

　こういう形で移動をお願いした場合、

住民の説明など、そういうのが大変にな

るのかなと思っていたのですが、福祉避

難所につきましては施設の御厚意で、い

ろんな御協力を多分住民の方も受けられ

たかと思うので、そういう経緯で、この

施設には本当にお世話になりましたとい

うことで、快く皆様受けていただいて、

一般の避難所であったり、自宅であった

り、そういうところにお戻りいただけま

した。施設の方の努力といいますが、献

身的なところというのは、本当に並々な

らぬものがあったのではないかと思って

おります。

　次に、立ち上げ時期の課題になります。

まず、この時期の反省点ですが、福祉避

難所及び福祉施設等の全体的な把握とい

うのができませんでした。かつ、全体像

が少しわかってきたとしてもそれは本部
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だけであって、各施設や、各福祉施設と

の情報共有ができておりませんでした。

　２点目としまして、２点目は福祉避難

所の対象になる方だけではなくて、先ほ

ど言ったとおり近隣の一般の方も多く避

難してきましたので、福祉避難所の機能

に特化できなかったところにあります。

これはやはり町としても事前の周知がで

きていなかったり、住民も、町職員もよ

くわかっていなかったためなのかなと

思っております。

　３点目は町職員でも福祉避難所につい

て把握していなかったように、やはり町

の住民の中でも特に要配慮者の方も福

祉避難所についてよく知らなかったの

で、近隣の避難所に行かれたという方

も多くいらっしゃいました。また、一般

の避難所にいられないので在宅にいらっ

しゃったり、壊れた家の隣の小屋にい

らっしゃったりしました。

　４点目の反省点としまして、町として

指定した福祉避難所は５つだけでしたが、

この５施設以外の施設に多くの避難者の

方が行かれております。施設からや避難

者から町に連絡があるまで、情報を町と

して把握しておりませんでした。

　そのような状況で、益城町だけではな

く、熊本市内や、県内の幾つもの施設か

ら御連絡があり、遠くは長崎まで避難さ

れていた方等もおられます。長崎の福祉

施設から益城町の住民の人がここに来て

いるということをお教えいただいて、初

めてそういう状況を知り得ることもあり

ました。

　この益城町の避難所対策チームという

のは元々、発災後にでき上がった特命チ

ームになりまして、私たちのチームが福

祉避難所だけではなくて、全ての避難所、

指定避難所や、指定外の公民館におられ

る方とか、そういうところまで対応して

おりましたので、全ての対応がうまく進

んだというわけではございません。町職

員も元々６名以下で行っておりまして、

６月ぐらいからは徐々に通常業務に移行

しておりましたので、６月以降ぐらいに

は４名、または３名と減っていき、１０

月末のときに大体２名ぐらいで行ってい

ました。

　それでは、次の運用時期についてです。

運用時期の取り組みについてですが、一

つ目は施設の環境改善及び避難者の退所

支援のための看護師やソーシャルワーカ

ー、社会福祉士などを配置したことにな

ります。これはさきほど震災の際にその

ような方たちが大変活躍されたというこ

とで、人と防災未来センターとか、ほか

の外部団体の方からアドバイスをいただ

き、町のほうで雇わせていただいた。福

祉施設、特別養護老人ホームとか、老人

福祉センターという施設が福祉避難所を

担っていただく場合というのは、そうい

う施設は、次の退所をして、行く先、自

宅に戻られたり、介護度が上がって特別

養護老人ホームに入られたりとか、そう

いうところまで見ていただけますが、益

城町はトレーラーハウスやホテルにも福

祉避難所がございましたので、こういう

ところにつきましては全くの素人しかい

ませんでしたので、こういう方がその時

期に雇えたというのは、非常に助かりま

した。

　特に、６月ころは、益城町としても１
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６名ぐらいの雇用をしたいということで、

ハローワークであったり、ホームページ

にお願いをしましたが、実際に来ていた

だいた方は６名でした。臨時職員で来て

いただいた方、そのうちの４名ぐらいは

大体７５歳ぐらいの高齢者の方でした。

そういう方に避難所の運営などを一緒に

手伝っていただいたりするのは難しいで

す。そういう点で、やはりこれはどこの

福祉避難所とか、指定避難所でも一緒で

すが、人材の獲得ということは通常の給

与体系をもってすると難しいと感じまし

た。

　２点目にこの時期に行う取り組みとし

て、各福祉避難所の状況確認を行ってお

ります。発災当初から福祉避難所の数も

増えて、６月過ぎたころぐらいになって

くると、入所されている方や避難されて

いる方の数は把握できておりましたが、

それぞれの福祉避難所がどのように機能

しているかが私たちはなかなか把握がで

きておりませんでした。そのために、６

月上旬ぐらいから外部団体の方と一緒に、

各施設のハード面とソフト面での状況確

認を行いました。

　例えば、日中、夜間でどれぐらいのス

タッフがサポートしているのかや、施設

のバリアフリーの状況、震災のため、施

設自体も段差が少しできてしまっている

ところも多くありました。また、食事や、

その他の介護の提供がどういう形でされ

ているかというのを一つ一つ積み上げて、

一覧表という形でまとめました。

　しかし、各施設が被災している中で、

不自由の多い中、多くのその場でできる

工夫というのを施設でしていただいてお

りました。町としても物資もない中、工

夫をしていただいておりましたので、ど

うにか皆様に状況や情報の共有ができな

いかというところで設定させていただい

たのが、３点目の福祉避難所の運営調整

会議やメーリングリストの作成というと

ころになります。

　こちらが６月２０日です。初めて福祉

避難所を運営していただいている施設の

方々にお集まりいただいて、一緒に会議

のテーブルを囲みました。こちらの会議、

９月末まで２週間に１回の会議です。そ

れ以後、大体１カ月に１回の会議を開か

せていただきまして、現在までに９回程

度、実施をしております。そういう場で、

顔を合わせて施設の方から情報をお伺い

することで、町としての取り組みの進捗

状況、これは町の施策状況であったり、

一般避難所の状況であったり、そういう

情報を一緒に共有できたり、また逆に施

設からの多くのアドバイス、仮設住宅の

件であったり、要配慮者の件であったり、

個別のケースであったり、そういうとこ

ろのアドバイスをいただきました。

　外部団体の方から教えていただくまで

なかなかそういう会議を開くというとこ

ろまで気が回っていませんでした。実際

することによって、各施設がどういう状

況で、実際の声はこういうもので、どう

いう要望があるかというのが本当によく

わかりました。こういう災害時において

も必要ですが、今後もせっかくできた会

議なので続けていきたいと思っておりま

す。

　５番目は調整会議を開くことができ、

町の余剰物資、多くの支援物資が来てお
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りましたので、オムツであったり、消毒

液であったり、そういうのを各施設の方

にお配りでき、全国からいただいた志で

したので、無駄にすることなく使えたの

かなと思っております。

　６番目は、施設の方も被災している中

で、人的な負担状況というのは大変だと

いうことをお伺いできましたが、ただこ

れ自体を町でどうにかするということは

できませんでした。そういうお話を聞い

て、県のほうに相談させていただき、ど

うにかしてくれというとこでお願いして、

老人福祉協議会であったり、兵庫県の共

同支援ネットワークであったり、そうい

うところと各施設がつながり、支援のほ

うに来ていただきました。

　移りまして、次の運用時期の課題にな

ります。先ほどから申しておりますけれ

ども、やはり生活相談員、人の雇用がな

かなかできず、町として多くの方をお雇

いして、各施設のほうに回っていただい

たり、配置したりというのができれば一

番よかったのですが、なかなかこういう

ところまではいけなかったと思っており

ます。ただ、県のほうを通じて多くの支

援をしていただきましたので、何とか出

来たのかなと思っております。

　そして、事前に契約、協定を結ばせて

いただいた施設というのが５施設で、そ

のうち２施設が使えず、最終的に２１施

設になっておりますので、大体１８施設、

これが事後、発災後に協定を結んだとこ

ろになります。

　こちらが後から避難者がいるというこ

とがわかり、協定を結んでいった形にな

ります。本来であれば分かった時点です

ぐに協定を結び、契約を締結していくと

よかったのですが、町の中の問題もあり、

この協定の締結というのが進まなかった

こともあります。先の震災であれば大体

１カ月以内ぐらいで書面上の契約まで行

かれることが多いということをお伺いし

ていましたが、益城町は２カ月、３カ月

以上かかってしまい、この点につきまし

ては、きちんとした紙の協定や、契約を

結べなかったところで施設には御負担を

かけてしまったと思っております。

　この福祉避難所というのは、本来、益

城町でいうと福祉課というところが担当

とはなるのですが、益城町は福祉課職員

数がそんなに多いところではございませ

んでしたので、どこが担当するのかとい

うことで問題になりました。実際に発災

後は避難所対策チームで行っていました

が、６月１日からは福祉課の業務に移り

ました。ただ、福祉課に業務が移って

も、私が福祉課の配置になりましたので、

やっている人間は変わらないという状況

になり、負担だけが少し増えたという気

もしましたが、何とかその前から福祉避

難所を担当していたので、ころころ担当

者が変わるよりはよかったのかなと思っ

ております。

　特に、普通の避難所も含めてですが、

避難者の担当がころころ変わってしまう

というのは、益城町は最終的にそういう

形になってしまったのですけれども、現

場の人との信頼関係ができない。例えば、

課で担当すると順繰りに別の人が毎日来

る。毎回別の人が対応するという形に

なってしまうと、どうしても通常時とか

平時であれば引き継ぎも問題なくできて
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何とかなるのかなと思いますが、災害時、

みんな忙しいので引き継ぎもなかなかで

きないような状況で、施設や避難者の方

から、「あれをしといてよ」と言われて

もその引き継ぎがなかなかできてなくて、

次また同じことを言われて。その人も次

にしなくてということで、どんどん課題

が取り残されていってしまうような状況

になったところもございます。

　次に、町として各施設を細やかに巡回

して、ケースワークというのがなかなか

できませんでした。避難所対策チームと

して２１施設余りを頻繁に回って、困り

ごとなど細やかに御相談等を受けること

ができればよかったのですが、人数的な

問題もありまして、そこまではできな

かったところになります。

　ただ、各施設や避難している住民の方

から、会議の際にそういう状況をお伺い

することができて、非常によかったと思

います。そういう会議もなければそうい

うお声をまとめて聞いたりすることもで

きなかったのかなと。そうするとどんど

ん福祉避難所の要配慮者である方たちか

らの御意見とか、対処であったりケース

ワークであったり、そういうのがより遅

くなっていたのかなとは思っております。

　また調整会議で多くの施設の方から、

通常の仮設住宅での要配慮者の受け入れ

は困難であるとの意見をいただいていた

のですが、その中で、仮設住宅の建設主

管課と協議をさせていただいて、できれ

ばグループホーム型とか、そういう仮設

住宅ができないかという協議をしました

が、実現までには至りませんでした。た

だ、次で出しておりますが、そういう形

で声を上げたことによって、福祉仮設住

宅という形は個別にはなりますが、要配

慮者の方の仮設住宅を建設できましたの

で、この点はやはり要配慮者向けの仮設

住宅が何らかの形で必要だとちゃんと声

を上げていたからこそ、そういう仮設住

宅はできたのかなと思っております。

　それでは、次に閉鎖の時期に移りたい

と思います。閉鎖時期は、６月から７、

８月ぐらいですが、トレーラーハウスの

設置をしております。トレーラーハウス

は独立した居住空間でありますので、よ

りプライバシーが求められるような方の

生活環境を提供することができます。た

だ、どのような方でも御提供できるわけ

ではなく、段差とか階段、少し高目の階

段がありますので、体は元気だけれども

プライバシーが必要な方、精神疾患をお

持ちの方とか、そういう方に対して非常

に有効ではないかと思います。

　ただ、どうしてもこのトレーラーハウ

スは設置の費用が高かくなります。後に

載せていますが、トレーラーハウス、お

よそ３０台で約９，０００万のお金がか

かっております。ただ、より早くそうい

うのを多く置くことができるのであれば、

要配慮者の問題というのは相当数そこで

解決することもできるのではないかと思

うので、その費用の解決をしていくとい

いのではないかと思います。

　そして、連絡会を継続することができ

ましたので、福祉避難所に入所の方たち

に仮設住宅の設置ができたタイミングと

かで順次、優先世帯としてある程度誘導

することができました。ただ、全て福祉

避難所からすぐに移れるというわけでは
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ありませんでしたが、できる限り優先世

帯として入っていただいたところにはな

ります。

　また、会議の中で各施設の方たちが、

どれぐらいの時期に閉鎖であったり、終

息であったり、閉所の見通しというのが

全体として共有できたのがよかったと

思っております。やはり閉鎖できた団体

がまだ閉鎖がされてない入所者がおられ

る団体に、こういう形で退所を促したり

するんだよとか、こういう問題があるか

ら、そういうときは福祉課であったり

ケースワーカーに繋ぐんだよという、そ

ういう繋がりをしっかりと持っていただ

きましたので、その点、非常によかった

のかなと思っております。

　次に、終息・閉鎖時期の課題になって

おります。まず一つ目ですが、仮設住宅

について、本来であれば要配慮者向けの

環境設備、これは一般の仮設住宅につい

てですが、本当であれば仮設住宅の設置

前に多くの仮設住宅についてはユニバー

サルデザインなど、より高齢者に使いや

すいような形で設置できればというとこ

ろで、仮設住宅の主管課とは協議を重ね

てはいたのですが、全ての仮設住宅をそ

のような形ですることは困難でした。初

期改修であったり、スロープをつけたり

というのはある程度できるのですが、ど

うしてもそれは何らかの介護度がある方

対象となってしまい、多くの方が使える

ユニバーサルデザインという形では御準

備ができませんでした。２点目が、こち

らは今現在も行っておりますが、災害救

助法に伴う費用の精算がすぐにできてい

ないところになります。現在でも約半分

ぐらいの費用しかまだ精算はできており

ません。もう今年度も終わりますので、

できるだけ早くこちらについては進めて

いきたいと考えております。

　３点目ですが、避難所対策チームを各

部署から集められていたところにはなり

ますが、健康づくりの部署や、福祉課の

部署、高齢者の部署、子供関係の部署、

ＤＶ関係の部署、そのようなところから

全て集まっておけば、より福祉避難所に

ついても、また指定避難所の中にいる要

配慮者の方についてもうまく対応できた

のかなと思っておりますが、そこまでの

連携がうまくできていなかったところに

なります。

　今、熊本県では地域支え合いセンター

というのを進めておりますが、この点に

おいても同様になりますので、同じよう

なことを繰り返さないように、少しずつ

各担当者の連絡会議をつくって、引き続

きこれに向けて、地域支え合いセンター

を中心として進めていければと思ってい

ます。

 ここからは、あくまで私が考えている

今後の検討課題と対策等です。今回の福

祉避難所の運営で感じたことは、まず１

点目としまして、福祉避難所による一般

避難者の受け入れです。これがやはり被

害が大きいところではどこでも見られま

した。福祉避難所というのは２次避難所

ではあるけれども、１次避難の際に要配

慮者のみの受け入れというのが本当に困

難になります。施設の外とかに要配慮者

だけが並ぶわけではなくて、近隣の一般

の余震を怖がっている方も多く並ばれま

すので、この点、どうにかならないかな
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と思って考えておりましたが、なかなか

完全に区別するというのはできないのか

なと思いまして、避難者を受け入れる当

初からもう福祉避難所であることをまず

強調して、ある一定期間を過ぎたら退所

を一般の方については促したり、指定避

難所に移動したり、家に帰ってもらうと

いうところで、御了解を得ることのが必

要なのかなとは、これは事前の準備も含

めて思いました。

　２点目に、福祉施設への人的支援につ

いてです。施設職員の方も益城町内で、

被災しております。その中で避難所運営

業務とともに、本来業務である通常の利

用者の方への対応に追われておりました。

両方をしておりますと現場の施設職員の

負担というのは本当に大きいので、そう

いう負担を減らすためにも、支援をする

場合、今後、例えば町がする場合であっ

ても、やはり３日ごととか、細かい期間

ではなくて、長目の期間、１週間ごとぐ

らいの期間をもって、各福祉施設であっ

たり、人的な応援であったりというのを

提供していくのが一番いいのかなとは思

います。

　３点目に県や市町村及び福祉施設等の

情報を共有及び物資等の配布のシステム

等が必要かと思いました。行政と施設と

いうのは通常は情報の共有、特に個人情

報の共有等は非常に難しかった。そのた

め、平時から、そういう情報共有を災害

時にはできるような形でシステムを作っ

ておくことで、より利便性の高い、かつ

そういう情報というのは国であったり、

県であったりというのも必要とされます

ので、そういうところが見ることができ

るようなシステムの導入が望まれるので

はないかと思います。

　４点目に、緊急入所と福祉避難所とい

うことで書かせていただいております。

各福祉施設では、福祉避難所を併設、開

所すると同時に、緊急入所、オーバーベ

ッド（定数超過入所） も多く受け入れて

いただいております。ただ、このような

形になると、施設の方もやはり両面で大

きい負担を抱えてしまいますので、施設

の負担が大き過ぎるため、できればどち

らか一方に絞って、こちらの施設は福祉

避難所、こちらの施設はオーバーベッド、

そういう形でできると一番いいのかなと

は思いました。オーバーベッドについて

は、例えば福祉避難所が終わった後であ

れば受け入れるとか、そういう形をとれ

ば少しは施設の負担も減ってくるのかな

と感じました。

　そして、簡単にですが、トレーラーハ

ウスについてご説明させていただきます。

トレーラーハウスの福祉避難所、こちら

はまず益城町は大体２５台入居者が、避

難者がおられる居住用スペースとして使

っております。プラス５台、各指定避難

所のほうに感染者の隔離室として配置を

しました。その中でやはり感じたことは、

メリットとして、感染症とか、そういう

罹患リスクのほうが非常に軽減される。

また、緊急時の隔離スペースとして非常

に有効利用ができるというのを感じまし

た。

　２番目に、住環境の改善による避難者

の負担軽減、これは非常に有効だと感じ

ております。発災後からなかなか寝られ

ないという方が、トレーラーハウスの段
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ボールベッドでちょっと横になったら、

夜９時ぐらいから朝８時ぐらいまでぐっ

すり初めて寝ることができたというお声

を聞くことができて、やはりプライベー

ト的な空間をしっかり保てることができ

る、かつ余震で倒壊する心配がない、壊

れる心配がないというので多分負担の軽

減になったのかなと思っております。

　３番目として、入居世帯は世帯ごとに

すると生活リズムを整えることができる

ので、少しずつ平時に戻すことができる

のかなと思います。

　４点目は、トレーラーハウスを置く場

所さえあれば、多くの要配慮者を受け入

れることができるようになります。

　次に、デメリットです。３点挙げさせ

ていただいております。

　他の福祉施設と比べて設置への全体コ

ストが非常に高い。一般の福祉施設の費

用がおよそ３，０００万から４，０００万

円、全ての施設において、１施設のあた

りそれぐらいになるので、それと比べる

と相当コストが高いということが感じら

れます。

　２番目に、新規施設となるので、やは

り施設管理のための職員配置が必要とな

ります。これが災害時において人を雇っ

たり、新たな人員を配置したりするとい

うのが難しくなります。

　３点目、福祉避難所としてどうしても

段差がないなど、バリアフリー施設であ

れば、より多くの高齢者や、介護の方を

受け入れることができたと感じておりま

す。

　拙い講演ではありますが、私が福祉避

難所を運営する中で感じることができた

ところをお話しさせていただきました。

御清聴ありがとうございます。

○司会　丸山さん、ありがとうございま

した。

　続きまして、特別養護老人ホームひろ

やす荘の施設長の永田様からお話をいた

だきます。よろしくお願いいたします。

○永田氏　皆様こんにちは。熊本県益城

町にあります特別養護老人ホームひろや

す荘の永田でございます。本日はよろし

くお願いいたします。

　まず、今回の４月の地震におきまして、

全国から本当にたくさんの御支援をいた

だきました。今日ここにおいでの方々か

らもいろんな形で御支援していただきま

したこと、改めてお礼申し上げます。あ

りがとうございます。

　あれから１０カ月が経とうとしており

ます。長い長い、夜が明けるのかなと思

うような長い長い１日を繰り返しながら、

振りかえるとあっという間の１０カ月で

ございました。ちょうど半年目を迎えま

した１０月１６日、日曜日、ひろやす荘

では復興イベントとしてキャンドルナイ

トを行いました。益城町にあります小学
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校の全校生徒２，３００名の子供たちに、

紙コップに願いを書いてもらい、その一

つ一つに明かりをともしました。神楽や

マンドリンコンサートなど、職員、御家

族、利用者、地域の方々、そして福祉避

難所、避難所に避難されていたたくさん

の方が集まって、皆さんと心温まるひと

ときを持つことができました。

　本当に大変でつらい思いをした私たち

ですが、ボランティアや支援者、あと避

難されていた方たち、たくさんの出会い

がございました。そのたくさんの人たち

と支え合いながら、たくさんの優しさに

あふれた日々であったようにも感じます。

　ただ、避難所について改めて考えてみ

ますと、ああすればよかった、こうすれ

ばよかった、あれは違ったのではないか

と思うこと、反省点ばかりです。特に、

福祉避難所については、考えれば考える

ほどその正解がわからないというのが正

直なところです。

　これからお話しさせていただきますこ

とも極めて主観的で、何かお役に立つこ

とがあるのかと不安ではありますが、私

たちが体験したことを伝え、みんなで考

えていただき、何らかの形にして次に生

かしていただければうれしく思います。

それが大切だと思って、なれませんが、

一生懸命お話をさせていただきます。お

願いします。

　これは益城町の地図です。ここが先ほ

どお話があった役場で、前震、本震、こ

こが、私たちがおります特別養護老人ホ

ームひろやす荘、同じ法人の老健施設ケ

アポート益城、これも同じ法人のグルー

プホーム津森倶楽部になります。これが

協力病院の東熊本病院です。結果から申

しますと、ケアポート益城と東熊本病院

は倒壊しまして、閉鎖となります。

　これは上空から見た地図になります。

ここがひろやす荘です。皆さん、御利用

者様の居室は全面平家になっております。

一部共有部分が２階建てで、職員食堂と

会議室、更衣室が２階。あとこちらがデ

イサービスとか通所部門。こちらが駐車

場になって、ここが老健施設のケアポー

ト益城。ここが実は高台で擁壁になって

おりまして、この擁壁が崩れるというこ

とで、施設の５９名の利用者、２１日、

金曜日の雨の日でしたが、緊急で避難を

いたしまして、ひろやす荘の多床室、４

０床に５９ 名入れることになります。

　これが地震発生時、１４日の施設の中

にいた利用者の数ですが、職員数はちょ
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うど夜勤体制になっておりますので少な

い人数です。

　これが地震直後の施設の中の写真にな

ります。これが事務所です。テーブルの

上のパソコンなどは全部落ちて、ここの

後ろに大きな金庫がございます。２００

キロでしょうか、３００キロでしょうか。

その金庫が１メートルほど移動しており

ました。

　これがユニット台の共有部分、居室の

キッチンのとこで、食器棚が倒れており

ます。

　これはちょっと見えにくいけど、下の

ほうの破片がわかりますでしょうか。こ

れは御利用者様のユニット内の食卓のと

ころで、上にペンダント式の照明器具が

あったのですが、それが天井に揺れて当

たって砕けて下に落ちたということです。

　これは多床室、４人部屋のお部屋の居

室の中です。意外と御利用者様のお部屋

は思ったほどひどくありませんでした。

皆さんおけがなく御無事だったことが本

当に救いでございました。

　今回、このように資料を集めるに当た

って写真が本当に少ないなと、当時の一

番混乱しているときの写真が少ないです。

私たちは楽しいときとかきれいなものを

着たときにカメラを向けるように、普通、

報道カメラマンとかではない限りそうい

うことに慣れていないため、すごく後で

考えたら、私は常にスマホを持ち歩いて、

いろんな県とか厚労省とか、いろんなと

こと連絡をとりながら走り回っていて、

シャッターはいつでも押せたのに、なぜ

写真を残していないのだろうと、今にな

って後悔しています。なかなか悲惨なと

ころを写す習慣はないですが、今デジタ

ルでとりますと、場所とか日付が出てき

ますので、時系列で検証するときに写真

があったら役に立っただろうなというの

が反省点です。

　避難者の受け入れ状況の簡単に御説明

します。１４日の前震、９時２６分、震

度７です。１０時半ぐらいから避難者の

受け入れを始めました。先ほど役場の方

がお話しされたように、本当に一般の方、

いろんな方が来られました。私が福祉避

難所というものについて、考えて考えて、

分からなくなりますという理由の一つは、

一般の方たちは実際、災害時は車が使え

ませんでした。道路が寸断しています。

皆さんに言われたのは、ひろやす荘さん

に入れてもらって本当に救われましたと、

皆さんおっしゃいました。その中には

「指定避難所もちゃんと分かっています。

でも母を連れてそこまで歩いて夜行くこ

とができません」というお話もいただき

ました。

　私たちは近隣の公園に負傷者の方、あ

と車椅子の方、高齢の方が公園でうずく

まっていますという情報も得ましたので、

デイサービスの送迎車、リフト車を出し

まして、その方たちのお迎えも行きまし

た。１４日の日は本当に突然来まして、

９時半でいろいろまだ起きている方たち

も多かったので、たくさんの負傷者の方

がいらっしゃいました。玄関ホールにソ

ファを出して、毛布を出して、負傷者の

方の処置を夜勤の看護師と出てきた看護

師で行い、応急処置を行いました。

　１５日の朝からは、毛布とかなくて、

着の身着のまま、とるものもとりあえず
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逃げて来られた方たちばかりでしたので、

１５０名ほどいらしたのですが、１５日

の朝は施設の備蓄からアルファ化米と暖

かいおみそ汁をつくって、避難者の方た

ちに提供させていただきました。それか

ら指定避難所とかに移られて落ちついて

いくのかなと思っていましたが、１６日、

１時２５分、２回目の本震でした。それ

からは本当にいろいろな方たちが入って

こられまして、ピーク時には２００名を

超しました。それからが避難所の運営と

なっていきます。

　私たち、ひろやす荘では、施設が新築

移転をいたしました。それを機に、２５

年３月２９日、益城町と福祉避難所の協

定を結んでおります。福祉避難所の対象

者は皆さん御存じでしょう、内閣府のガ

イドラインに載っております。私たちの

認識では、指定避難所に避難された方た

ちの中で配慮を要する方、要援護者、要

支援者の方が、お願いしますということ

で来られるのだろうと想定しておりまし

たが、そうではなく、実際私たちの施設

も避難所となって、これはもうほんとに

建物が無事であって安全であればどこで

も避難所になり得るところです。そうい

うところに皆さん逃げ込むということな

ので、どこが避難所でどこが避難所じゃ

ないかと言っていられないのが被災地だ

と思います。これ想定とは全く違う形で

避難所が始まりました。

　これが施設内の見取り図になります。

この黄色い部分が居室になっていまして、

個室です、全部。ユニット型で、１００

床になっています。グレーの部分が共有

部分で、事務所、調理室、地域交流ホー

ル、医務室などあります。この２階に一

部２階建てで、職員食堂と会議室、更衣

室などがございます。グリーンのとこが

ショートステイ１５名、オレンジのとこ

ろがデイサービスセンター、あと認知症

型のデイサービスセンター、そしてピン

クのとこが従来型の多床室、４人部屋の

４０床になります。

　これが震災後、どのように変わってい

くかと申しますと、まず事務所に対策本

部を設置いたしました。ここに大体私が

常時いて、情報を収集するということを

しておりました。

　要支援者、一般の方含めて避難者がた

くさんが入ってこられます。その方たち

を地域交流室と、人数がかなり多かった

ので訓練室も開放して、あわせて２００

名ほど入っていただきました。最初はも

っと多かったので、こちらのデイサービ

スセンター、こちらにも一時は避難して

いただいて、２カ所にわたって避難され

ていました。

　そして、とにかくいろいろな方たちが

来られます。ほんとに「この子もいいで

しょうか」とペットを連れて、私も犬を

飼ったことがありますので、わんちゃん、
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ねこちゃんといえども家族の一員なので、

当然のように犬を避難所に入れてこられ

る方もいらっしゃいますし、あと「たば

こはどこで吸うのか」とか、「テレビは

どこにあるのか」とか、あと居室の中の

ユニット内にずかずかと入っていって、

お年寄りの毛布を引っ張り出してくる方

もいらっしゃいました。

　その中で、やはりインフルエンザにか

かったお子さんが実際いらっしゃいまし

た。私たちは日ごろとても感染症には気

を使っておりますので、すぐに皆さんが

いらっしゃるところには入れてはいけな

いという判断で、どうしましょうという

ことで、面談室がここに４部屋あります

ので、面談室を感染症の隔離室というこ

とで、畳とお布団を入れまして、お子さ

んとお母さんにそちらに入っていただき

ました。負傷者の処置は玄関ホールで最

初にしました。

　そして、先ほどお話ししたように、勝

手に毛布をとりに入ったりとか、あとラ

イフライン全部ストップしておりました

ので、トイレを皆さん使われますが好き

勝手に使われたりしていました。全部の

トイレというトイレが避難者の方たちが

どんどん使って後始末されないので、全

部詰まりました。それで、私たちがゴム

手袋をはめて、全部処理をして、実際避

難者の方たちのスペースを赤で限らせて

いただいて、１７日の夜に私のほうから、

「せっかく命があって、御縁があって、

ここに集まりましたので、皆さん協力し

ていきましょう」というお話を、夜集め

てさせていただきました。すると、あり

がたいことに、協力者の方たちもたくさ

ん出てきて、班ができて、役割分担がで

きて、そのうち自治会ができまして、毎

晩反省会が行われたりするように、本当

に協力的に過ごしていただきました。

　そして、このデイセンターの認知症型

のところには、グループホームの方たち、

認知症、皆さん認知症でとても不安で落

ちつきがなくなられて、ライフラインが

ストップしておりましたので、こちらに

来てもらいました。

　そして、１５日の朝から自衛隊の給水

車が届きました。この給水車は私たち施

設の者とほかに、近隣の方もお使いして

いただくので、わかりやすいように玄関

に設置していただきました。

　ほんとにありがたいことに、救援物資

がどんどん届きます。最初は玄関ホール

でただ受け取っていたのですが、仕分け

が必要だということで、デイサービスセ

ンターのほうを救援物資倉庫として随時

置くようにいたしました。

　炊き出しテント、炊き出しにたくさん

来てくださいます。炊き出しテントは火

を使いますので、施設内の中では無理で

すので、こちらのほうに雨の日もできる

ようにテントを張りまして、炊き出しテ

ントとしてそこを使っていただきました。

　そして、これは御家族等御利用者の許

可を得まして、県とも連絡をとりながら、

なるべく効率がいいようにということで、

個室の部屋を全部２人部屋に集めました。

これはいろいろ実は事情がありまして、

こちらの従来型の４人部屋の４０名も全

部ユニットに来てもらい、先ほどお話し

した倒壊した老健施設ケアポート益城の

５９名を、緊急避難でひろやす荘に受け

－ 160 －



入れました。この方たちは結果的には３

カ月かかって、トータル３１施設の他の

施設にお願いし、皆さんそれぞれ環境の

いい場所に移っていただいております。

でも、少し離れたとこだったりもするの

で、皆さん帰ってきたいなというお言葉

もいただいています。

　そして、先ほどもお話がありましたが、

緊急ショート、本当に一生懸命おうちで

看られていた方たちが、家が全壊してお

ばあちゃんを連れては避難所に行けない

とかいう方たちがいっぱいいらっしゃい

まして、頑張って、頑張って、御協力を

得て１０ベッド、オーバーベッドを入れ

ることができまして、１０名の緊急受け

入れをいたしました。

　そして、実は私たちの職員、益城町、

熊本市もそうですけども、ほとんど職員

が被災しておりました。それで実際、か

なりの職員が全壊や半壊で家に住めない。

避難所からの通勤、車の中からの通勤と

いうことで、おばあちゃん、おじいちゃ

んを置いてこられない。あと学校も保育

園も閉鎖になっておりましたので、避難

所に子供を置いて出勤できない。いろい

ろなことがありまして、実際、お部屋を

あけて、職員とその家族も一緒に避難し

てきてください。私たち、一番大事なの

が人員です。人を確保するということが

できなければ、利用者はもとより、避難

所の運営ももちろんできませんので、と

にかく皆さんで来てちょうだいといって、

職員とその家族が７２名です。

　そして、トータル、ひろやす荘の利用

者が１５４名、老健のケアポート益城か

らが５９名、グループホーム津森倶楽部

からが１８名、避難者の方が約２００名、

超過の受け入れが１０名、職員とその家

族が７２名、大体５１３名が施設の中に

おりました。どのお部屋のどの扉をあけ

ても誰かが住んでいるというような空間

でありました。

　この膨れ上がった施設を支えたのは、

ボランティアのおかげです。実際、本当

に早かったです。有志の福祉団体、くま

モン福祉支援チーム、全国１０の法人か

らなる有志団体、公的支援が入るまで介

護職員のサポート、職員への休みを確保。

この方たち、１７日から入っていただき

ました。お顔も知らない人たちですが、

大体公的支援が入るまで、全社協さんと

か老施協さんのマッチング作業が始まっ

たのが２週間後です。それを東北のとき

も御経験をされていて、「永田さん、そ

れまでマッチング作業が行われるまでが

大変だよ。僕たち入るから」といって、

この方たちはテントと寝袋とカセットコ

ンロ、水、全部持って来られました。

　その次、熊本地震摂食サポートｂｙチ

ームふるふる。この方たちも東北のとき

に高齢者の方の口腔ケアが行き届かなか

ったために、震災後に誤嚥性肺炎を起こ

して亡くなられる方が非常に多かったと

いう教訓から、いち早く入られたそうで

す。この方たちは私たちの施設の利用者

さんをはじめ、ここからひろやす荘から

各避難所の高齢者のケアで、アプローチ

でサポートしに入られています。

　そして、下が全国訪問ボランティアナ

ースの会キャンナスさん。この方たちは

私どもの福祉避難所のサポートと、あと

うちのほうからやはり益城町内外の各避
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難所のサポートに入られて、今もそうで

す、仮設のほうに今も入られて残ってい

らっしゃいます。

　この下の写真がそのときの様子ですが、

ここが先ほどお話しした２階の共有部分

の食堂とか会議室に入ってもらいました。

ここの２階の共有部分プラス２階のベラ

ンダにテントを二張り張られて、入れか

わりで皆さん泊まっていただきました。

　本当にこの人たちに私たちは助けられ

て、御助言もいただいて、力をもらって、

「本当にありがとうございました」とお

礼を言いましたら、向こうから、「こち

らこそほんとに助かりました」というお

言葉をいただきました。なぜと思ったら、

実は皆さんおっしゃったのが、「拠点を

探すのが大変なのです」と言われました。

自分たちが寝泊まりをして活動をするの

に、なかなか行政に言っても、「じゃあ

ここに入ってください」と言われないの

で、「ひろやす荘さんが拠点として寝泊

まりする場所を提供してくれたので、私

たちの活動する場所ができました、あり

がとうございました」と皆さんに言って

いただいて、本当にとても意外なお返事

でした。

　そのほか、ほかの施設さんに聞いた話

ですが、私もこの、くまモン福祉チーム

はいろいろな施設の団体なのですが、知

らない、顔を見たことないんですね。キ

ャンナスさん、初めて知りました。私が

今回地震に遭って被災してサンダーバー

ドさんともお話をさせていただきました。

キャンナスさんとかサンダーバードさん

とか、こういう活躍をされている人がた

くさんいるというのを初めて知りました。

　福祉避難所、避難所になり得る協定書

を結んだ施設に、こういう団体の実績報

告書と一緒に名簿一覧が配れていると、

非常に受け入れる側も行く側も、もっと

早い段階で動けるのではないかなという

のを私は今回強く感じました。ぜひ皆さ

んすばらしい活躍を、阪神から、東北か

ら、熊本地震から経験されている方たち

ばっかりです。次、どこかで起きたとき

に、キャンナスさんはこういう団体だ、

サンダーバードさんは、こういう団体だ

と、一小さな田舎の町の避難所の職員が

わかるような一覧表をぜひつくっていた

だきたいなと思っております。それがあ

るともっと早い段階でマッチングができ

たのではないかなと私は思います。

　これが避難所の状況です。これはまだ

皆さん、つぶれた家から毛布を引っ張り

出して、着の身着のまま逃げてこられた

ときの状況です。

　こちらが段ボールベッド、４月２０日

に入ったときの写真です。本当に大阪の

Ｊパックスさん、いち早く、段ボールベ

ッドを１００台入れていただきました。

実は先ほどお話しした老健のケアポート

益城の５９名の方も、２階、３階が居室
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なので、皆さん若い職員が抱えておろし

ましたけれども、ベッドはおろすことが

できませんでした。この状況、ベッドを

そろえることができませんでしたので、

その５９名の方のベッドも避難所の方と

一緒にこの段ボールベッドで寝ていただ

いて、ほんとにそれまで野戦病院みたい

になって寝られていた利用者が、段ボー

ルベッドの上で本当に寝息をたてて寝ら

れたときは、とてもほっとしました。

　実は私も３カ月弱ほど施設の中で寝泊

まりをしておりまして、途中で空いたベ

ッド、段ボールベッドに寝かせていただ

くことができましたので、それからはと

ても心地よく寝ることがおかげでできま

した。ありがたかったです。

　８月１２日金曜日、４カ月間、１２１

日にわたって運営してきた避難所は閉鎖

になります。笑いと涙の閉所式で、とて

も感動的でした。

　熊本地震を経験して、私たちが学んだ

ことが大きく三つございます。一つ目に

ＳＮＳの活用。二つ目に災害時のネット

ワーク体制の構築。三つ目に福祉避難所

運営のシミュレーション。

　ＳＮＳの活用ですが、災害時等の非常

連絡網、職員の安否確認に有効です。私

たちもちろん非常連絡網ございました。

電話での非常連絡網です。その前にメー

ルとかＬＩＮＥとかの連絡網の話も出な

いことはなかったのですが、プライベー

ト、ＬＩＮＥまでは、ということで、な

かなか進みませんでした。実際、１４日、

夜１０時から職員の安否確認を始めまし

て、１５日の朝５時までかかりました、

安否確認が。みんな本当につながってい

ることの大切さを、身をもって経験しま

したので、今、実際みんなＬＩＮＥで非

常連絡網ができておりまして、ユニット

ごとだったり、部署だったり、管理者だ

ったりということで、もう何度かこの非

常連絡網、ＬＩＮＥでの連絡網のシミュ

レーション訓練をいたしましたら、これ

が便利です。誰が見たか、見ないか、す

ごくわかって、最近はほかにも、インフ

ルエンザが施設で出ました。行動制限が

入りますとか、そういうものもすぐＬＩ

ＮＥを使って周知徹底ができますので、

便利に使わせていただいています。

　それと、施設からの公式な情報発信の

ツールとして有効ということです。皆さ

んも御存じだと思いますけども、今回、

熊本では動物園からライオンが逃げ出し

ました、逃げ出してはないないのですが、

ＳＮＳ上で逃げ出した。かなり混乱して、

私たちも、「ライオン逃げたってよ」、

「いやいやゾウらしいよ」とか、何か、

「ええゾウなの」とか、みんな話が飛び

交りましたが、ＳＮＳというのは受ける

情報としてはかなりの確実性、信憑性が

薄れていって、受ける側はいろんな面で

配慮しなきゃいけないという、用心しな
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きゃいけないというのがあります。実際

ひろやす荘でも、６０名ほど閉じ込めら

れましたと、ＮＨＫで流れました。ＮＨ

Ｋですし、信憑性高いです。それを訂正

するのにもかなり困りました。これを取

り消してくださいとテレビ局に何度もお

願いをしましたが、一度流した情報を取

り下げるのはかなり大変でした。どんど

んどんどん誤報だけが先走って、そのと

きに若い職員が、駐車場とかにいるいろ

いろな人たちに、「済みません、拡散し

てください、あれは誤報です」というこ

とを拡散して回ったということもありま

して、実際、ひろやす荘のフェイスブッ

クから公式な発表として、「今支援物資、

何が必要です」とか、「避難所を開設し

ました。福祉避難所の役目を担っていま

すので、要配慮者の人、どうぞ来てくだ

さい。うちにはこういうおトイレがあり

ます。こういうふうなことができます」

ということを、私たちが積極的に発信す

るツールとしては有効ではなかったのか

なというふうに思っております。

　そして、２番目の災害時のネットワー

ク体制の構築についてです。

　福祉避難所の周知、これはかなり低か

ったと思います。実際、私は４月２０日、

段ボールベッドが来るかぐらいのときに、

実は対策本部にみずから出向いていって、

福祉避難所の要請を出してくださいとい

うお願いにいきます。ここ（人と防災未

来センター）の宇田川さんがすぐ来られ

て、「永田さん、今すぐにひろやす荘で

してください」と言われました。で、勢

い込んで帰りましたら、その後、二転三

転して、なかなかうまいぐあいに開設で

きなかったというのがあります。福祉避

難所の周知ができていればということを

すごく私の中では思いました。

　私たち、福祉避難所の協定を結んでい

る施設の責任としても、もっと啓発活動

をするべきだったなという反省点があり

ます。いろいろな形でということで、実

際、うちのほうでは、来年度の地域のい

ろいろな懇談会のときに、福祉避難所の

説明をいろいろな地区長、民生委員たち

にしていくという活動を実際取り入れて

おります。

　地域の住民、代表者、区長や民生委員、

児童委員、いろんな方たち、あと公的な

病院、福祉施設、役場の方たちとの合同

訓練の必要性を強く感じています。

　実際、被災しましていろいろな方たち

との出会いがある中で、いろいろな形で

とても楽しいゲームをつくられている方

たちともお会いしました。避難所のシミ

ュレーションのゲームをいろいろな形で

作られています。そのゲームも実際もら

ったりして、私もよくできているなとい

うふうに思ったのですが、そういうのを

地域の方たちとやっていく必要があると

思います。

　これは、できれば私たち施設が年に何

回法定で消防訓練をしなさいということ

で決められていて、実際そういう義務が

ありますが、こういう災害時の避難所の

合同訓練も義務化していただきたいなと

思うぐらい、早く取り組む、できるとこ

とできないことがあるのではなくて、全

部市町村がやるべきだと思っています。

　そして、もう一つが、地域の事業所間

と情報共有、支援の必要性。これは本当
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に私たち、自分たちのことしか見えてい

ませんでしたので、少し落ちついてから

近隣のいろんな事業所の方たちとお話し

すると、小さな事業所は全く支援物資が

届かない。食事が届かない。お食事をと

りに避難所に行っても、来た人の人数し

かもらえませんでしたとか、いろんな話

を聞きました。私たちがもっと同じ仲間

同士、手をとり合って助け合うべきだっ

たなというのは、後からわかったことで、

そのためにも日ごろからの連携が必要だ

なと思っております。

　福祉避難所運営のシミュレーション。

先ほど見取り図を用いてシミュレーショ

ンを見ていただいたと思いますが、これ

は私たちがその場その場で考えて、別に

シミュレーションをしていたわけではあ

りません。ただ、今になると、日ごろか

らシミュレーションをしておくべきだっ

たと感じています。どこに何を置いて、

支援物資はどこに置いて、給水車はどこ

に配置して、そういうことを災害が起こ

る前に行っていればかなり違ったかなと

思います。それと同時に誰が避難所担当

になるか。物資受け入れの担当になるか。

ボランティア担当になるかということを、

日ごろから決めておくとかなり違ったの

ではないかなというふうに思います。こ

れははじめにお話しした、半年目に

行いました復興イベント、キャンドルナ

イトの様子です。この日、避難所に避難

されていた方たちがたくさん集まってく

れました。生まれたばかりの赤ちゃん、

避難所におなかを抱えて来ていたお母さ

んの子供さんです。それと、避難所のア

イドルだったナナちゃん。ひとり暮らし

のおばあちゃんたちと仲よくなって、お

ばあちゃんたちに褒められながらお手伝

いが上手になりました。それと、観葉植

物のお世話をしてくれた方。有料老人ホ

ームに移られました。それから、足の不

自由な男性の方。ストマーをつけた方。

それと血圧の高かったお母さん。小学校

の校長先生。工業高校の先生。幼稚園の

先生。本当に大変なことも多かったので

すが、みんなと助け合って生活しました。

　福祉避難所といっても、すぐプロフェ

ッショナルの人たちが送り込まれるわけ

ではございません。ほんの少しよそより

ハード面で恵まれていたかなという程度

です。ライフラインが止まって、トイレ

の水を流すのにも給水車からたくさんの

水を運び込まなければなりません。その

ときに運んでくれたのは、健常者の学校

の先生だったり、若者だったり、学生さ

んです。名簿作成もいち早く行いました

が、学生さんたちにお願いしました。パ

ソコンから引っ張り出すわけにもいきま

せん。パソコンもプリンターも使えない

のですから、手書きで名簿を作りました。

そのときも手伝ってくれたのは学生さん

です。３カ月近く寝泊まりしていると本

当にいろいろな人と仲よくなって、校長

先生とか、学校の先生が、「今日はおい

しいコーヒーが入ったから、永田さん、

夜息抜きに飲みにおいで」と声をかけて

くれます。本当に私自身もその方たちに

支えられて避難所が運営できたなという

ふうに実感しています。

　福祉避難所って何だろうと、今でも答

えが見つからないでいます。ただ、今後

避難所になり得る施設、建物、学校や施
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設やちょっと頑丈な建物が、全てバリア

フリーであってほしいなと思います。

　本当に私が狭いところから主観的に見

た今日のお話ですが、ここにおいでの皆

様のお力添えで、何らかの形に、力にし

ていただければうれしく思います。あり

がとうございました。

○司会　ありがとうございました。

では、会場の皆様から頂きました質問カ

ードを整理しながら意見交換を進めてい

きたいと思います。

　まず、発災してから福祉避難所を開設

するまでのところです。多くの方からい

ただいた質問で、発災して一般の避難者

の方も来られたという中で、避難されて

きた方たちをまずどこに入っていただこ

うという、振り分けはどのようにされま

したか？

○永田氏　（当施設が）福祉避難所であ

るという認識もありましたが、とにかく

想像を絶する震度７、想像を絶する災害

で、家が、道が本当にすごい状態だった

ので、一般の方ですね、元気ですね、と

いう振り分けはまずできませんでしたし、

時間帯が夜でした。１０時半ぐらいから

最初の１４日は受け入れが始まりまして、

次の日も１時２６分、夜中です。熊本と

いえども、４月１４日、まだまだ寒くて、

私は上にユニクロのダウンを着てずっと

動いていましたが、みんなダウンを着て

いました。４月１４日。その中で全部ラ

イフラインがとまった中、あっちに行っ

てください、こっちに行ってくださいと

いうのは言えませんでした。

　福祉避難所って何ぞや？と私がさっき

から言っていますが、御家族で逃げてこ

られた中、皆さんお元気です。皆さん要

介護度を持っている方も、障害者手帳を

持っている方もいらっしゃいませんが、

８５歳のお母さんはどっちなんだと。そ

ういう判断は別に要介護者ではないです

が、８５歳で血圧が高くて興奮して、も

う怖さで血圧が上がっていて、指定避難

所に逃げてくださいとは言えません。実

はその方の御家族からお手紙をもらって、

「指定避難所は知っておりました。ただ、

車がない、道が寸断されている。そんな

中、母を連れてそこまで逃げることはで

きませんでした。本当に助かりました」

という長い長いお手紙をもらいました。

最初の時点の振り分けは、正直まず不可

能だなというふうに感じています。後で

落ちついてからきちっと振り分けること

が必要なのかな。ただ、振り分けてしま

った後のコミュニティって何だろうと、

そこに根源に戻るのですが、本当にいろ

いろな人がいて初めてコミュニティが成

り立つのだなと思います。

　実は、福祉避難所になって要支援の方

が集まるのですが、ライフラインがスト

ップしていたら、水を運ぶとか、すごい

労力が要ります。それには一般の避難所

の方たちがかなり協力してくれましたの

で、いまだに完全に分けてしまっていい

のかな。それに思ったほど人が来ません。

福祉避難所に指定された後も、プロフェ

ッショナルの人が来るかなと思ったら、

誰も来ません。ボランティアばっかりで。

後で人件費を請求してくださいというこ

とで、職員が両方当たっていたので、そ

こに本当にいろんなプロフェッショナル

の人がどう来るかでこれは変わってくる
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のかなと。

　そして、福祉避難所って何だろうとま

た考えたときに、うちは高齢者施設なの

で高齢者がメインですが、発達障害の子

供さんは、妊婦さんは、もちろん妊婦さ

ん、二組ほど受け入れていましたが、こ

の方に異常があったときどうするんだと

かというときに、専門性のある人が、精

神科、児童、高齢者、いろいろな方がそ

この福祉避難所にいるわけではないので、

振り分けはどうだろうというふうに、い

まだに迷っています。そして、実際、福

祉避難所にそういう専門家がいっぱい来

たわけではないという事実を踏まえて言

うと、非常に難しいなと思っています。

○司会　ありがとうございました。

　今の話の続きですが、避難所内でのエ

リア分けですね。一般居室は元々の施設

利用者のための空間であって、避難して

きた人は多目的エリアに避難していただ

く、これが法律的な建てつけと思うので

すが、今回は柔軟に対応されていた部分

もあると思います。こういったエリア分

けというのは、いつ、どういうふうに決

められましたでしょうか。

○永田氏　これは必要に迫られて順次決

めていきました。理事長と施設長の私が

３カ月弱ずっと施設に寝泊まりしており

ましたので、うちの場合はその決定権が

割と早くできたというのが柔軟に対応で

きたのかなというふうに思っています。

とにかく常に毎日、何らかの形で決断し

ていくことばかりでした。発達障害の方

とかはいらっしゃいませんでした。妊婦

さんはいらっしゃいました。認知症の方

も、実際うちにいらっしゃった方は軽度

の方だったので、職員が対応して、あと

百何歳のおばあちゃまの食事の介助とか

は、うちの職員が介助しながらという形

でしたが、妊婦さんたちは寝ているとき

に人の足が当たったりしないように、ス

テージ側の割と人通りの少ないほうに移

ってもらったりとか、そういう配慮はあ

りましたけども、あと先ほど見取り図で

言い忘れましたが、理美容室があったり

近くにしたので、そこにパーテーション

を置いて、女性の目線から着がえるとこ

だったり、授乳をする場所というのも設

けさせてもらいました。そういうのもそ

の場その場で決定していったという。そ

の場その場で決定しないで済むように、

先ほどの見取り図みたいなのを、もし施

設さんとかそういう方たちがいたらぜひ

前もって、ここには感染症の方を入れよ

う、妊婦さんをここにとされたほうがい

いと思います。

　私たち高齢者胃ろうは慣れていますが、

実際に胃ろうの方で、１２歳ぐらいの女

の子の問い合わせがあった時は、みんな

「どうしよう、どうしよう、お年寄りと

変わらないんだろうか」と、すごく不安

で心配しました。しかし、その方は医療

関係の機関に実際行かれたので、うちの

ほうには来られませんでした。

　ただ、本当にいろいろな方がいるので、

福祉避難所と一概に一くくりにしても、

本当は受ける側からすれば考えることが

多過ぎて大変でした。その場その場で、

実際、認知症のかなり要介護度のある方

は、ショートステイとして、居室での対

応に切りかえさせていただいた方がいら

っしゃいます。
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○司会　そういった方たちを受け入れる

上で、ある程度追加の物資が必要になる

かなと思いますが、必要な物資にはどの

ようなものがありましたか？

○永田氏　熊本地震は割と交通網が、道

路事情は悪かったのですが、寸断された

わけではありませんでした。物資に関し

ては、東北のときのような、プッシュ方

式がすごく生かされていまして、実際、

私どもは特別養護老人ホームの老施協の

ほうからの支援物資もかなりありました。

いろいろなとこから何か足りないものは

ありませんかということで、実は大人用

のオムツがないと言ったら、何日後かに

は死ぬほど来ますし、お水がと言ったら、

お水は後からお水で家が沈むのではない

かというくらいにきます。

　本当にありがたいことに、支援物資に

関して、多分役場なんかはその後の余剰

分をどうするかということを考えている

でしょうが、本当にありがたいことに一

般の方が自分の車で積めるだけ積んで来

た方など、いろいろなとこから来ました

ので、これが足りなかったとかというこ

とは余りなかったように思います。実際

足りないときにはどこかに発信すれば持

ってきてくださるというありがたい状況

でした。

○司会　ひろやす荘は指定避難所になっ

ていませんでした。指定避難所になって

いれば、物資は届く仕組みになっていま

したが、この点、町はどう考えています

か。

○丸山氏　そうですね。まず町の本部的

には、指定避難所の取り扱いというのが、

まず職員が配置しているかどうかという

点で設定をしていました。職員がいない

ところについては福祉避難所や、指定外

避難所というところで把握はしているけ

れども、手が回らないという状況です。

指定避難所の場合はｉＰａｄを、経産省

からｉＰａｄのほうが送られてきており

ましたので、そのシステムを使った物流

になっておりました。

　ただ、福祉避難所についてはそのシス

テムが入っておりませんでしたので、そ

こは当初から（ｉＰａｄのシステムが）

入っていればいいなと思います。ただ、

その採用には何らかの協定や、個人情報

の話などしておかねばならないのかなと

いうところです。

○司会　益城町役場の職員自体で大体１

５０人ぐらいですか。

○丸山氏　そうですね、保育園とか幼稚

園まで含めれば２００人ぐらいです。

○司会　いわゆる役場に詰めている職員

の方が１５０人ぐらい。そういった方を

総動員していろいろな避難所の対応に当

たった中で、なかなかひろやす荘まで手

が回らなかったというのが現状だったと

ことですね。当初、食料とかも届かなく

て、しんどくはなかったですか。

○永田氏　ひろやす荘は益城の中で施設

自体が古くて大きいです。多分ひろやす

荘は自分たちで大丈夫だろうと思われた

かなと思います。というのも、一番にボ

ランティアさんたちが入ってくれた施設

だと思います。１６日にお電話をいただ

いて、１７日、佐賀空港、福岡空港から

レンタカーで入っていただいたというの

がありますので、拠点を置いたというの

もいち早くできたので、ひろやす荘もボ
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ランティアたちに救われたと思っていま

す。なかなかそこが役場とかとの調整が

つかなかったというのもありますが、職

員が被災しながらもみんな集まってくれ

ましたので、何とか、何とか乗り切れた

かなという感じです。

○司会　では、発生から開設のところで

最後の質問にさせていただきたいのです

が、今後、市町村との協定をどう結ぶべ

きか？多くの方の関心でありますが、今

後の協定のあり方について、町の立場と

施設の立場と、それぞれで御意見をいた

だければと思います。

○丸山氏　まだこちらについては検証段

階ではありますが、やはり協定につきま

しては、第一に広域的なものを県と協議

しながら結んでいく必要があるのではな

いかというのを一番感じております。

　かつ、例えば近隣の市町村であったり、

町内の福祉施設との協定につきましては、

個人情報であったり、システムの共有で

あったり、そういうところまで含めてし

っかりとした協定を結んでおくことで、

より物資の配布であったり、人員の配置

であったり、そういうところがケアされ

たりしていくのかなと考えております。

○司会　では、施設の立場で協定のあり

方についてお願いします。

○永田氏　確かに広域の協定は大事だな

と感じています。その地区で被災に遭え

ば協定を結んでいるとこが機能しなくな

る可能性がありますので、大事かなと。

ただ、これは県のほうのいろいろなとこ

ろもすぐ福祉避難所、町のほうには枠を

外してという話で出ましたので、そうい

うのを臨機応変に行政側も切りかえてい

くということが大事かなと思っています。

　あと、一番感じていますのが、やはり

行政とこういう施設、あと施設同士の横

のつながりというのが、本当に手をとり

合わないと災害は乗り切れないなという

のを実感しています。災害対応は誰がす

るのか？ではなくて、できる人ができる

ことをしなければならないということが、

当たり前のことだと思います。

　そのためには、実は町のほうから福祉

避難所、次回も協定を結びますかという

アンケートが届いているのですが、非常

に残念でした。私はそうではなくて、ま

だ気持ちが熱いうちに、いろいろなこと

が、困ったとか、うれしかったとか、つ

らかったとかいう気持ちが熱いうちに、

一緒に集まって、意見交換をして、一緒

にともに乗り越えていきましょうという

ことが、今、一番必要かなと実感してい

ます。

　先ほど丸山さんとは別室で、お話しさ

せていただいたのですが、「あなたも集

まろうよ、丸山さん」と言って、「とに

かく集まろう」と。「形ができなくても、

困ったこと、今の思いがあるうちに、記

憶があるうちに出し合おうよ」と。本当

に手をとり合うということが大事なので、

それは日ごろからそういう集まってシミ

ュレーションしておくとか、今は益城町

においてはこの経験を生かさずしてどう

するということで、今、集まろうよ、今、

一緒に話そうよ、今、手をとり合おうよ

ということをぜひ。そして福祉避難所、

次はどうするか。そのときにできるだけ

いっぱいのところが手を挙げるようなこ

とが大切だと思います。
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　私は福祉避難所をして大変でした。大

変でしたが、副産物がたくさんあります。

本当にいろいろなお言葉をいただきます

し、今も会ったら手をとり合って、抱き

合って泣くような人たちがいっぱいでき

ました。副産物があって、私は今福祉避

難所をどうしようかなともし悩んでいる

人があったら、「ぜひ受けてください。

もうそれ以上のいいことがあります」と

言うと思います。だから、そういうふう

な話し合いができる場をたくさん持って

いきましょうということが、まず今後の

避難所のあり方を考える上で大切だと思

います。その中で問題点が見つかり、そ

れを改善して、次あってはいけませんが、

あったときに東北よりも、熊本地震より

も、少しずつよくなったというふうに言

いたいなというふうに思っています。

○司会　ありがとうございます。

　私も、いち早く福祉避難所として動か

そうと町に申し上げたのですが、結局、

最終的に手続が終わったのは１カ月以上

後でした。この時間、何があったのかと

いうのをもし可能であれば教えてほしい

のですがいかがでしょうか。

○丸山氏　先ほどお話しした中に入れて

はいたのですが、まず福祉避難所の担当

というのが町の中には決まってはいたの

ですが、決まってはいただけで誰も動か

さないような状況ではありました。それ

以後、うちのチームのほうでしたのは、

第一は被災者の要配慮者をどこに避難し

てもらうかとかそういうところが大きく

て、その次の協定という部分をどこの誰

がやるのかというのは、宙に浮いていた

ようなところになります。つまり、本来

業務であるところは、うちは手いっぱい

だからできない。こちらの避難所対策チ

ームとしてはそこまではしていないとい

う押し問答がありまして、これは結構災

害で益城町の中、職員の内部的にもいろ

いろございまして、業務を引き受けると

ころがないというのが大きかったのかな

と一番思います。

　その中で、６月１日ぐらい「おまえが

しろ」ということで決まったので、普通

の避難所もしましたし、トレーラーハウ

スもさせていただいていたので、もう同

じ避難所だったらしようというところで、

そこから一気にしていったところになり

ます。それでおくれてしまったのが一番

大きいのかなと思います。

○司会　総じて人手が足りなかったとい

う部分も影響したのでしょうね。

○永田氏　実は、内閣府の方とお話をし

たときに言われた言葉でとても印象的だ

ったのは、「益城町みたいな小さな市町

村がたくさん日本にはあるということが

わかりました」と言われました。つまり、

本当に行政は動きが遅いし、誰が責任と

る？となります。私が思ったのは、やは

り知っているか知らないかが大きいと思

います。

　「福祉避難所の立ち上げをしてくださ

い」と言ったときに、実はそこで丸山さ

んよりずっと上の人が「（それ）何です

か？」と言われました。やはり知ってい

るか知らないかが大きく、やはりこの合

同訓練が、私たち施設とかが年間行って

いる消防訓練と同じくらい全国で法制化

されるといいなと思ったわけです。そし

たら、みんな知ることができると単純に
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思ったのですが、いかがでしょうか。

○司会　そうですね。ある程度、自動的

に事が進むぐらい仕組みが整っていれば、

細かなことで悩まず、業務の押し合いに

もならず、物事が進んでいくのではない

かという期待はあるかもしれないですね。

では、開設から終了までのフェーズのと

ころですが、在宅の要支援者の方もおら

れたと思います。こういった方の把握は

町ではどうされていましたでしょうか。

○丸山氏　益城町では、在宅の避難者と、

避難所にいた人と同数以上の人が常にい

たであろうと考えておりました。その中

でしっかりと把握できましたのは、５月

の中・下旬ぐらいに、保健師の応援に来

ていただいた方たちや、各支援団体、医

療系であったり、支援機構であったり、

そういうところが別々に行動していたの

ですが、調整会議を持つこと二重ダブり

をせずに、一度在宅避難者の把握をしま

した。

　ただ、個別というよりも、本当にどこ

に要配慮者がいるのかという把握です。

それをもって支援団体が各種支援をして

いただいたり、あとは地域包括が個別に

見ていただいたりというのは多くしてい

ただきました。

　ただ、やはり全ての方を拾い上げると

いうのはなかなか難しく、在宅の方、全

戸ローリングして回りましたが、面談率

は３割から４割ぐらいでした。実際はど

こかに避難されている方も多かったとは

思うのですが、そのような状況です。

○司会　この調整会議で重複をなくす、

そして抜け落ちているところを埋めると

いうようなことができていたと思うので

すが、実際にそれぞれが調査した結果と

いうのはどのように活用されましたか。

○丸山氏　実際には全てのデータをまず

集めて、支援団体の方に依頼をして一本

化していただきました。その情報も各避

難所の状況等の情報を入れつつ、全体的

な避難所の閉鎖であったり、仮設住宅の

戸数であったり、そういうところをまと

めていきました。

○司会　確か福岡県が避難所名簿の作成

で支援に入っていたと思いますが、ここ

のデータベースとこの調査の結果という

のは、突合したのですね。外部支援団体

であったとしても、このように情報を提

供するという形でいろいろな支援の根拠

となるような貢献できるということが見

えると思います。

○永田氏　在宅に関しましては地域包括

センター、うちの法人がありますが、実

際、避難所とは別に全くの在宅の方は、

ケアマネたち、専門員の方が北海道から

沖縄まで８００名を超える支援者がひろ

やす荘のカフェを実際対策本部にして、

皆さんローラー作戦で益城管内を全部、

東部支援センターと協力して一緒に回る

ようにされていました。ひろやす荘の見

取り図でカフェのところで、実は、そこ

のカフェにホワイトボードを置いて、地

区ごとにローラー作戦を組みました。そ

れで支援者の方たち寝泊まりして、ケア

マネさんと日本社会福祉士会の支援も入

られて、本当に１，０ ００人ぐらいの方

たちが交代で、ローラー作戦で在宅のほ

うを見て回りました。

○司会　ありがとうございます。費用の

ところで気になっている方が多いのです
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が、今回のひろやす荘のケースでいきま

すと、この追加で来た外部の職員の支援、

その人件費、そのあたりはどのように今

処理されていますでしょうか。

○永田氏　今、実績表を県に提出をして

います。実際、かなりの数来ていただき

ましたので、そこに災害救助費の施設内

の職員なのか、福祉避難所の職員なのか

というので振り分けが行われている段階

です。でも、実際、（ 施設内職員は）ど

ちらにも関わってもらっており、非常に

そこがなかなか私たちも混乱の中、でき

る職員をできるところに、そしてできる

人をできる場所にということで、何とか

回していたという実情です。福祉避難所

にはもちろん人件費が出て、一般の利用

者さんのところは災害救助費の旅費だけ

ということで金額的にも違いますので、

すごくシビアに計算をされているような

状況です。

　内閣府の方も厚労省の方も、本当に混

乱のときに来ていた国の方たちは、「（費

用は補償されるから）大丈夫だよ、大丈

夫だよ」と言っていたのですが、（実際

に精算する段階に入って）かなり状況は

変わっており、こんな（補償が十分に受

けられないこと）になってくると（自

施設を）避難所として提供する人たちが

後々続くのかどうか、正直ちょっと胸の

痛いことが多いです。温かいこともいっ

ぱいありますが、それ以上にシビアなこ

ともあります。そこは事務的に処理すべ

きところだろうなと思いますが、電気代

とか、光熱費もいろいろな計算方法があ

り、なかなかどこからどこまで（福祉避

難所としての費用か）というボーダーが

非常に難しいと実感しているところです。

○司会　では町の見解も伺いましょう。

○丸山氏　まず応援職員については、正

直私はボランティアで来ていただいてい

るとばかり思っていましたので、精算の

段階になって初めてそこのところを聞い

て、全然要配慮者数からいくと足りない

ということを県にはお伝えしました。そ

れはどうするのか？というのまでは聞い

たのですが、（県担当者は）「わかりまし

た」としか言われないので、（町として

は）できる限り本当は災害救助費のほう

で見た方がいいのではないかというよう

に考えています。私も感じているのは、

そこで費用を（公的に）負担しなければ

後々が続かなくなってしまうので、その

事例を聞いた次の施設が、じゃあ、やめ

とこうかなという話になると、余りにも

いけないんじゃなかろうかとは思うんで

す。無制限に幾らでも費用が（出る）と

なると多分難しいんでしょうけど、そこ

は（施設に）負担をかけないぐらいには

ちゃんとしとかないといけないと思って

おります。

　一応、県ともお話ししましたが、なか

なか難しい。ただ、福祉避難所の費用と

して挙げられる分については、できる限

りは挙げてはおりますが、あとは国が見

られない分は県が見てくださいというと

ころでお願いはしています。

　あと光熱費関係は、基本的には示され

ているのが、使った福祉避難所の割合で

あったり、利用者の人数で割ったり、あ

とは前年度比でしたりというやり方があ

ったので、できるだけ施設の持ち出しが

ないような形で選んでいただければなと
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いうところでは御案内しました。けれど

も、なかなか計算が面倒くさいというの

が多分一番施設のほうとしては負担とし

てあるのかなと思っています、ここは。

　これは県とか国にもお伝えはしたんで

すが、本当は、お１人当たり幾ら（とい

う計算方法）とかがあれば一番いいのか

なとは思ったんですけど、災害救助法で

はなかなかそういう（計算方法で）費用

（算定が）がないと言われてしまいます

ので、そこが難しいところだとは思いま

す。

　なので、挙げられる費用はとにかく挙

げていただければ、あとは交渉に乗せる

ぐらいですね。

○司会　たしか応援職員についての人件

費について、災害救助費から支弁される

旨の事務連絡が厚生労働省からの 4 月 28

日付で出ていたかと思いますが、いざお

金の話といったときには、内閣府は当初

のごたごたのところを見てくれない感じ

ですね。

　大変でしょうけれども、「この施設か

らこれだけ人的な派遣を受けています」

というような実績の記録を残しておくこ

とが大切だと感じました。今回、一般の

避難者の方も入ってきて、トイレをたく

さん使われたというところで、そういっ

たところのメンテナンスも大変だったか

なと思うのですが、人件費だけではなく、

水道費、光熱費等についても前年と比較

してこれだけ差額が出ていることを示す

ことができるように追加でかかった分は、

領収書もきちっととっておく必要があり

ますね。

　たくさん質問を頂いているのですが、

次の話題に行こうと思います。「トレー

ラーハウス導入の経緯を知りたい」との

質問を幾つか頂いておりまして、話せる

範囲で結構ですのでお願いできますか。

○丸山氏　トレーラーハウスについてで

すが、大前提としてやはり要配慮者、要

支援者を受け入れるスペースが、まずス

クリーニング等をしていきながら全然足

りないというのはわかっておりましたの

で、「それをどうにかしないといけない

よね」というとこで話しているところを、

県やら国から、「ちょっとこういうのが

あるのだけれども」というお話が来たと

ころになります。それを災害救助法で見

られるようなやり方が福祉避難所（とし

ての活用）だったという。どちらかとい

うと、そういう流れにはなります。

　なので、町がトレーラーハウスを使お

うというよりも、初めてのトライとして

（使いたいと）国、県からお話が来た。

それを町として福祉避難所でお金が出る

のであれば使ってみようというのが流れ

になります。今回の検証をもって、また

内閣府などが、トレーラーハウスを今後

どのように使っていくかというのを考え

ていくのかと思います。

○司会　率直なところ、メリットとデメ

リット、どっちが大きいと思いますか？

○丸山氏　トレーラーハウスは１台当た

り大体一月１５万から２０万ぐらいレン

タル料がかかります。それプラス輸送費

と設置費というので結構これが１００万

ぐらいかかります。かつ益城はグランメ

ッセという広い駐車場、展示場がありま

したので、それを利用しました。

　なので、どうしてもレンタル費として
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は１５万か２０万なので、高いといえば

高いし、何とかなるのかなというのもあ

るんですけども、どうしても輸送費、設

置費がちょっと高くて、まだ余り普及し

ていない段階という形でいくと、やはり

コストのほうが高過ぎて、まだデメリッ

トの方が大きいかなと思います。であれ

ばその分の費用を一般の施設等に回した

り、仮設住宅に回したりすることででき

るのかなとは思います。

　ただ、このトレーラーハウスは各県と

か、例えば１０台ずつ全部あるとすれば、

このレンタル費とか、輸送費というのは

安くなって、より簡易的に使えるのかな

とは思います。

○司会　ありがとうございます。

　聞きたいことはまだまだいっぱいある

のですが、お時間がまいりましたので、

これで質疑応答セッションを閉じたいと

思います。

　最後に、山﨑先生から一言コメントを

頂きたいと思います。ＮＨＫの山﨑解説

委員、当センターの上級研究員でござい

まして、今回来ていただいておりますの

で、一言まとめをしていただければと思

います。

○山﨑氏　どうも、山﨑と申します。突

然の御指名で、何を申し上げていいのか

わかりませんけれども、２人のお話を聞

いて、現場でもってテレビや新聞で伝え

られていたことの背景にどんなことがあ

って、どんな悩みを抱えながら皆さんが

福祉避難所をやられたかということがよ

くわかりました。

　私が今回の研究会で大変関心を持って

いることは、最近の災害の被災地の犠牲

者の割合を皆さんちょっと思い浮かべて

いただきたいんですけれども、直接死よ

りも間接死のほうがふえる傾向にあるん

ですね。

　典型的な例で申し上げると、新潟県の

中越地震は６８人亡くなりました。例え

ば土砂に巻き込まれたり、あるいは住宅

に押しつぶされて亡くなったりという直

接死の方は１６人になります。あとの５

２人は、避難所の中で疲れたとか、エコ

ノミークラス症候群になったとか、ある

いは持病が悪化したとか、そういう形で

亡くなっていて、そういう死者は東日本

大震災でもそうですし、熊本地震でも多

くなっています。

　何でそういうことになっているんだと

いうことを専門家に聞くと、「そりゃあ

山﨑さん、高齢化社会だからです」とい

うことを皆さんおっしゃいます。という

ことは、これから日本のどこで災害が起

きても、直接死よりも間接死のほうが私

たちは関心を持っていかないと、せっか

く地震で生き残った人が、せっかく津波

で助かった人が、せっかく災害で生き残

った人が、その後の避難の生活の中で犠

牲者になっていってしまうということが、

この国のこれからの災害対策にとってと

ても大きな課題なんだというふうに思う

んですね。

　そうすると、今まだ防災関係者やそれ

から自治体の関係者にとっても、福祉避

難所というのはまだ知名度が足りないん

ですけれども、この取り組みを広げて深

めていくことが、多分日本のこれからの

災害対策にとって欠くことができない課

題だというふうに思っていまして、大変
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に私も勉強させていただきました。また

これからも一つよろしくお願いします。

どうもありがとうございました。（拍手）

○司会　山﨑先生、ありがとうございま

した。

　今回第５回で、今年度はこれでこの福

祉避難所の研究会は終了になります。ま

た開催する際には、ぜひ予定を調整して

いただいて、御参加いただければと思い

ます。

　本日はお越しいただきましてまことに

ありがとうございました。次回もよろし

くお願いいたします。
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平成２８年熊本地震による益城町の被害状況 ⑤

【被災状況（同一場所から撮影）】

（地震前） （地震後）

【被災状況（役場周辺の状況）】

平成２８年熊本地震による益城町の被害状況 ④

直接死 ２０名
震災関連死 ７名
重傷 １２２名
軽傷 ３１名

【人的被害】 【家屋被害】
全壊 ２，７６８棟
半壊 ３，０３３棟

一部損壊 ４，４０５棟
計 １０，２０６棟

【避難者の状況】
延べ避難者数 ３６８,８７６人

特に被害が集中した地域

○被害状況（Ｈ２８．１２．１３現在）

【最大避難者数（４／１７ 朝】
１０避難所 １６，０５０人

平成２８年熊本地震による益城町の被害状況 ③平成２８年熊本地震による益城町の被害状況 ②

○地震の概要

【前震】
発生日時 ４月１４日（木）２１時２６分頃
規 模 マグニチュード６．５（暫定値）
震 度 震度７（益城町宮園）

【本震】
発生日時 ４月１６日（土）１時２５分頃
規 模 マグニチュード７．３（暫定値）
震 度 震度７（益城町宮園）

【余震の状況】※平成２８年４月１４日２１時 同年１２月１４日現在
震度１以上の地震の発生回数 ４，１９０回
震度４以上の地震の発生回数 １４０回

平成２８年熊本地震による益城町の被害状況等 ①

○益城町の概要
益城町は、熊本県のほぼ中央、やや北寄りに在り、熊本市東部に隣接

しており、熊本空港や益城熊本空港インターチェンジなどの交通拠点が
所在し、「田園と都市が調和する町」として発展してきました。また、
熊本市の ベッドタウンとして、人口も年々増加していました。
【人口・世帯数】

人 口 ３４，４９９人
世帯数 １３，４５５世帯
男 性 １６，５５３人
女 性 １７，９４６人

（H28.3月末現在）
【主な公共施設】
・小学校５校、中学校２校
・総合体育館
・保健福祉センター
・交流情報センター
・男女共同参画センター など

内容
1.熊本地震による益城町の被害状況
2.一般避難所と福祉避難所
3.熊本地震における益城町福祉避難
所への取り組み
① 立ち上げ
② 運営
③ 収束・閉鎖

3

御礼
熊本地震では被災直後から、ご支

援・ご協力を頂きまして、心から御
礼申し上げます。
被災した者として、また現場に携

わった者として、皆様に震災対応体
験を少しでもお伝えできれば幸いで
す。

2

平成２８年熊本地震における
益城町の福祉避難所対応

平成29年2月6日
熊本県益城町役場 福祉課
生活再建支援係 丸山 伸二

－ 176 －



立ち上げ時期の課題
1) 福祉避難所及び福祉施設等の全体像把握、各

施設との情報共有ができなかった。
2) 福祉避難所に対象者だけではなく，多くの一

般住民を受け入れたため、福祉避難所機能に
特化できなかった。
（例:エミナース，いこいの里、ひろやす荘）

3) 福祉避難所に移動したほうがよい、要配慮者
が一般避難所や被災した自宅にいた。

4) 施設にたまたま益城町住民が入居・避難した
ため，町に連絡いただいて初めて認識する
ケースもあった。

16

立ち上げ時期の取り組み
1) 当初の福祉避難所だけでは、受入れ人数が限

られていたため、新たな要配慮者の受け入れ
が困難な状況となり新規福祉避難所候補施設
の確認開始 (5/5)

2) 福祉避難所運営経費等の施設側の不安が多く
寄せられ、国、県へ相談開始 (5/10)

3) 要配慮者把握調査のため個別活動をしていた
関係団体（保健師、地域包括センター、ＰＣ

4) 福祉避難所に避難している、一般避難者の指
定避難所への移動実施 (5/20)

15

内容

14

1. 熊本地震による益城町の被害状況
2. 一般避難所と福祉避難所
3. 熊本地震における益城町福祉避難所
への取り組み
① 立ち上げ
② 運営
③ 収束・閉鎖

福祉避難所の数 

開設期間総利用者延数 
1日最大利用者数 

施設
施設
日

発災前
最大
開設期間

5
21

238
34,869

446
人
人

4月16日 5月31日 6月28日 12月7日

446

0

281

201

（人）

13

トレーラーハウスによる
要配慮者の受入れ開始
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益城町指定避難所避難者数推移

4/17   避難者16,050人（最大避難者数）
4/24 避難者 7,319人 避難者が最大時の半分
5/1     避難者 4,868人 うち車中避難者1,400人
5/8     避難者 4,312人 うち車中避難者1,000人、テント泊670人

新規避難所（きらめき館、公民館分館３館）開設
5/31 避難者 2,728人

新規避難所（ＫＫウイング）開設
総合体育館アリーナ改修完了,テント村閉鎖

7/14   避難者 1,578人
8/11   避難者 798人
8/31   総合体育館へ避難者を集約
9/13 避難者 225人
10/18 避難者 96人
10/31 総合体育館閉鎖（一般指定避難所全閉鎖完了）

一般避難所における避難者の推移

11

内容
1. 熊本地震による益城町の被害状況
2. 一般避難所と福祉避難所
3. 熊本地震における益城町福祉避難所
への取り組み
① 立ち上げ
② 運営
③ 収束・閉鎖

10

平成２８年熊本地震による益城町の被害状況 ⑥

益城町役場西側（本震後） 木山地区 秋津川河川敷沿い道路

福原地区 内寺 川内田地域への町道 小谷地区 上小谷地域
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トレーラーハウス福祉避難所
メリット
1) 感染症等の罹患リスク

軽減
2) 住環境改善による避難

者の負担軽減（よく眠
れる等）

3) 世帯ごとの生活リズム
で活動できる

4) トレーラーを置く場所
さえあれば、多くの要
配慮者を受け入れでき
る。

24

デメリット
1) 他の福祉施設と比べ、

設置・運営等の全体コ
ストが高い（約9000
万）

2) 新規施設となるため、
施設管理等の職員配置
が必要となる。

3) 福祉避難所として段差
がなく、バリアフリー
設備であればより多く
の要配慮者を受け入れ
ることができた。

今後の検討課題と対策
• 福祉避難所による一般避難者の受入れ
福祉施設への一次避難の際、要配慮者のみの受入れ困難。一般避難者も施設に避難に

くる。このため、避難受入れ当初から福祉避難所（二次避難所）であることを強調し、
一般避難所の移動が必要となることを周知しておく。
• 福祉施設への人的支援
施設職員も被災しており、避難所運営業務とともに本来業務の利用者への対応も追わ

れ多忙を極める。現場職員の負担を減らすためにも、1週間程度の支援期間で人材の提供
を実施する。
• 県町施設と情報共有・物資等配布できるシステムづくり
県町施設がよりスムーズに協働できるよう、避難者情報や現場状況をリスト化し、避

難者及び施設に必要な物資、食事の提供を行うシステムをつくることが必要。
• 緊急入所と福祉避難所
各福祉施設では、福祉避難所を開設すると同時に、緊急入所も多く受け入れていたた

め、両方の対応に苦慮されていた。施設への負担が大きいため、どちらか一方に絞るな
どの対策が必要。

23

収束・閉鎖時期の課題
1) 仮設住宅設置に際して，設置時
に要配慮者向けの環境整備を行
うことができなかった

2) 国・県との手続きが必要で，
清算が迅速にできなかった

3) 福祉部局（健康づくり・福祉・
高齢者・子ども・ＤＶ等）との
連携がうまくできなかった

22

収束・閉鎖時期の取り組み
1) より細かいニーズに対応できる
よう，トレーラーハウスを設置

2) 定期的に情報共有をすることで
①優先世帯を仮設に誘導
②各施設での収束への見通し

3) 車いす等使用者向けの福祉仮設
住宅の設置

21

内容

20

1. 熊本地震による益城町の被害状況
2. 一般避難所と福祉避難所
3. 熊本地震における益城町福祉避難所
への取り組み
① 立ち上げ
② 運営
③ 収束・閉鎖

運営時期の課題
1) 生活相談員の十分な補充ができず、通常業

務も行っている施設職員に多くの負担をか
けてしまった

2) 町として正式な契約締結を迅速に行えず、
福祉避難所運営施設に不安を抱かせてし
まった

3) 町として，各施設を細やかに巡回しケース
ワークの実施ができなかった

4) 調整会議で要配慮者向け仮設住宅に関する
意見を頂いていたが、グループホーム型仮
設住宅の実現ができなかった

19

運営時期の取り組み
1) 福祉避難所運営支援のため看護師・社会福祉士などの

専門スタッフを雇用。各避難所の継続的な相談業務・
退所支援等を実施 (6月)

2) 各避難所のハードソフト面状況確認(6/1位)

3) 福祉避難所運営調整会議の設定(6/20)

4) メーリングリストの作成(6/20)

5) 余剰物資の配布(6/20)

6) 熊本県と協力し、老祉協や共同支援ネットワーク等支
援団体と各施設を繋ぎ人的支援を実施（6月）

18

内容

17

1. 熊本地震による益城町の被害状況
2. 一般避難所と福祉避難所
3. 熊本地震における益城町福祉避難所
への取り組み
① 立ち上げ
② 運営
③ 収束・閉鎖
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ご清聴ありがとうございました
 日常を取り戻すまでつながりを
大切にして努めてまいります 
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震災後施設内見取り図

事務所 調理室
地域交流ホール

訓練室

認知症対応型
デイセンター

デイセンター

面談室

ユニット型
個室100床

従来型
4人部屋40床

災害対策本部

負傷者処置

感染隔離部屋

玄関
ホール

救援物資倉庫

津森倶楽部
18名

超過受入れ
10名

職員とその家族
72名

ケアポート益城
59名

避難所200名 医務室

ショートステイ
15名

個室を2人部屋に

炊出し
テント

従来型
4人部屋40床

ひろやす荘 154名
ケアポート益城 59名
津森倶楽部 18名
避難者 200名
超過受入れ 10名
職員とその家族 72名

合 計 513名

福祉避難所の開設

平成25年3月29日

益城町と福祉避難所の協定締結

・ 福祉避難所対象者 ※「内閣府 福祉避難所の確保・運営ガイドライン」より

「高齢者、障害者の他、妊産婦、乳幼児、病弱者等

避難所での生活に支障をきたすため、避難所生活に

おいて、特別な配慮を要する者、及びその家族」

地震発生後の対応

時系列経過（平成28年4月15日）

地震発生時の状況

時 間

1：00頃 全職員の安否確認 ・負傷した職員はいるが、勤務は可能
※停電により電話回線1本しか使用できず、また携帯電話も
混線状態⇒6:00頃、全職員の確認終了

3:30頃 一部水漏れ発生 ・屋上機械室配管の破損、給水栓を止め、機械室内の水を排
除

7:00頃 避難者へ食事提供 ・非常食（アルファ米、味噌汁）100食提供
⇒避難者、徐々に減少、15日夕方には40名程に。

自衛隊給水活動 ・給水車常駐、地域の給水所へ
⇒4月25日水道復旧したが飲水は不可
⇒4月29日飲水可能、完全復旧
※その後、近隣市町村の水道局にて給水活動、7月末日まで

緊急ショートステ
イ

・被災された要介護者、１名受け入れ
⇒定員超過入居１０名

避難者50名弱 ・自宅に帰られる方、身内の家に身を寄せられる方等、15日
の夕方には50名弱。避難者の中には、ご高齢の方おられるも、
ご家族も一緒、特に職員の介入は必要なし。

時系列経過（平成28年4月14日）

地震発生時の状況

時 間

２１：
２６頃

地震発生 震度7 ・利用者、勤務職員の安否確認
⇒ひろやす荘、ケアポート益城、津森倶楽部全員無事
・建物、設備被害の確認
⇒ひろやす荘、ケアポート益城、津森倶楽部ライフライン寸
断
※津森倶楽部…建物内危険と判断しひろやす荘へ。

23:40頃 地域住民避難 ・地域交流ホール、デイセンター開放受け入れ開始
・名簿作成⇒避難者に作成を依頼
・玄関ホールにて負傷者の処置

23:50頃 津森倶楽部避難 ・認知症対応型デイセンターにて受入れ18名
⇒4月20日津森倶楽部へ帰る。

避難者の受入れ状況

4月14日（木）21:26 震度7

地震発生後より地域住民の方が避難、150名程

玄関ホールで負傷者の処置

地震発生後の対応

4月16日（土）01:25 震度7

本震と強度の余震が続き、ピーク時には200名程

（前震）

（本震）

 各施設の利用者数・職員数（地震発生時）

地震発生時の状況

施設名 入居者数 職員数

特別養護老人ホーム
ひ ろ や す 荘

入 居 者 139名
ショートステイ 15名
合 計 154名

介護職員 14名
看護職員 1名
当直職員 1名

介護老人保健施設
ケアポート益城

入 居 者 59名
介護職員 2名
看護職員 1名

グループホーム
津 森 倶 楽 部

入 居 者 18名 介護職員 2名

ケアポート益城

津森倶楽部

ひろやす荘 熊本地震の概要

東熊本病院

東熊本第二病院

熊本地震の福祉避難所の
経験から学ぶ

平成 29 年 2 月 6 日（月）

社会福祉法人 慈光会
特別養護老人ホーム ひろやす荘

施 設 長 永田 恭子

生活相談員 楠田 幸司
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水の確保

・備蓄水⇒2 ×260本

・4月15日（金）より自衛隊による給水活動開始、

また支援物資にて確保

・4月29日（金）飲水可能、完全復旧

地震発生後の対応
電気の確保

・自家発電設備により最小限度の電気を供給

燃料種類：軽油

130 で2.5時間

・４月17日（日）の午前、九州電力へ優先復旧の依頼

⇒同日の午後に送電車派遣有り

一部電力復旧

⇒4月19日（火）電力復旧

地震発生後の対応

協力法人 医療法人 永田会

【 運営施設 】

東熊本病院 熊本県上益城郡益城町惣領1522

【診療科目】

内科・小児科・放射線科・ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科

消化器内科・循環器内科・皮膚科

【病床数】

一般病床52床

東熊本第二病院 熊本県菊池郡菊陽町辛川1923-1

【診療科目】

内科・呼吸器内科・循環器内科・放射線科

泌尿器科・リハビリテーション科

【病床数】111床

医療療養病床52床

介護療養病床59床

社会福祉法人 慈光会

法人設立 昭和47年10月

【 運営施設 】

特別養護老人ホーム ひろやす荘 上益城郡益城町安永1080

昭和48年5月1日開設 定員140名
【 在宅サービス】 居宅介護支援事業所 ショートステイ

デイサービス ホームヘルプ

認知症対応型デイサービス

介護老人保健施設 ケアポート益城 上益城郡益城町安永1030

平成7年2月1日開設 定員60名
【 在宅サービス】 通所リハビリ

グループホーム 津森倶楽部 上益城郡益城町寺中1-1

平成23年6月1日開設 定員18名

社会福祉法人 慈光会

益城町は、熊本県のほぼ中央からやや北寄りに位置し、熊本市東部に
隣接している。
「阿蘇くまもと空港」や「益城熊本空港ＩＣ」などの交通拠点が所在し、

田園と都市が調和する町として発展、熊本市のベッドタウンとしての役割
も果たしている。

【人口・世帯数】

人 口 34,605人

世帯数 13,450世帯

男 16,617人

女 17,988人

（H28.2月末現在）

【主な公共施設】
・小学校５校、中学校２校
・総合体育館
・保健福祉センター
・交流情報センター
・男女共同参画センター など

益城町の概要

・施設見取り図を用いシュミレーションする事で、

事前に想定

・担当者の選任（避難所担当、物資受入れ担当、ボランティア担当等）

・福祉避難所の周知、地域住民、代表者（民生委員等）

公的機関と合同訓練の必要性

・地域の事業所間と情報共有、支援の必要性

3. 福祉避難所運営のシュミレーション

熊本地震を経験して

1. SNSの活用

2. 災害時のネットワーク体制構築

・災害時等の非常連絡網、職員の安否確認に有効

・施設からの公式な情報発信のツールとして有効

避難者の受入れ状況

4月14日（木）避難者受け入れ開始

4月20日（水）ダンボールベッドの導入

Jパックス株式会社より

100床提供

8月12日（金）福祉避難所閉所

地震発生後の対応

有志の福祉団体 「くまもん福祉支援チーム」

全国10の法人からなる有志団体、公的支援が入るまで介護職員の

サポート、職員への休みを確保。

熊本地震 摂食サポート by 「チームふるふる」

入居者をはじめ、避難所の高齢者への口腔ケア、摂食嚥下サポートを提供。

全国訪問ボランティアナースの会 「キャンナス」

福祉避難所のサポート、益城町内外の各避難所のサポート。

ボランティア活動拠点の提供
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平成28年熊本震災において

全国よりたくさんのご支援を頂きました

心より感謝申し上げます

ご清聴ありがとうございました

最後に…
津森倶楽部

ライフライン（電気・水道・ガス）寸断

建物内危険と判断し4月14日（木）23:50～

入居者18名ひろやす荘デイセンターへ避難

4月20日（水）電気・ガス復旧、建物の安全を確認し

津森倶楽部へ帰る

4月24日（日）水道復旧

地震発生後の対応

ケアポート益城

ライフライン（電気・水道・ガス）寸断

断続的に続く余震⇒ご利用者、職員の不安増

西側擁壁亀裂大⇒擁壁倒壊の恐れ（宅地建物危険判断）

4月21日（木）入居者59名 ひろやす荘へ

4月25日（月）緊急法人会議にて閉鎖を決定

5月 4日（水）熊本県内の他施設へ移送開始

5月31日（火）全員無事移送終了

地震発生後の対応

※延べ31ヶ所の医療機関や入居施設の支援をいただく

ガスの確保

・災害時用のカセットコンロを活用

・ガスボンベの確保

※ 新設時に調理器具 I H 化 ⇒ 自家発電設備にて対応

スチームコンベクションオーブン⇒断水、使用不可

給湯のみガスを使用

地震発生後の対応
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